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薬屋のひとりごと
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一話　猫マオ猫マオ







（露天の串焼きが食べたいなあ）

　曇天を見上げながら猫マオ猫マオはため息をついた。

　周りは最も美しくきらびやかな世界、そして瘴しょう気き蠢うごめく濁った澱おりの中だった。

（もう三か月か。おやじ、ちゃんと飯食ってんだろうか）

　先日、薬草を探しに森に出かけてみれば、出会ったのは村人その壱、その弐、その参という名の人さらいだった。

　まったく強大で迷惑極まりない結婚活動、略して婚活、宮廷の女狩りである。

　まあ、給金はもらえるし、二年ほど働けば市し井せいに戻れなくもないので、就職先としては悪くないのだが、それは個人の意思で来た場合である。

　薬くす師しとしてそれなりの生活をしていた猫猫にははた迷惑な話なのだ。

　人さらいどもが、妙齢の娘を捕まえては宦かん官がんに売り酒代を稼いだか、それとも己の娘の身代わりにさせたのかは猫猫にはどうでもいい話である。どんな理由があれ、とばっちりを受けたことに変わりはないのだから。

　でなければ、後こう宮きゅうなる場所には一生関わりたくなかった。

　むせかえる化粧と香、美しい衣を纏まとった女にょ官かんの唇には薄っぺらい笑みが張り付いていた。

　薬屋をやってきて思う、女の笑みほど恐ろしい毒はないと。

　それは殿てん上じょう人びとの住まう御殿も城下の花はな街まちも変わらないことである。

　足元に置いた洗濯籠を抱え、建物の奥に向かう。表とは違い、殺風景な中庭には石畳の水場があり、男とも女ともつかない召使いたちが大量の洗濯物を洗っていた。

　後宮は基本、男子禁制だ。入れるのは、国で最も高貴なかたとその血縁、あと大切なものを失った元男性だけである。もちろん、ここにいるのは後者しかありえない。

　いびつだと思いつつ、それが理にかなっているからやっているのだろうと猫猫は考える。

　持ってきた籠を置くと、そばの建物の中にある並べられた籠を見る。汚れ物ではなく、日の当たった洗濯ずみのものだ。

　持ち手にかけられた木札を見ると、植物を模した絵と数字が書かれていた。

　女官の中には字が読めない者もいる。なんせ人さらいにさらわれた者さえいるのだから。宮廷に連れ込まれる前に最低限の礼儀くらいは教えられるが、文字となると難しい。識字率は田舎の娘で五割を超せばいいほうなのである。

　大きくなり過ぎた後宮の弊へい害がいといえる。量は増えたが質が悪い。

　先帝の花の園には到底及ばないものの、妃きさき、女官合わせて二千人、宦かん官がんを加えると三千人の大所帯だ。

　猫猫はその中で最下層の下女であり、官職すらもらっていない。特に後ろ盾もなく、さらわれて数合わせにされた娘にはそれが妥当なところだろう。

　牡ぼ丹たんのように豊満な肉体や、満月のように白い肌でも持っていればまだ、下級妃ひ嬪ひんの位につける可能性もあったかもしれないが、猫猫の持つのはそばかすの浮いた健康な肌と枯れ枝のような手足くらいである。

（早く仕事を終わらせよう）

　猫猫は、梅の花と『壱七』と書かれた札の籠をとると、小走りになった。重く曇った空が泣き出す前に部屋に戻りたかった。

　籠の洗濯物の主は、下級妃である。与えられた個室は他の下妃に比べ調度の質は豪華だが派手過ぎる。部屋の主は、豪商の娘かなにかと予想される。

　位持ちともなれば自分専用の侍じ女じょを持つことができるが、位の低い妃はせいぜい二人までしか置くことができない。ゆえに、猫猫のような特に仕えるべき主人のいない下女がこうして洗濯物を運んだりするのである。

　下級妃は後宮内で個室を持つことを許されているが、場所は宮内の端にあり、皇帝の目につくことは滅多にない。それでも、一度でも夜よ伽とぎを命じられれば部屋の移動、二度目の御お手て付つきは出世を意味している。

　一方、食指を動かされることなく適齢を過ぎた妃は、よほど実家の権力がない限り、位が下げられるか、または、官に下か賜しされてしまう。それが不幸かどうかは相手にもよるが、宦官に下賜されることを官女たちは一番恐れているようだ。

　猫猫は扉を軽く叩く。

「そこに置いといて」

　扉を開け無愛想な返事をするのは、部屋付の侍女だった。

　中では、甘ったるい匂いを漂わせた妃が酒杯を揺らしている。

　宮内に入る前は褒めそやされた美しい容姿でも、所詮、井の中の蛙かわずだったのであろう。絢けん爛らんの花々に気け圧おされ、鼻っ柱を折られ、最近は部屋の外に出ようともしなくなった。

（部屋の中じゃあ、誰も迎えに来てくれないよ）

　猫猫は隣の部屋の洗濯籠をもらうと、また洗い場に戻った。

　仕事はまだたくさん残っている。好きで来たわけではないが、お給金はいただいているのでその分の働きはするつもりである。

　基本は真面目、それが薬屋猫猫である。

　おとなしく働いていればそのうち出られる。まさか御手付きになることはあるまい。

　残念なことに猫猫の考えは甘かったといえる。なにが起こるかわからない、それが人生というものだ。齢よわい十七の娘にしては達観した思考の持ち主であるが、それでも抑えられないものがあった。

　それは好奇心と知識欲。そして、ほんの少しの正義感だった。

　この数日後、猫猫はある怪奇の真相を暴くことになる。

　後宮で生まれる乳幼児の連続死。

　先代の側室の呪いだといわれたそれは、猫猫にとって怪奇でもなんでもなかった。










二話　二人の妃きさき







「あーあ、やっぱりそうなんだ」

「ええ、お医者さまが入っていったのを見たって」

　汁物をすすりながら猫マオ猫マオは耳を傾ける。広い食堂では数百人の下女が朝あさ餉げをいただいていた。内容は汁物と雑ざっ穀こくの粥かゆである。

　斜め前に座っている下女たちが噂話を続ける。気の毒そうな表情をしているが、それ以上に好奇心が目の奥で輝いていた。

「玉ギョク葉ヨウさまのところにも、梨リ花ファさまのところにも」

「うわー、二人ともなんだ。まだ、半年と三か月だっけ？」

「そうそう、やっぱり呪いなのかしらね」
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　出てきた名前は、皇帝のお気に入りの妃きさきたちの名である。半年と三か月というのはそれぞれが産んだ宮みやの年齢のことだろう。

　宮内では噂話が闊かっ歩ぽする。それは、帝みかどの御お手て付つきの宮女の話やお世継ぎについて、はたまたいじめや僻ひがみによる悪評もあれば、うだる暑さにふさわしい怪談めいたものまである。

「そうよね、でなければ三人も亡くなられるわけないわ」

　それは、妃たちが産んだ子ども、つまり世継ぎとなられる宮たちのことを指していた。皇帝が東とう宮ぐう時代に一人、皇帝になられてから二人、どれも乳幼児の頃にみまかられている。幼子の死亡率が高いのは当たり前であるが、帝の子が三人ともとなるとどうにもおかしい。

　現在、玉葉妃と梨花妃の二人の子どもだけが御存命である。

（毒殺ではなかろうか？）

　白さ湯ゆを含みながら猫猫は考えるがそれは違うという結論に至る。

　三人の子どものうち、二人は公主ひめだったからだ。男子のみ皇位継承権が与えられる中で、姫君を殺す理由などほとんどない。

　前に座っている二人は箸はしも進めず、呪いだの祟たたりだのと言っている。

（だからといって呪いはねえ）

　くだらない、その一言である。呪いをかけるだけで一族郎党皆殺しになるのだ。

　そんな猫猫の考えはむしろ異端といえる。しかし、猫猫の頭にはそう言いきれる根拠となる知識があった。

（なんらかの病気か？　もしかして血筋によるもの？　どんなふうに亡くなられたのだろう？）

　無愛想で無口といわれた下女が、おしゃべりな下女たちに話しかけたのはそのときだった。

　好奇心に負けて後悔するのはそれからしばらくのことである。




「詳しくは知らないけど、皆、だんだん弱っていったんだってー」

　おしゃべりな下女、小シャオ蘭ランは猫猫が話しかけてきたことに興味を持ったらしく、その後も事あるごとに噂話を教えてくれた。

「お医者さまの訪問回数から、梨花さまのほうが重いのかしら？」

　小蘭は、絞った雑巾で窓の桟さんを拭きながら言った。

「梨花さまご自身も？」

「ええ、母子ともによ」

　医官が梨花妃のほうに出向くのは、病の重さというより、子が東宮だからだろう。玉葉妃の子は公主ひめである。

　帝のご寵ちょう愛あいは玉葉妃のほうが重いが、生まれてきた子に性差があれば、どちらに重きを置くかは明白だ。

「さすがに詳しい症状はわからないけど、頭痛とか腹痛とか、吐き気もあるっていうけど」

　小蘭は知っていることをすべて話すと満足したらしく、次の仕事に向かう。

　猫猫はお礼代わりに、甘かん草ぞう入りの茶を渡す。中庭の隅に生えていたもので作った。薬臭いが甘味は強い。甘味を滅多に食べられない下女はとても喜んでくれた。

（頭痛に腹痛に吐き気か）

　思い当たる症状だったが、決定打ではない。

　予測だけで物事を考えるのはいけないと、さんざんおやじから言われていた。

（ちいとばかし、行ってみるか）

　猫猫は手早く仕事を終わらせることにした。

　後こう宮きゅうと一ひと括くくりにいってもその規模は広大である。常時、二千人の官女に、泊まり込みの宦かん官がんは五百人を超える。

　猫猫たち下級女官は大部屋に十人単位で詰め込まれているが、下級妃は部屋持ち、中級妃は棟むね持ち、上級妃は宮持ちと大きくなり、食堂、庭園を含めればそこいらの町よりもずっと広い。

　ゆえに、猫猫は自分の持ち場である東側を出る必要はない。用事を言いつけられたときぐらいしか離れる暇はない。

（用事がなければ作ればいいだけ）

　猫猫は籠を持った女にょ官かんに話しかける。女官の持っている籠には、上等の絹が入っており、西側の水場で洗わねばならなかった。水質に差があるのか、それとも洗う人間の違いなのか、東側で洗うとすぐに傷んでしまうという。

　猫猫は、絹の劣化は陰干しするかしないかの違いだとわかっていたが、それを言う必要はない。

「中央にいるというものすごく綺麗な宦官を見てみたい」

　小蘭からついでに聞いた話をすると、快く代わってくれた。

　色恋の刺激の少ないここでは、すでに男でない宦官ですら刺激の対象になるらしい。女官をやめた後、宦官の妻になるという話もちらほら聞く。女にょ色しょくに比べればまだ健全なのだろうが、やはり猫猫は首を傾げてしまう。

（そのうち自分もこうなるのだろうか？）

　己の問いかけに猫猫は腕を組んで唸うなった。そのような趣味はない。

　足早に洗濯籠を届けると、中央に位置する赤塗の建物を見る。各所に彫り物が施され、柱の一つ一つが芸術品といえる。東のはずれよりも洗練された、手の込んだ宮である。

　現在、後宮で一番大きな部屋に住むのは、東宮のご生母梨リ花ファ妃である。帝が后きさき（正室）を持たぬ中、男児を唯一持つ梨花妃がここの最高権力者といえる。

　そんな中、見えた光景はさほど市し井せいと変わらないものだった。

　罵ののしる女とうつむく女とうろたえる女たちと仲裁する男だ。

（妓ぎ楼ろうとあんまり変わらないな）

　至極冷静な感想を持ち、第三者、つまり野次馬に加わる猫猫。

　罵る女は後宮の最高権力者で、うつむく女はそれに次ぐ存在、うろたえるのは侍じ女じょたちで、仲裁に入るのはすでに男でなくなった医官だと、周りのささやきと風貌からわかった。順に東宮の生母である梨花妃、次に公主ひめを産み帝の覚えもめでたい玉葉妃で、宦官の医者については猫猫は知らない。ただ、この広大な後宮で医官と言える存在は一人しかいないと聞いている。

「おまえが悪いんだ。自分が娘を産んだからって、男おの子この吾あ子こを呪い殺す気だろう！」

　美しい顔は歪ゆがむとそれは恐ろしいものになる。幽鬼のような白い肌と悪鬼のごとき眼差しは、頬に手を添える美女に向けられている。手が触れている頬は赤くなっていた。平手で叩かれたのだろう。

「そんなわけないとわかっているでしょう。小シャオ鈴リンも同じように苦しんでいるのですから」

　赤い髪に翡ひ翠すいの目を持つ女性は、冷静に答える。おそらく西方の血を色濃く継ぐ妃、玉ギョク葉ヨウ妃は顔を上げると医師の顔を見る。

「ですので、娘のほうの容体も診みていただきたいのです」

　仲裁に入ったものの、原因は医師にあるらしい。

　医師が東宮ばかり診て、自分の娘を診ないことに抗議をしに来たようだ。

　気持ちはわからなくもないが、後宮という仕組みから男児優先は当然である。

　医師にしてみれば、いわれのないことと言いたそうな顔であるのだが。

（莫ば迦かだろう、あのやぶ）

　妃二人のあんなに近くにいて気付かないとは。いや、それ以前に知らないのか。

　乳幼児の死亡、頭痛、腹痛、吐き気。そして、梨花妃の白い肌とおぼつかない身体。

　ぶつぶつとひとりごとを呟きながら、猫猫は騒動の場を後にした。

（なにか、書き物はないか）

　と、考えながら。

　よって、通り過ぎる人物には目もくれなかった。










三話　壬ジン氏シ







「またやってるな」

　壬ジン氏シは憂うれいを含んだ顔で呟いた。

　宮中の花たちがこんなところで騒ぎを起こすなど、はしたない。それを収めるのが壬氏の仕事の一つだった。

　壬氏が人だかりをかき分けようとする中、一人だけ我関せずという雰囲気で歩いてくる者がいる。

　小柄な下女で鼻から頬にかけてそばかすが密集している。他は目立った風貌ではないものの、自分に目もくれず、なにかひとりごとを言う姿が壬氏の印象に残った。

　ただ、それだけのはずだった。




　東とう宮ぐうがみまかられたという話が回ってきたのは、それからひと月もしない頃であろうか。

　泣きわめく梨リ花ファ妃は、先日よりもさらに痩せ細り、大輪の薔薇といわれた頃の面影はなかった。息子と同じ病に冒されているのか、それとも気の病が重いのか。

　あれでは、次の子を望むこともできまい。

　東宮の異母姉である鈴リン麗リー公主ひめは、一時の体調不良から状態を持ち直し、母とともに東宮を失った帝みかどを慰めるようになっていた。帝の通いようから次の子も近いかもしれない。

　公主ひめと東宮は同じように原因不明の病にかかっていた。それが一方は持ち直し、一方は倒れた。

　月齢による違いであろうか。三か月の差とはいえ乳幼児の体力には大きく影響を与える。

　しかし、梨花妃はどうであろう。

　公主ひめが持ち直したのなら、梨花妃も持ち直してもいいであろうに。それとも、息子を亡くした精神的なものであろうか。

　壬氏は頭にぐるぐると考えをめぐらせながらも、書類に目を通し、判を押していく。

　なにか違いがあるとすれば玉ギョク葉ヨウ妃のほうだろうか。

「少し留守にする」

　最後の判を押し終えると、壬氏は部屋を後にした。




　蒸したての饅まん頭じゅうのような頬をした公主ひめは、赤あか子ごの無邪気な笑顔を見せる。小さな手のひらはぎゅっと拳こぶしを作り、壬氏の人差し指をつかんでいた。

「これこれ、離しなさい」

　赤毛の美女は優しく娘をおくるみに包むと、籠の中に寝かせた。赤子は暑いとおくるみをはねのけ、来訪者のほうを見ては言葉にもならない声を機嫌よく鳴らしていた。

「なにか聞きたいことでもあるようですけど」

　聡明な妃きさきは、壬氏の思惑を感じ取っているようだ。

「なぜ、公主ひめは持ち直されたのですか？」

　壬氏が単刀直入にたずねると、玉葉妃はふっと小さな笑みをこぼし、懐ふところから布きれを取り出した。

　はさみも使わず裂いた布に、不ぶ恰かっ好こうな字が書いてある。字が汚いというわけでなく、草の汁を使って書いたため、にじんで読みにくくなっているのだ。

『おしろいはどく、赤子にふれさすな』

　たどたどしく書いたのもわざとであろうか。

　壬氏は首を傾げる。

「おしろいですか？」

「ええ」

　玉葉妃は乳母うばに籠の公主ひめを任せると、引出しからなにかを取り出す。

　布にくるまれたそれは、陶器製の器だった。蓋ふたを開けると、白い粉が舞う。

「おしろい？」

「ええ、おしろいです」

　白いだけの粉になにがあるのだろうとつまむ。そういえば、玉葉妃はもともと肌が美しいのでおしろいをしておらず、梨花妃は顔色が悪いのをごまかすように塗りたくっていた。

「公主ひめは食いしん坊でして、私の乳だけでは足りず、乳母に足りない分を飲ませてもらっていたのです」

　赤子を生まれてすぐに亡くした母親を、乳母として雇い入れたのだという。

「それは、乳母が使っていたものです。他のおしろいに比べて白さが際立つと好んで使っていました」

「その乳母は？」

「体調が悪かったようなので暇を出しました。金きん子すも十分与えたはずです」

　理知的で優し過ぎる妃の言葉だ。

　おしろいの中になにかしら毒があれば、どうだろう。

　使う者が母親ならば、胎児に影響を与え、生まれた後も授乳の際、口に含むこともあるのではないだろうか。

　壬氏も玉葉妃もそれがどんなものかわからない。ただ謎の書付を信じれば、それが東宮を殺した毒だということは理解できた。なんの変哲もないおしろい、後宮内の何人がこれと同じものを使っているだろうか。

「無知は罪ですね。赤子の口に入るものなら、もっと気にかけていればよかった」

「それは私も同様です」

　結果、帝の子を失わせてしまった。母の胎内で亡くなった子を加えたら、もっといるのかもしれない。

「梨花妃におしろいのことを伝えましたが、私がなにを言っても逆効果だったみたいです」

　梨花妃は今も目にくまがある、顔色の悪い肌におしろいを塗りたくっている。それが毒とも知らずに。

　壬氏は生き成なりの布きれを見た。不思議とどこかで見覚えがあるような気がした。

　たどたどしい字は、筆跡をごまかすようにも見える。しかし、どこかしら女性的な文字に見えた。

「一体、誰がいつこんなものを」

「私が医官に娘を診みてもらいたいと言った日です。結局、あなたの手を煩わずらわせただけでしたが、その後、窓辺に置いてありました。石楠花しゃくなげの枝に結んで」

　では、あの騒動が原因でなにかしら気づいた者が助言したというのだろうか。

　一体、誰が。

「宮中の医官はそのような遠回しなことをしないでしょう」

「ええ、最後まで東宮の処置がわからないようでしたから」

　あのときの騒動。

　そういえば、野次馬の中に一人、我関せずという様子の下女がいたのを思い出した。

　なにかをぶつぶつ言っていた。

　なにを言っていただろうか。

『なにか、書き物はないか』

　ふと、壬氏はなにかが頭の中でつながった。

　くくくっと、笑いがこぼれる。

「玉葉妃、この文の主、見つけたらどうなさいます？」

「それはもう、恩人ですもの。お礼をしなくてはね」

　目をきらきらさせる妃。なるほど、気になるようである。

「了解しました。これはしばらく預かってよろしいですか」

「朗報を期待します」

　玉葉妃は美しい笑顔を壬氏に見せる。壬氏もまた笑みで返すと、おしろいの器と書付の布を手に取る。壬氏は布のさわり心地に記憶をたどらせた。

「寵ちょう妃ひの願いとあらば、必ずや見つけねばならぬな」

　壬氏の笑みに、宝探しをする子どもの無邪気さが加わった。










四話　天女の笑み







　東とう宮ぐうがみまかられたのを猫マオ猫マオが知ったのは、夕ゆう餉げの際に黒い帯が配られたときだった。

　喪に服す意味合いで七日間つけるのである。

　その際、食事にはただでさえ少ない肉類がまったくなかったので口を尖とがらす者もいた。

　端はした女めの食事は一日二回、雑ざっ穀こくと汁物、時折、菜さいが一品振る舞われる程度である。痩せぎすの猫猫には十分な量であるが、足りないと思う者がほとんどだろう。

　下女と一ひと括くくりにいってもいろんな者がいる。

　農民出身の者もいれば、町娘もおり、数は少ないものの官の娘もいた。親が官であればいくらか待遇はいいはずだが、それでも下働きなのは本人の素養の問題である。文字の読み書きもできない者を部屋持ちの妃きさきにできるわけがない。妃というのは職業である。給金だってもらっている。

（結局、意味なかったか？）

　猫猫は東宮の病の原因を知っていた。

　梨リ花ファ妃と侍じ女じょたちは真っ白なおしろいをふんだんに使っていた。庶民には手が出せない高級品だ。

　それは妓ぎ楼ろうの高級遊女たちも使っていた。一晩で農民の一生分の銀を稼ぐ妓ぎ女じょもいる。そこではおしろいを自分で買う者もいれば、貢物プレゼントにもらう者もいた。

　顔から首にかけて真っ白にはたかれるそれは、妓女の身体を蝕むしばみ、幾人かを死に至らしめた。

　おやじが「やめろ」と言っても使い続けたからだ。

　痩せ細り、衰弱して死んでいく妓女を猫猫はおやじのそばで幾人も見てきた。

　命と美貌を天秤にかけ、結局どちらも失ったのだ。

　だから近くにあった枝を折り、簡単な文を書いて二人の妃のもとに置いた。まあ、紙も筆も調達できない端女の書いた警告を信じるとは思えなかったが。

　喪が明けて、黒い帯を見かけなくなった頃、玉ギョク葉ヨウ妃の噂を聞いた。東宮を失い、傷心の帝みかどは、生き残った公主ひめを慈しんでいるらしい。

　帝が同じくわが子を失った梨花妃のもとに通う話は聞こえてこない。

（都合のよいことで）

　猫猫は魚の欠片かけらがほんの少し入った汁を飲み干すと、食器を片付けて仕事場に向かった。




「呼び出し、ですか？」

　洗濯籠を抱えた猫猫は宦かん官がんに呼び止められた。

　中央にある宮官長の部屋に来いとのこと。

　宮官とは、後宮を大きく分ける三部門の一つであり、下位に位置する女にょ官かんのことをいう。他の二つ、部屋持ちの妃たちは内官、宦官は内ない侍じ省しょうにあたる。

（なんの用だろう？）

　宦官は周りの下女にも話しかけている。どうやら自分だけではないらしい。

　きっと人手が足りないのだろうと猫猫は思った。

　猫猫は籠を部屋の前に置くと、宦官の後についていった。




　宮官長の棟むねは後宮と外部をつなぐ四門のうち正門のそばにある。帝が後宮を訪れる際、ここの門を必ず通る。

　呼び出されたとはいえ、あまり居心地のいい場所ではなかった。

　隣の内官長の棟に比べ幾分劣るものの、中級妃の棟よりも豪ごう奢しゃな造りである。欄らん干かんの一つ一つに彫り物が施されており、朱の柱には鮮やかな龍が巻き付いている。

　促されるまま部屋の中に入ると、大きな机が一つあるだけで思ったより殺風景だった。中には猫猫以外にも下女が十人ほど集まっており、不安となにかしらの期待と、そしてどこか興奮したような表情を浮かべている。

「はい、ここまで。おまえらは帰っていいぞ」

（あれ？）

　なぜだか不自然に区切られてしまった。猫猫のみ部屋に入り、残りの下女はいぶかしげに帰っていく。

　定員というには部屋はまだ広いようだ。

　猫猫は首を傾げながら周りを見る。すると女にょ官かんたちの視線が一つに集まっていることに気付く。

　部屋の隅に目立たぬように座る女性と、それに仕える宦官、少し離れて年とし嵩かさのいった女性がいる。中年の女性は宮官長であると記憶しているが、それよりも偉そうな女性はなんなのだろう。

（むむ？）

　女性にしては肩幅が広く、簡素な服を着ている。髪を巾スカーフでまとめ、残りを下ろしている。

（男なのか？）

　天女のような柔らかい笑みを浮かべ、女官たちを見ている。宮官長が年がいもなく赤くなっていた。

　なるほど、皆が頬を染めるわけがわかる。

　噂に聞いていたものすごく美しい宦官というのはこの男のことだろうと猫猫は思った。

　絹糸のような髪、流れるような輪郭、切れ長の目と柳のような眉を持っている。絵巻物の天女もこれほど美しくはあるまい。

（もったいないなあ）

　猫猫が頬を染めることなく思ったのがそんな言葉である。後宮内にいる男は皆、生殖能力を失っている宦官だ。大切なものがなくなってしまったので、子をなせないわけだ。あの男の子どもであれば、どれほど鑑賞に優れた子が生まれるだろうか。

　しかし、あれだけ人間離れした美貌があれば、皇帝を籠ろう絡らくすることもできるだろうと、不届きなことを考えていると、男は流れるような動きで立ち上がった。

　男は机に向かい、筆をとると優美な動きでなにかをさらさらと書く。

　にっこりと甘露のような笑みを浮かべ、男は書き物を見せた。

　それを見て猫猫は固まった。

『そこのそばかすの女、おまえは居残りだ』

　要約すればこんなことが書かれていた。

　猫猫の動きを見逃さなかったのだろう。天女のような男は満面の笑みを浮かべ、こちらを見ている。

　男は書き物をしまうと、手のひらを二回叩いた。

「今日はこれで解散だ。部屋に戻っていいぞ」

　下女たちはいぶかしみながら、後ろ髪をひかれながらも部屋を出る。先ほどの書き物が何を意味しているのかわからないまま。

　部屋を出る下女たちが皆小柄で、そばかすの目立つ容貌をしていることにようやく猫猫は気が付いた。彼女たちが書き物を見てもなんの反応も示さなかったのは、それが読めないからだろう。

　あの書き物は猫猫だけを指していたものではなかった。

　猫猫が他の下女とともに部屋を出ようとすると、がっしりと手のひらが肩に食い込んでいた。

　恐る恐る振り向くと、まぶしくて目がつぶれそうな天女の笑みがあった。

「だめじゃないか。君は居残りだよね」

　有無を言わせない極上の笑みがそこにあった。










五話　部屋付







「不思議だ、話に聞くと君は文字が読めないってことになってるんだが」

　わざとらしく美しい宦かん官がんは言った。猫マオ猫マオはその後ろを居心地悪そうに歩いてついていく。

「はい、卑ひ賤せんの生まれでございまして。なにかの間違いでしょう」

（誰が教えるか）

　とは、口が裂けても言わない。

　猫猫は、しらばっくれる気満々である。少々言葉遣いが間違っているかもしれないが、本当に卑しい生まれなので仕方がない。

　文字が読める、読めないで下女の扱いは違う。読めるほうは読めるほうで、読めないほうは読めないほうでそれぞれ役に立つのであるが、無知なふりをしていたほうが世の中立ち回りやすいのだ。

　美しい宦官は壬ジン氏シと名乗った。

　虫も殺さないような優美な笑みなのに、なにやら蠢うごめくものを感じる。でなければ、こうして猫猫を窮地に立たせることはできまい。

　壬氏は黙ってついてこいと言った。そして、今に至る。

　首を横に振れば軽く首が飛ぶ使い捨ての端はした女めは素直についていくしかない。猫猫はなにがこれから起こるのか、それにどううまく対処するのか、思いをめぐらしていた。

　こうして壬氏に連れていかれる理由が思い当たらないわけではなかったが、どうしてそれがばれたのか不思議だった。

　妃きさきに文を送ったことが。

　わざとらしく、壬氏の手には布きれがあった。それには、汚くたどたどしい文字が書かれていることであろう。字が書けることは誰にも言っていないし、薬屋をしていて毒物に詳しいことも黙っている。筆跡でばれることはない。

　周りを確認して置いてきたはずだが、誰かに見られていたということだろうか。そこで見た者が、小柄でそばかすのある下女に目星をつけたのだ。

　まず、先に文字が書ける者を集め、筆跡を集めたに違いない。字というものは崩して書いてもくせが残るものである。

　その中に適合者がいないとなると、次は文字を書けない者を集める。

　読める、読めないの判断の仕方は先ほどのとおりである。

（なんて疑い深いんだ。ってか暇人過ぎるだろ）

　心中で悪態をついているうちに目的地に到着した。

　案の定、玉ギョク葉ヨウ妃の住まう宮であった。壬氏が扉を叩くと、凛とした声が短く「どうぞ」と言った。

　中に入ると赤毛の美女が柔らかい巻き毛の赤あか子ごを愛おしそうに抱いていた。赤子の頬は薔薇色で、母親譲りの色素の薄い肌をしている。健康そのもので、半開きの口から可愛らしい寝息が聞こえる。

「かの者を連れてまいりました」

「手数をかけました」

　先ほどの崩れた口調ではない。分をわきまえた言動である。

　玉葉妃は壬氏とはまた違った温かい笑みを浮かべると、猫猫に頭を下げた。

　猫猫は驚いて目を見開く。

「そのようなことをされる身分ではございません」

　失礼のないように、言葉を選びながら述べる。生まれが卑しいので言葉が合っているかどうかわからない。

「いいえ。私の感謝はこれだけではありません。やや子の恩人ですもの」

「なにか勘違いなされているだけです。人違いではありませんか」

　猫猫は、冷や汗をかく。丁寧に言ったところで否定ということに変わりない。

　首ははねられたくないが、関わり合いにもなりたくない。長いものに巻かれたくないのである。

　玉葉妃が少し困った顔をしたのに気付いた壬氏は、ぴらぴらと布きれを見せつける。

「これは下女の仕事着に使われる布だと知っているか？」

「そういえば、似ていますね」

　あくまでしらばっくれる。無意味だとわかっていても。

「ああ、尚しょう服ふくに携わる下女用のだ」

　宮官は六つの尚しょうに分けられる。衣服に携わるのが尚服で、洗濯係を主とする猫猫はそこに分けられる。

　猫猫の生き成なりの裳スカートは、壬氏の持っている布と同じ色をしている。裳スカートの内側、ひだでうまく隠れている部分に、奇妙な縫い目があることも調べればわかるだろう。

　つまり、証拠はその場にあるということだ。

　壬氏が玉葉妃の前で無礼な真似をするとは思わないが、しないとも限らない。恥をかく前に覚悟を決めるしかなかった。

「私はなにをすればよろしいのでしょうか？」

　二人は顔を見合わせると、それを肯定の意味でとらえた。

　どちらも目がつぶれそうなほどの優しい笑みを浮かべる。安らかな赤子の寝息が聞こえる中で、猫猫は消え入りそうな小さなため息をついた。




　猫猫は翌日から、少ない荷物をまとめなくてはならなかった。

　小シャオ蘭ランや同部屋の者たちは皆うらやましそうにしている。

　どうしてそうなったのか、深く追及してくる。猫猫は乾いた笑みを浮かべ、はぐらかすしかなかった。

　猫猫は、皇帝の寵ちょう妃ひの侍じ女じょとなった。

　まあ、いわゆる出世である。










六話　毒見役







　大変都合がよい、と壬ジン氏シは思った。

　先日、妙な下女を見つけたことで、今ある問題が一つ軽くなりそうである。

　帝みかどの寵ちょう妃ひである玉ギョク葉ヨウ妃のもとには、現在、四人の侍じ女じょがいる。下級妃ならともかく、上級妃である玉葉妃にその侍女の数は少な過ぎる。

　侍女たちは、仕事は自分たちだけで十分だと言い、玉葉妃も新しく侍女を増やすのに乗り気ではない。

　理由はわかっている。玉葉妃は明るく穏やかであるが、同時に聡明でかつ用心深いのだ。後こう宮きゅうという女の園で帝の寵愛を受ける立場である、人を疑わなければ命がいくつあっても足りない。

　現に今まで何度も暗殺未遂事件があった。特に、鈴リン麗リー公主ひめを身ごもったときに。

　最初、十人連れていた侍女が現在、半分以下に減っているのもそれが原因である。実家から侍女を連れてくるのは、特例を除き入じゅ内だいしたときだけである。そして、特例を使って入れたのが、例の乳母うばだった。

　玉葉妃は後宮内のどこの馬の骨かもわからぬ女にょ官かんを侍女にしない。しかし、それでは上級妃としての矜きょう持じが保てない。せめてもう一人くらい入れたいところだった。

　そこで、あのそばかすの下女を入れるのだ。

　玉葉妃は、娘を救ってもらったという立場もあって、はねのけることはしないだろう。なにより、あの下女は毒物に対する知識がある。これを利用しない手はない。

　そばかす娘がその知識を悪用しないとも限らないが、それならば悪用できない立場に追いやればいい。簡単なことだ。

　念のため、色目でも使っておくかと壬氏はにやりと笑う。我ながら最悪だと壬氏は思う。

　しかし、それを改める気はなかった。それが壬氏の存在価値だった。




　○●○




　部屋付の女官、しかも帝の寵妃の侍女ともなれば、待遇は高くなる。

　今まで金字塔ピラミッドの底辺にいた猫マオ猫マオの官位は真ん中くらいまで上がっている。説明によると、給金も跳ね上がっているらしいが、その二割は実家こと、猫猫を売りとばした商家に入る。ややこしい仕組みだ。どうせ欲の皮の突っ張った官が、利潤を得るために作ったものだろう。

　今までのたこ部屋でなく、狭いながら一室を与えられた。

　菰こもを重ねて敷布シーツをかけただけの布団から、寝台付きに階級が上がった。寝台二つ分の広さしかない部屋であるが、朝、同僚の身体を踏まずに起きることができるのは正直うれしかった。

　猫猫にはうれしい理由がもう一つあるのだが、これはのちほどわかる。

　玉葉妃の住まう翡ひ翠すい宮には、猫猫以外に四人の侍女がついている。公主ひめが離乳食をとり始めたので乳母うばを一人やめさせたばかりだというが、理由はなんとなく想像がついた。

　梨リ花ファ妃が十人以上つけているのに比べると、ずいぶん数が少ない。正直、最下層の小間使いだったのがいきなり同僚になりましたといわれて侍女たちは難色を見せたが、猫猫が思うような嫌がらせはなかった。むしろ、同情的な目で見られていた。

（なぜに？）

　その理由はすぐにわかった。




　薬やく膳ぜんをふんだんに使った宮廷料理が目の前にある。

　玉葉妃の侍女頭である紅ホン娘ニャンは、菜さいを一つずつ小皿に盛ると猫猫の前に置いた。すまなそうに玉葉妃がこちらを見ているが、止める様子はない。残り三人の侍女たちは、哀れな目でこちらを見ている。

　場所は、玉葉妃の部屋。上品な調度に囲まれたその場に、毎度妃のために作られた食事が運ばれてくる。よそで作られた食事は、この部屋に運ばれる前に何人かの手が入る。帝の寵愛を受ける者としては、その途中で毒を入れられる可能性も考えなくてはならない。

　そこで必要なのが毒見役というものだ。

　東とう宮ぐうのことで皆、神経質になっている。

　公主ひめが病になったのも毒が紛れ込んでいたのではないかという噂が回っていたからだ。毒の元を知らされていない侍女たちは、なにに紛れ込んでいるかわからない毒を恐れていたに違いない。

　そこへ毒見役専門に下女が送られてきたのなら、使い捨ての駒として見てもおかしくない。玉葉妃の食事だけでなく、公主ひめの離乳食、皇帝訪問の折の滋養料理も毒見のうちに含まれる。

　玉葉妃の懐妊がわかった頃、二回ほど毒が盛られていることがあったらしい。一人は軽いものですんだが、もう一人は神経をやられて手足が動かなくなっている。

　今まで恐る恐る毒見役をやってきた侍女たちは、正直、感謝をしていることだろう。

　猫猫は盛られた皿を見ると眉を寄せる。陶器製の皿だ。

（毒が怖いなら銀にするのは基本でしょうに）

　箸はしでつまみ、なますの具をじっくり見る。匂いを嗅ぐ。

　舌の上にのせて、しびれがないのを確かめるとゆっくり嚥えん下げした。

（正直、自分は毒見に向かないのだが）

　即効性の毒ならともかく、遅行性の毒であれば猫猫に毒見を頼んでも意味がないのである。実験と称し、少しずつ身体を毒に慣らしてきた猫猫には、おそらく多くの毒が効かなくなっていると思われるからだ。

　これは薬屋の仕事としてではなく、猫猫の知的欲求を満たすための行為であった。西方では、人には理解できないことをする研究者のことをこう呼ぶらしい──『狂科学者マッドサイエンティスト』と。

　薬くす師しの技術を教えてくれたおやじですら、呆あきれているほどだった。

　身体の変化ではなく、自分の知識の中でそれらしい毒はないと確認すると、ようやく玉葉妃の食事が始まる。

　次は、味気ない離乳食の番だった。




「皿は銀製のものに替えたほうがよろしいと思います」

　感情を込めることなく上司の紅ホン娘ニャンに伝えた。

　一日目の活動報告として、紅娘の部屋に呼び出されたのだ。部屋は広いが華美な装飾はなく、実用的な彼女の人柄を表しているようである。

　三み十そ路じを前にした黒髪の美しい侍女頭はため息をつく。

「ほんと、壬じん氏しさまの言ったとおりね」

　呆れた顔で、わざと銀食器を使わなかったことを告白した。

　壬氏の指示だった。

　おそらく猫猫を毒見役にするように命じたのもあの男だろう。

　猫猫は無愛想な顔がさらに機嫌悪くなるのをこらえながら紅娘の話を聞く。

「あなたがどういう理由で、その知識を隠していたか知らないけど、まさに毒にも薬にもなる能力ね。字が書けることも言っていれば、お給金はもっともらえたはずだけど」

「薬屋を生業なりわいにしていたからです。かどわかされて連れてこられたのに、人さらいどもに今も給金の一部が送られていると考えると腸はらわたが煮えくり返ります」

　感情が高ぶり、少々荒い言葉になったが、侍女頭は咎とがめることはなかった。

「つまり、自分の給金が減ってでも、そいつらに酒代を与えてなるものかということね」

　賢い女官は猫猫の動機を理解してくれたらしい。猫猫は思わず言ったことを咎められずほっとした。

「無能なら二年の奉公でいくらでも替えがきくものだしね」

　ついでに理解しなくていいところまで察してくれた。

　紅娘は卓子テーブルの上にある水差しを取ると、猫猫に持たせた。

「これは……」

　猫猫がたずねるまもなく、彼女の手首に痛みが走った。衝撃で、持たされた水差しが床に落ちる。陶器製のそれに大きなひびが入った。

「あらら、これってけっこう高いのよ。女官程度のお給金じゃあ、払えないくらいにね。これでは実家への仕送りもできないわね。むしろ請求するくらいじゃないと」

　猫猫は紅娘が言わんとしていることがわかったらしく、無表情の上にうっすらと皮肉めいた笑みを浮かべた。

「申し訳ありません。毎月、仕送りする分から差し引いてください。足りなければ、私の手持ちのほうからもお願いします」

「ええ、宮官長のところで手続きしておくから。それと」

　紅娘は落ちた水差しを卓子テーブルの上に置き、引出しから木もっ簡かんを取り出してさらさらと筆を滑らせる。

「これは、毒見役の追加給金の明細よ。危険手当というところね」

　金額は、猫猫の現在の給料とほぼ同額だった。手数料で取られる分がないだけ、猫猫は得をしたことになる。

（飴の使い方がうまいことで）

　猫猫は深く頭を下げると部屋を後にした。










七話　枝







　以前から玉ギョク葉ヨウ妃のもとにいる四人の侍じ女じょたちは大変働き者であった。

　広さはそれほどではないものの、翡ひ翠すい宮きゅうはほぼ四人の侍女で回っている。尚しょう寝しん、つまり部屋掃除専門の下女も来るのだが、寝所はもとより内部の掃除はすべて四人の侍女たちで終わらせる。ちなみに、これは本来の侍女仕事の区分を外れている。

　なので、新参者の猫マオ猫マオの仕事はご飯を食べることくらいしかないわけだ。

　一番嫌な仕事を押し付けたことに罪悪感を持っているのか、それとも自分の領域テリトリーを荒らされたくないのか、紅ホン娘ニャン以外の侍女は誰も猫猫に仕事を頼むことはなかった。むしろ、手伝おうとするのを「いいのよ」とやんわりと断って、部屋に押し込めていた。

（落ち着かない）

　小部屋に押し込まれて、呼ばれるのは二回の食事と昼の茶会、そして数日に一度訪れる帝みかどの滋養強壮料理を食べることくらいである。たまに、紅娘が気をきかせて用事を頼むのだが、すぐに終わる簡単な仕事だけである。

　毒見に加えて、食事も以前より豪華になった。茶会には甘い菓子があり、余れば猫猫にも配られる。

　蟻ありのように働くことがなくなったので、栄養はそのまま肉になっていった。

（家畜にでもなった気分だ）

　毒見役をやるにあたり、猫猫に不適な点はもう一つある。

　猫猫はもともと痩せているので、毒に当たって痩せたとしてもわかりにくいからだ。

　それに致死量は体の大きさに比例する。太ればそれだけ生き残る可能性が高くなる。

　猫猫としては痩せるほどの毒がわからないわけがなく、多くの毒は致死量を超えても生き残る自信があるのだが、周りはそう思えないらしい。

　小柄で痩せぎすな猫猫は幼く見えるという。かわいそうな使い捨ての駒に侍女たちは同情しているようだ。

　お腹いっぱいでも粥かゆはおかわりをつがれ、菜さいの具は他の者より一つ多い。

（妓ぎ楼ろうの小姐ねえちゃんたちを思い出す）

　無愛想で無口で可愛げのない生き物であるはずが、なぜか遊女たちに可愛がられていた。事あるごとに、菓子を持たされ、飯を食わされた。

　──ちなみに猫猫は気付いていないようであるが、可愛がられる理由はあったりする。

　猫猫の左腕には無数の傷がある。

　切り傷、刺し傷、やけどの痕あとに針のようなものが刺された痕。

　小柄で痩せぎすで、腕には無数の傷。

　よく腕には包帯が巻かれ、たまに青白い顔をして往来で倒れることもあった。

　無愛想で無口なのも、彼女が今まで受けていた仕打ちの結果だと皆が涙をのんだ。

　皆、虐待を受けていると思っていたようだが、真実は違う。

　全部、猫猫本人がやったことだ。

　傷薬や化膿止めの効能を調べ、毒を少しずつ飲み耐性をつけ、ときに自分から毒蛇を噛ませることもあった。たまに量を間違えて、倒れることもあった。

　ゆえに傷はきき腕でない左にのみ集中している。

　別に痛みが好きという被ひ虐ぎゃく的な趣味は欠片かけらもないが、知的欲求が薬と毒物に傾き過ぎている点でごく普通の娘とはかけ離れていた。

　そんな娘を持って迷惑極まりないのがおやじである。

　花はな街まちに暮らす自分の娘が遊女以外の道へ進めるようにと、薬の知識と文字を教えたというのに、いつのまにかいわれなき誹ひ謗ぼう中傷を受けるようになった。

　一部の者は理解していたが、多くの者はおやじに冷たい眼を向けていた。

　年頃の娘が、実験と称し自傷行為を繰り返すなど思いもしない。

　などというわけで、親に虐待された挙げ句、後こう宮きゅうに売りとばされ、使い捨ての毒見にさせられた哀れな娘と皆に思われている。

　本人は、そんなこととはつゆ知らず──

（このままでは豚になる）

　そんなことを考えるようになった頃、猫猫の前に嫌な訪問者が現れるのであった。




「いつもより遅い時間ね」

　玉ギョク葉ヨウ妃が、訪問者に言った。

　天女を思わせる宦かん官がんは、お付の宦官を一人連れてやってきていた。どうやら、この麗しき青年は定期的に、上級妃のもとを回っているようである。

　猫猫は、お付からもらった茶菓子を毒見すると、長椅子カウチに座る玉葉妃の後ろに控えた。紅ホン娘ニャンが公主ひめのおしめを取り換えに行ったのでその代わりだ。たとえ宦官だろうと、侍女の立会いがなければ上級妃と面会はできない。

「ええ、異民族討伐を終えたとの報せがありまして」

「あら？　それで、なにかしら？」

　玉葉妃が好奇心を見せる。後宮という籠の鳥には、十分刺激的な話題である。玉葉妃は、帝の寵妃とはいえまだ若く、年齢はたしか猫猫と二つ三つも変わらないはずだ。

「少々、妃きさきの前ではふさわしくない話かと」

「清濁併せ飲まなければ、ここにはいられなくてよ」

　肝の太い言葉を玉葉妃は言う。

　壬ジン氏シはちらりと猫猫を見る。値踏みをするような目はすぐ元に戻される。

　面白いことでもないですよ、と壬氏は鳥籠の外の話をした。




　○●○




　先日、武人たちが遠征に出た。異民族がまたよからぬことを企てているという情報からだった。

　おおむね平和なこの国も、時折、そのような問題が起こるので困ったものだ。

　無事、領土に入り込んだ斥せっ候こうを見つけ、被害をほとんど出さず追い返すことに成功したのだったが。

　問題は帰途に起きた。

　野営の食事に毒が盛られていた。食事をとっていた十数人が中毒症状を訴えたのだ。

　また、それ以外の兵も気分を害す者が多数出たという。

　食糧は異民族との接触を前に、近くの村で手に入れたものだった。近隣の村は領土にあたるが、歴史上、異民族との関係がない土地とはいえない。

　兵を率いていた武官の一人が、村むら長おさを捕らえた。その際、逆らった村人はその場で手討ちにした。異民族に与くみしたとして。

　残った村人の処分は、村長の処分を聞くまで保留となっている。




　○●○




　壬氏はことのあらましを言い終えると、ゆっくりと茶を飲んだ。

（なんということだ）

　猫猫は頭を抱えたくなった。できれば聞きたくない話である。知らないほうが幸せなことは世の中に多数ある。

　寄せた眉み間けんに気付かれたのか、天女の顔かんばせがこちらを見ている。

（こちらを見ないでほしい）

　などと思っていてもそうはいかない。

　猫猫の表情に気が付いた壬氏は唇を弧にする。試すような笑い方だ。

「なにか、気付いたことでもあるのか？」

　なんでもいいから言ってみろ、と言われたらなにかしら言わねばならぬ。

　それに。

（言っても無意味かもしれないが）

　言わなければ確実に、辺境の村が一つ消えることになろう。

「一つの意見としてお話しさせていただきます」

　猫猫は花瓶に生けられた枝をつまんだ。花のないその枝は、石楠花しゃくなげである。以前、文を結んだ枝と同じものだ。

　猫猫は、葉をちぎると口にくわえた。

「おいしいの？　それ」

　玉葉妃がたずねるので、猫猫は首を横に振った。

「いえ。摂取すると吐き気や呼吸困難を起こします」

「いや、今、舐なめてなかったか？」

　壬氏がいぶかしげに見る。

「お気になさらず」

　宦官の言葉をかわし、猫猫は枝を卓子テーブルの上に置く。

「後宮内でも、普通に毒を持つ植物はあります。これは葉に毒がありますが、枝や根に毒があるものもあり、中には生木を燃やすだけで毒になるものもあります」

　聡い玉葉妃や宦官たちにはそれだけ手がかりを与えれば十分だった。

　蛇足だと思いつつ、言葉を続ける。

「野営ならば、箸はしをその場の材料で作ることも、たき火をすることもありましょう」

「それは」

「それって」

　壬氏も玉葉妃も顔をしかめる。

　とんだとばっちりを村人は受けたことになる。

　猫猫は、壬氏が顎あごにさわり考え込んでいるのを見る。

（どこまで偉いのか知らないけど）

　多少なりとも、働きかけてくれるとよいが。

　猫猫は、紅娘が鈴リン麗リー公主ひめを連れて入ってくると、入れ替わりで部屋を出た。










八話　媚び薬やく







　人間離れした美貌を持つ青年は、天上人の笑みをたやさず浮かべていた。優雅に応接間の布張椅子ソファに座っている。

（今日はなんの御用でしょうか？）

　猫マオ猫マオの冷めた態度とは対照的に、三人の侍じ女じょは頬を染めながら客人を迎える茶を用意する。壁の向こうから小競り合いが聞こえるところをみると、誰が準備するのか言い争っているらしい。

　呆あきれた紅ホン娘ニャンは自ら茶器を用意すると、三人に部屋に戻るように指示した。三人の侍女たちは、明らかにがっくりと肩を落とし、持ち場へと戻っていく。

　毒見役の猫猫は銀の茶椀を持つと匂いを嗅いで口に含んだ。

　さっきから壬ジン氏シがずっとこっちを見ているので居たたまれない。目線を合わせないように目を細める。

　若い娘であれば、たとえ宦かん官がんであろうともこれだけの美丈夫に見つめられて悪い気はしないはずだが、猫猫はそうではない。興味が他人のそれとはずれたところにあるため、壬氏が天女のように美しいと理解していても一線を引いて見てしまう。

「これはもらいものなんだが、味見してくれないか？」

　籠の中に、包子パオズが入っている。猫猫はつまんで中を割ってみる。餡あんにひき肉と野菜が詰まっている。

　匂いを嗅ぐと、どこかで嗅いだことのある薬草の匂いがした。

　一昨日食べた強壮剤と同じものだ。

「催さい淫いん剤ざい入りですね」

「食べなくてもわかるのか」

「健康には害はありませんので、お持ち帰りください。美味しくいただいてください」

「いや、もらった相手を考えると素直に食べられないもんだろ」

「ええ、今晩あたり訪問があるかもしれません」

　淡々と述べる猫猫に、想像した反応と違って当てが外れた壬氏はなんともいえない顔をしている。知っていて催淫剤入りの饅まん頭じゅうを食べさせようとしたのだ。毛虫を見るような目で見ないだけましなのである。

　ところでどんな相手からもらったものであろう。

　二人のやり取りに、玉ギョク葉ヨウ妃は鈴の鳴るような声で笑う。足元には寝息を立てる鈴リン麗リー公主ひめがいる。

　猫猫は一礼すると客間を後にしようとした。

「ちょっと、待った」

「なにか御用でしょうか？」

　壬氏は玉葉妃と目を合わせ、二人は頷うなずいている。どうやら、猫猫が来る前に本題は伝えられているようだ。

「媚び薬やくを作ってくれないか？」

　一瞬、猫猫の瞳に驚きと好奇の色が浮かんだ。

（どういう意味だろうか）

　その薬をどう使うのかは知らないが、それを作る過程は猫猫にとって至福のときに違いなかった。

　唇が笑みを作るのを抑えつつ、猫猫はこう述べた。

「時間と材料と道具。それがあれば」

　媚薬に準ずるものなら作れます、と。




　〇●〇




　どうしたものか、と壬氏は思った。

　柳の眉に憂いをひそめ、腕を組んでいる。

　性別さえ違えば傾国になるといわれた壬氏であるが、本人がその気であれば皇帝を前にしても性別など意味がないものと、うれしくもない褒め言葉をもらう。

　今日もまた後こう宮きゅうの中級妃一人、下級妃二人、殿中でも武官と文官一人ずつに声をかけられた。武官には強壮剤入りの点心おやつまでいただいたので、今日は夜勤を行うことなく宮中の自室に戻っている。自衛のためであり、さぼりではない。

　机の上にある巻物にさらさらと名前を書く。

　今日声をかけてきた妃きさきたちの名前である。帝みかどの御通りがないからといって、違う男を寝しん所じょに引き入れようなど不心得も甚はなはだしい。正式な報告ではないものの、今後、沙汰が下ることであろう。

　自分の美貌が女にょ官かんたちの試金石だということを籠の小鳥たちは幾人わかっているだろうか、と壬氏は考える。

　妃の位は、まず両親の家柄に加え、美しさ、賢さを基準に選ばれる。家柄、美貌に比べ、賢さというのは難しい。国母となるにふさわしい教養を持ち、それに加えて貞操観念も持ち合わせねばならない。

　意地の悪い皇帝は、選出基準に壬氏を使うことにした。

　玉葉妃と梨リ花ファ妃を薦めたのも壬氏である。玉葉妃は思慮深く聡い。梨花妃は感情的な性格があるものの、誰よりも上に立つにふさわしい気質を持っている。

　どちらも皇帝に対する忠誠心を持ち、邪よこしまな感情は見当たらなかった。

　梨花妃に至っては心酔の域に達していた。

　吾主わがあるじながらひどいかたである。自分と国に都合のよい妃を揃えさせ、子を産ませ、その能力がないとあらば切り捨てる。

　今後、寵ちょう愛あいは玉葉妃に傾き続けるであろう。

　幽鬼のように痩せ細った梨花妃のもとに通ったのは、東とう宮ぐうが亡くなられたときが最後だった。梨花妃以外にも必要のなくなった妃は幾人もいる。それらは、折を見て実家に帰され、また官に下か賜しされる。

　壬氏は重ねられた書類を一枚引き抜いた。

　位は正四品、中級妃にあたる。名を芙フ蓉ヨウといった。

　先日、異民族を撃退した勲くん功こうとして、とある武官に下賜されることになった妃である。実のところをいうと、一騎当千の活躍をしたわけではなく、短絡な他の武官たちを押しとどめたという点に評価がある。

　とある村に冤えん罪ざいをかけた負の面は、表沙汰にされていない。政まつりごととはそういうものである。

「さてさて、うまくいくことか？」

　己の頭の設計どおりに事を運べば、問題はないはずである。

　それには、無愛想な薬くす師しどのの協力がいくらか占めているかもしれない。思った以上に使えると壬氏は思う。

　自分を欲情の相手としない人間は皆無ではないが、毛虫のごとく見られたのは初めてである。

　本人はうまく隠したつもりだろうが、表情にうっすら浮かんだ侮ぶ蔑べつの目は隠しきれていない。

　思わず笑いがこみ上げる。天上から落ちる甘露といわれる笑みに、少しだけ底意地の悪さを交えて。

　別に被虐嗜好者マゾヒストではないのだが、妙に面白かった。新しい玩具おもちゃを手に入れた気分である。

「今後、どうなることやら」

　壬氏は書類を硯すずりの下に置くと、眠りにつくことにした。

　夜中、訪問者が来ても問題ないように、しっかり施錠することを忘れずに。




　〇●〇




　万能薬という言葉はあるが、実際に万能である薬は存在しない。

　おやじどのの言葉に反感を持っていた頃が猫マオ猫マオにもあった。

　どんな病にも、どんな人間にも効く薬を作りたい。そんなわけで、他人が目を背そむけたくなる傷を作り、新しい薬を開発してきたのであるが、万能である薬は今のところ完成の目途はない。

　大変気に食わないことであるが、壬ジン氏シの持ってきた話は猫猫に興味を持たせるに十分であった。

　後宮に入ってからというもの、甘茶くらいしか作れなかったのだ。材料になる薬草は驚くくらい後宮内に生えていたのだが、道具もなく、大部屋で怪しげな行為もできずに我慢してきたのだ。

　個室になって一番うれしいのは、そこのところである。

　猫猫は、材料の調達にと出かけるが、表向きの理由として洗濯籠を背負う。紅ホン娘ニャンの計らいで、今後洗濯係は猫猫になるだろう。

　洗濯物を届けに来たふりをして、前もっていわれていた医務室に入る。中には、以前、うろたえるしかなかったあの医官と、壬氏によくついている宦官がいた。

　医官は薄いどじょうのような髭ひげに触れながら、値踏みするような目で猫猫を見る。

　なぜこんな小娘が自分の領域テリトリーを荒らすのだと言わんばかりだった。

（醜女しこめをあまりじろじろ見ないでくださいまし）

　医官に比べて宦官は主あるじに接するように丁寧な動きで猫猫を案内する。

　三方を薬棚で囲い込まれた部屋に入れられたとき、猫猫は後宮に来て一番の笑みを浮かべていた。頬は赤く染まり、眼はうるみ、一文字だった唇が柔らかい弧を描いている。

　宦官が驚いた表情で猫猫を見るが、そんなの関係なかった。

　引出しの見出しを眺め、珍しい薬を見つけるなり踊るような奇妙な動きをしてしまう。喜びがあふれ出て、頭の中に納まりきれなかった。

「なんかの呪いか、なにかか？」

　四半時さんじゅっぷん、そんなことを繰り返したところだった。

　いつのまにか現れた壬氏が奇異の目で踊る猫猫を見ていた。




　猫猫は引出しの端から順に使えそうな材料を集める。それぞれを薬包紙に包み、筆で名前を書く。まだ木もっ簡かんが書物として使われる中で、ふんだんに紙を使うことは贅沢である。

　どじょう髭の医官が、何者だと覗いてくるので、宦官は戸を閉めた。宦官の名前は高ガオ順シュンというらしい。寡黙な顔立ちをしたがっしりした体つきの宦官で、こんな場所にいなければ武官と間違っていただろう。壬氏の副官らしく、彼についていることが多い。

　引出しが高いところにあるものは、高順が取ってくれる。その上司はなにもしない。しないならどこか行けよ、と無表情の奥に猫猫は思う。

　引出しの一番上に、猫猫は見覚えのある名前を見つけて身を乗り出した。

　高順に手渡されたそれを見ると、なんともいえない表情をする。

　いくつかの種子が手のひらに収まっている。お望みのものが作れそうだと思ったのだが、あるのはほんの一握りだった。

「これだけじゃ、足りない」

「ならば、用意すればいいだけのことだ」

　無駄に笑顔を振りまいて見ていただけの美丈夫は簡単に言ってくれる。

「西の、さらに西の南方にあるものですよ」

「交易品を探せば見つかるだろう」

　壬氏は種子を一つつまむ。杏あん仁にんに似た形をしたそれは、独特の匂いを発していた。

「これはなんというんだ？」

　青年の質問に猫猫は答える。

「可カ可カ阿オです」

　と。










九話　可カ可カ阿オ







「とりあえず効力はわかった」

　壬ジン氏シは呆あきれた声で猫マオ猫マオに言った。

「私もです」

　壬氏は、目の前の惨状になかば放心していた。

「ああ、そうだな」

　いつもの無駄に輝いた笑みはない。ただただ疲れた顔をしている。

「どうしてこうなったんだ」

　それは、数すう時とき前まえにさかのぼる。




　届けられた可カ可カ阿オは、種子のままではなく粉末になったものだった。他に材料として猫猫が頼んだものはすべて翡ひ翠すい宮きゅうの台所に運び込まれている。三人の侍じ女じょたちは野次馬根性で眺めていたが、紅ホン娘ニャンが注意するとそれぞれ元の持ち場に帰っていった。

　牛乳、乳酪バター、砂糖、蜂蜜、蒸留酒に乾燥した果実、匂い付けの香草油。どれも栄養価の高い高級品であり、同時に強壮剤として利用されるものである。

　猫猫は一度だけ可カ可カ阿オを食べたことがあった。粉を練って砂糖を混ぜ固めたもので、巧克力チョコレートと、くれた遊女は言った。

　指先ほどの欠片かけらだったが、食べると、きつめの蒸留酒を飲み干した気分になった。妙に気持ちが明るくなった。

　邪よこしまな客が売れっ子妓ぎ女じょの関心をかうために珍しい菓子だと言って渡したものである。残念なことに、様子の違う猫猫を見て妓女は怒り、その客はやり手婆ばばあに出入り禁止を食らう羽目になったという。のちに、交易商が媚び薬やくとして売り出していたことがわかった。

　その後、種子をいくつか手に入れることはあったが、薬として扱うことはなかった。

　花はな街まちの薬屋にそんな高級品を求める客はいなかったのだ。

　記憶の中の巧克力チョコレートは油脂で固めたものとして残っている。覚えられるだけの薬や毒物の匂い、味を覚えている猫猫は、食材に関しても鮮明な記憶を持っている。

　まだ暑い季節であり、乳酪バターでうまく固められると思えないので、果実を包み込むことにした。氷があれば完璧なのだが、さすがにそれは無理だろうと材料の中に入れなかった。

　代わりに大きな素焼きの水みず瓶がめを用意する。水が半分ほど張ってある。水の蒸発により内部は外気より幾分涼しく、ぎりぎり油脂が固まる温度だろう。

　猫猫はかき混ぜたそれを匙さじですくい、口に含む。

　苦味と甘味の他に、気持ちを高揚させる成分を、舌を通じて感じる。

　昔に比べて、酒にも毒にも強くなった猫猫は、以前ほど高揚した気分にならなかったが、それでも効き目が強いと感じられた。

（もう少し小さく作ったほうがいいかな）

　金属板に穴をあけただけの包丁で果実を半分に切り、褐色の液体に浸す。

　皿にのせ、中空に浮かすように壺の中にしまう。

　蓋ふたをかぶせ、菰こもで隠すとあとは固まるのを待つだけである。

　壬氏がそれを取りに来るのは夕刻のことで、それまでには固まっているだろう。

（少し余ったなあ）

　褐色の液体はまだ残っている。材料はとても高級品だし、栄養価も高い。媚薬といっても、猫猫にはそれほど効くものでもないので、後で食べることにした。麺麭パンを立方体に切り、液体をしみ込ませる。これならば、冷やす必要もなさそうだ。

　蓋をして棚に置いた。

　残った材料はまとめて自室に置き、洗い物をするために外の水場に向かった。

　このとき、切り分けた麺麭パンも自室に運び込むべきだったが、頭の中から外れていた。味見で少し高揚していたせいかもしれない。

　まあ、後の祭りである。




　その後、紅娘に用事を頼まれたり、ついでに外に生えている薬草を摘みに行ったりしているあいだに事は起こっていた。猫猫の頭から、麺麭パンを棚に置いていたことはすっかり消え去っていた。洗濯籠に大量の薬草を入れてほくほくしていると、真っ青な顔をした紅娘と、憂いを含んだ玉ギョク葉ヨウ妃が待っていた。高ガオ順シュンもいることから、壬氏も来ているのだろう。

　額を押さえた紅娘が台所を指しているのを見て、猫猫は籠を高順に押し付け現場へと向かった。

　呆あきれ顔の壬氏がこちらを見る。

　婉えん曲きょくな物言いをすれば、そこには桃色とも薄紅色ともいうべき空間が広がっていた。三人の侍女たちが身体を寄せ合い、眠っていた。服は乱れ、めくれ上がった裳スカートから艶なまめかしく太ふと腿ももが覗いていた。

「どういうことなの？」

　紅娘が猫猫に詰め寄るように言った。

「どういうことと言われましても」

　猫猫は三人娘に近づくと、しゃがみ込んでそれぞれの裳スカートをめくって確認する。

「大丈夫です、未遂で──」

　猫猫が答え終わる前に、顔を真っ赤にした紅娘に後頭部を叩かれた。

　卓子テーブルの上には、褐色の麺麭パンがあった。

　数は三つ足りなかった。

　三人の侍女たちは点心おやつと間違えたらしい。




　侍女たちをそれぞれの部屋に寝かせると、疲れがどっと出た。

　居間では玉葉妃と壬氏が物珍しそうに巧克力チョコ麺麭パンを眺めている。

「これが、例の媚薬なの？」

「いいえ、こちらのほうです」

　猫猫は果実を包んだものを差し出した。親指の爪ほどの粒が三十ほど並んでいる。

「じゃあ、こっちはなんなんだ？」

「私の夜食です」

　言葉を間違ったか、明らかに周りが引いている。高順や紅娘も異物を見る目をしていた。

「酒や刺激物に慣れていると、効き目はそれほどありません」

　実験に使った毒蛇を酒に漬けて飲んでいたので、猫猫は酒豪ざるだった。

　酒は薬の一つだと猫猫は分類する。薬とは刺激に弱い人間ほどよく効く。ここで媚薬として効能を示すこの麺麭パンも、材料の種子が育った地域ではそれほど効くとは思えない。

　しげしげと、麺麭パンをつまんでみる壬氏。

「では、私が食べても問題ないのかな」

『それはおやめください!!』

　紅娘と高順の声が重なった。猫猫は、高順の声を初めて聞いた気がする。

　壬氏は冗談だよ、と麺麭パンを皿に置いた。

　たしかに、皇帝の寵ちょう妃ひの前で媚薬を口にするのは不届きであるが、それ以上に、万が一天女の美貌が頬を染めながら迫ってきたら誰しも理性のたがが外れかねないためだろう。

　顔だけは無駄にいいのだから。

「今度、帝みかどのために作ってもらおうかしら。惰性マンネリを防ぐためにも」

　玉葉妃が楽しそうに言った。

「いつもの強壮剤の三倍は効くと思いますけど」

　猫猫が言うと、玉葉妃はやや複雑そうな顔をした。

「三倍……」

　持続のほうかしら、という玉葉妃の声は聞こえなかったことにする。さすがにきついらしい。

　媚薬を蓋付きの容器に移し替え、壬氏に渡す。

「効き目が強いので、一粒ずつを目安にお願いします。食べ過ぎると血が回り過ぎて、鼻血が出ると思いますので。また、意中の相手と二人きりのときに使用してください」

　注意事項を伝えると壬氏は立ち上がる。

　帰り支度をするため、高ガオ順シュンと紅ホン娘ニャンは部屋を出る。

　玉葉妃も一礼すると、籠の中で眠る公主ひめとともに部屋を後にした。

　猫猫が麺麭パンの皿を片付けようとすると、後ろから甘い匂いがした。

「手を煩わずらわせたな。ありがとう」

　甘い蜂蜜のような声が聞こえる。

　猫猫の髪がすくい上げられ、首になにか冷たいものが当たった。

　振り返ると、片手を振りながら壬氏が部屋を出ていく。

「なるほど」

　皿に目を落とすと、麺麭パンの数が一つ足りない。

　犯人の目星はついている。

「被害者が出なければいいけど」

　他人事のように猫猫は呟いた。

　夜はまだ長い。










十話　幽霊騒動 前編







　寵ちょう妃ひ、玉ギョク葉ヨウに仕える侍じ女じょの一人、桜イン花ファは、今日も誠心誠意を込めて仕事に従事していた。

　先日、仕事中に居眠りをしてしまうという失態を犯したが、主あるじである玉葉妃は咎とがめもしなかった。

　ならば身を粉にして働くしかないと、窓の桟さんから欄らん干かんの一本一本まで丁寧に掃除する。

　本来、これは侍女がする仕事ではないのだが、それでも桜花は下女の振る舞いをする。働き者が好きだと、玉葉妃が言ったからだ。

　玉葉妃や桜花たちの故郷は西にある。乾いた気候のその場所は、これといった資源もなく、干ばつになることもしばしばだ。桜花たち侍女は、官の娘だったがそれほど贅沢をした記憶はない。働かねば飢える、そんな貧しい地方だった。

　そんな中、玉葉妃が入じゅ内だいすることで、故郷は中央に注目されるようになった。妃きさきが帝みかどの寵愛を受けるほど、中央の官たちは妃の故郷をないがしろにできなくなる。玉葉妃は賢い女性だ。ただ、愛でられるだけの美しい妃ではない。そして、桜花はその妃にずっとついていくつもりで後宮に入ったのだ。

　やめていった侍女たちの分まで、残った者たちが頑張らねばならないと思っている。

　台所の茶器を整理しようと中に入ると、新人侍女がなにやら作っていた。名前を猫マオ猫マオというが、滅多に自分から口を開かないので、どんな人間なのかよくわからない。

　意外に人見知りなところがある玉葉妃が入れたのだから、それほど悪い人間ではないだろう。

　むしろ、かわいそうな人間であることがわかった。

　腕に虐待を受けた痕あとがあり、身売りされたこと、そして現在、毒見専門で雇い入れられたことを聞くといたたまれなくなった。

　痩せた身体を太らせようと食事を増やしたり、傷痕をさらすのはかわいそうだと掃除をさせなかったり。他の二人の侍女も同じ考えらしく、結果、猫猫の仕事はほとんどなかった。

　それでいいと、桜花は思う。仕事は自分たちで回るのだから。

　侍女頭の紅ホン娘ニャンはそれではあんまりだと、洗濯の仕事を猫猫に与えた。洗濯は籠を運ぶだけなので、腕の傷は目立たない。他にもこまごまとした用を頼んでいるらしい。

　本来、洗濯物を運ぶのは侍女の仕事ではなく、大部屋の下女たちがやる仕事である。しかし、以前、玉葉妃の衣に毒針が刺さっていたことから桜花たちがやるようになった。

　下女の真似事をするのは、これらも踏まえてのことである。ここは後こう宮きゅう、周りは敵ばかりなのだ。

「なにを作っているの？」

　猫猫は鍋で草のようなものをゆでている。

「風邪薬です」

　彼女は、必要最低限の言葉を述べるのみだ。虐待の後遺症で人との付き合いがうまくいかないのかもしれないと思うと涙を誘う。

　薬に造ぞう詣けいが深いというので、時折、こうやって作っている。片付けはきれいにしてくれるし、この間もらったあかぎれの薬は重宝しているので桜花は何もいうことはない。薬作りは、たまに、紅娘からも頼まれてやっているようである。

　桜花は、銀の茶器を取り出すと乾いた布で丁寧に磨く。

　猫猫が口を開くことはほとんどないが、うまい具合に相あい槌づちを打ってくれるので話しがいがある。

　桜花は、最近噂になっている怪奇話をした。

　中空を舞う、白い女の噂である。




　〇●〇




　猫猫は、作り終えた風邪薬と洗濯籠を持ち、医局に向かう。

　一応薬なので、形だけでも医官に判断を委ねるためだ。

（ここ一か月くらいの出来事か？）

　ありきたりな怪奇話に猫猫は首を傾げる。

　翡ひ翠すい宮きゅうに来る前には聞いたことのない噂だった。噂という噂は小シャオ蘭ランが持ってきてくれていたので、ここ最近に出てきた話だとわかる。

　後宮はぐるりと城壁に囲まれている。四方の門以外は出入りができず、塀の向こうには深い堀が通っており、脱走も侵入も不可能である。

　深い堀の下には後宮から抜け出そうとした妃が今も沈んでいるなどといわれている。

（城門付近かあ）

　近くに建物はなく、松林が広がっていたはずだ。

（夏の終わりからだったよな）

　この時期は、あるものの収穫期である。

　よからぬことを頭に浮かべていると、狙いすましたかのように嫌な声が聞こえた。

「お仕事ご苦労」

　牡ぼ丹たんのような絢けん爛らんな笑みに、猫猫は無表情を張り付けたままだった。

「いいえ、それほどではございません」

　医局は南にある中央門のそばにあり、後宮をつかさどる三部門もそこに居室を構えている。

　壬ジン氏シはよくそこに現れる。

　宦かん官がんならば内ない侍じ省しょうにいるべきだろうが、この男はどこの部屋にも所属せず、むしろすべてを監視するように眺めていた。

（宮官長たちよりも上の立場ねえ）

　可能性としては現帝の後見人といったところであるが、二十歳そこそこに見える青年がそれとは考え難い。その子息であったとしても、わざわざ宦官になる必要はない。

　玉葉妃と親しいことから、そちら側の後見人とも考えられるが、むしろ……。

（皇帝の御お手て付つきか？）

　帝の御通りの際、玉葉妃との仲を見る限り正道ノーマルのようだが、人は見かけによらない。

　いろいろ考えるのは面倒なので、とりあえず皇帝の愛人ということで片付けておこう。それが楽だ。

「なんかものすごく失礼なことを考えている顔に見えるのだが」

　壬氏が目を細めて猫猫を見る。

「気のせいではないですか」

　猫猫は一礼して振り返り、医務室に入ると、どじょう髭ひげのやぶ医者がごりごりとすり鉢をすっていた。この医官の場合、薬を作るためでなく暇つぶしでやっているだけだと猫猫はわかっている。

　でなければ、毎回自分の作る薬を渡す必要はないだろう。ごく最低限の調合法しか、この医官は知らないようだ。

　後宮という場所が場所だけに、医官も人手不足のようだ。女は医官になれず、医官になれば好きこのんで宦官になる必要はない。

　やぶは、最初はわけのわからない小娘と思っていたらしいが、猫猫の作る薬を見てだんだん態度が軟化してきた。

　今では、茶菓子を出し、必要な材料を分けてくれるようになったのだが、医局としてそれはあまりよくないことである。

　守秘義務だとか、なんだとかあまりにないのである。

（大丈夫かな？　こんなんで）

　思っていても、忠告する気はない。そのほうが猫猫には便利だからだ。

「薬を見てもらえませんか？」

「おお、嬢ちゃんかい。ちょいと待ってな」

　茶菓子と雑茶を用意する。甘い饅まん頭じゅうの類ではなく煎餅である。

　辛党の猫猫にはうれしい。好みを覚えてくれているらしい。

　最近、いろいろ餌え付づけされている気がしないでもないが、気にしない。

　やぶだが人はいい。性格はいいが仕事はできない型タイプである。

「私の分もお願いするよ」

　後ろから、甘いたおやかな声がする。

　振り返らなくても、なにやら輝かんばかりの空気が周りに立ち込めている気がする。誰が来たのかはいうまでもない。

　壬氏、その人である。

　やぶ医者は驚きと高揚を浮かべた顔で、せっかく用意した煎餅と雑茶を、白茶と月げっ餅ぺいに替えて持ってきた。

（煎餅が……）

　輝かしい笑顔が猫猫の横に座っている。

　身分差を理由に同席を拒否したが、無理やり肩を押さえ込まれた。

　見た目の優しさとまったく違う強引な行動に猫猫は辟へき易えきした。

「老師せんせい、すまないが、奥からこれを取ってきてくれないか？」

　壬氏は、紙切れをやぶ医者に渡す。

　遠目から見ても、かなりの数の薬が書かれていた。しばらく時間が稼げよう。

　やぶ医者は目を細めると、残念そうな眼差しで奥の間に入った。

（最初からそのつもりだったんだろうな）

「本題はなんでしょうか？」

　察しのよい猫猫は、湯飲みを揺らしながら聞いた。

「幽霊騒ぎは知っているかい？」

「噂程度に」

「じゃあ、夢遊病ってのはわかるかい？」

　猫猫の目の端に輝きが宿ったのを壬氏は見逃さなかった。

　くくくっと、天女の笑みに意地の悪さが交じる。

　大きな手のひらが猫猫の頬をなでる。

「それはどうやったら治るんだい？」

　壬氏は、甘い甘い果実酒のような声でたずねた。

「そんなものわかりません」

　自分を卑ひ下げはしないが、過剰にもとらえない猫猫の答えだった。

　どんな病気か知っていたし、患者も見たことがある。

　その結果、いえるのはこのことだった。

「薬で治せるような病気ではありません」

　気の病である。

　妓ぎ楼ろうの遊女がこの病にかかったとき、おやじはなんの処方もしなかった。

　薬で治るものではなかったからだ。

「薬ではというと」

　なになら治るんだ、と聞いてきた。

「私の専門は薬です」

　言いきったつもりだが、横をちらりと見ると憂いを含んだ天上人の顔があった。

（目を合わせてはだめだ）

　野生動物でも扱うかのごとく青年から視線をそらす。そらすがそらせない。回り込んで猫猫のほうを向いていた。

　かなり粘着質である。かなりうざい。

　猫猫は根負けしてしまった。

「……努力します」

　ものすごく嫌な顔をしながら答えていた。




　夜半に迎えに来たのは、宦官の高ガオ順シュンだった。例の病を持つ者を見に行くためである。

　寡か黙もくで無表情なところはとっつきにくそうに思えるが、猫猫はむしろそこに親近感がわく。甘ったるいものの付け合わせには、漬物がちょうどいい。壬氏の付け合わせには高順がぴったりだ。

（あまり宦官ぽくない人だよな）

　宦官は物理的に陽の気を取り払っているため、女性的になることが多い。

　体毛が薄く、性格は丸く、性欲の代わりに食欲が増し太りやすくなる。

　一番わかりやすいのは、やぶ医者の例だ。見た目はおっさんだが、話していると時折、育ちのよい商家の奥方とでもいっしょにいる気分になる。

　高順はというと、体毛は濃くないが精せい悍かんで、後宮という場所にいなければ武官と間違えられることだろう。

（どうしてこの道を選んだのだろう）

　気になっても聞いてはいけないことくらいわかる。猫猫は黙って頭かぶりを振った。

　灯とう籠ろうを片手に持ち、高順が先導する。

　月は半分の大きさだったが、雲がないだけ明るかった。

　昼間しか見たことのない宮内は、まるで別の場所のようだ。

　時折、がさがさと物音がしたり、喘あえぎ声のようなものが木陰から聞こえたりしたが無視することにした。

　宮中にはまともな男性は皇帝以外いないということで、恋愛の形などいびつでも仕方ないわけである。

「猫猫さま」

　高順が話しかけてきた。猫猫は様付けされて、居心地の悪さを覚える。

「敬称はいりません。高順さまのほうがずっと位は高いでしょう」

　正直に猫猫が言うと、高順は顎あごを撫で、一瞬首を傾げた。

「では小シャオ猫マオ」

（いきなり小ちゃん付けですか）

　案外軽いのか、このおっさん、などと思いながら、猫猫は頷うなずいた。

「壬ジン氏シさまを毛虫でも見るような目で見るのはやめていただけませんか」

（やっぱ、ばれてるか）

　ここ最近、露骨に表情筋が反応して、鉄てつ面めん皮ぴでは隠しきれないらしい。

　首が飛ぶことは今のところないと思うが、自制せねばなるまい。お偉いさんにとって、虫けらは猫猫のほうである。

「今日も帰るなり、『なめくじでも見るような目をされた』と報告され……」

（たしかに、粘着質でべたべた気持ち悪いとは思いました）

　いちいち報告していることも粘着質だ。男らしくない、いや元男か。

「身を震わせながら、潤んだ瞳で微笑んでいらしてました。悦えつというのはあれを言うのですね」

　高順は、誤解しか生まないような語ご彙いを、至極真面目に答えてくださった。

　むしろ、虫けらから汚物に下がる勢いである。

「……以後気を付けます」

「ええ、免疫のない者は、一目見るなり昏こん倒とうしかねないので、処理が大変なのです」

　深いため息に苦労がにじんでいる。高順は常にこうやって尻拭いをしているのだろう。きれい過ぎる上官を持つのも大変なことである。

　大変疲れる話をしているうちに、東側の城門に着いた。

　城壁は猫猫の四倍ほどの高さがある。外側は深い堀で、食糧や資材の運搬、時折、下女の入れ替わりの際に、橋が下ろされる。

　後宮で脱走は極刑を意味していた。

　門には、常に衛兵が張り付いている。内側に宦官が二人、外側に武官が二人。門は二重になっており、詰所が外側と内側、両方についている。

　跳ね橋を下ろすも上げるも人力では足りないので、牛が二頭飼育されていた。

　猫猫は近くに広がる松林にあるものを探しに行きたい衝動にかられたが、高順がいるから叶うわけもなく、庭園の東あずま屋やに座った。

　そんな中、半月を背景にそれは現れた。

「あれです」

　高順が指し示す先を見る猫猫。そこには信じられないものがあった。

　宙を舞う白い女の影。

　長い衣とひれを纏まとい、踊るような華麗な足取りで城壁の上に立つ。

　衣が揺らぎ、ひれが生き物のようにうねる。長い黒髪が、闇の中で照らされ、淡い輪郭を際立たせる。
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　現うつつのものとは思えぬ美しさだった。

　桃源郷にでも迷い込んだかのような、幻想的な光景である。

「月下の芙ふ蓉よう」

　ふとそんな言葉が猫猫の頭をよぎる。

　高順は一瞬驚いた顔をすると、ぽつりと呟いた。

「勘がいいですね」

　女の名は『芙フ蓉ヨウ』、中級妃。

　来月、功労として下か賜しされる姫である。










十一話　幽霊騒動 後編







　夢遊病というのは、よくわからない病気である。寝ているのにあたかも起きているような動きをする。なにが原因かといえば、心の軋あつ轢れきであり、薬草をいくら煎じても意味がない。心を癒やす薬などない。

　とある遊女がその病にかかった。

　ほがらかで詩歌のうまい女で、身請け話が持ち上がっていた。

　しかし、その話は破談となる。なにしろ幽鬼にでもとりつかれたかのように、毎晩妓ぎ楼ろうを散策しているのだ。嫌な噂は尾ひれが付く。歩き回る妓ぎ女じょをやり手婆ばばあが止めようとすると、爪で肉をえぐられた。

　翌日、妓楼の者が皆、不審な行動に詰め寄るが、妓女はほがらかな声でこう語るのだ。

「あら。皆さん、どうしたの？」

　記憶のない彼女の素足には、泥とすり傷がついていた。




　〇●〇




「それでどうなった？」

　居間には壬ジン氏シと猫マオ猫マオ、高ガオ順シュンの他に玉ギョク葉ヨウ妃もいた。公主ひめは、紅ホン娘ニャンに任せている。

「なにもありません。身請け話がなくなったら、徘はい徊かいはなくなりましたので」

　にべもなく猫猫は言う。

「つまり、身請け話が嫌だったってことかしら？」

　玉葉妃が首を傾げる。猫猫はうなずく。

「おそらく。相手は大おお店だなですが、妻子どころか孫までいる身分でした。それに、あと一年も働けば、年季が明けたのですよ」

　気に入らない相手に身請けされるなら、あと一年奉公を我慢したほうがいいらしい。結局、その遊女は新しい身請け話もなく年季が明けたのだった。

「極端な気持ちの高ぶりがあった後に徘徊することが多いので、気持ちを落ち着かせる香や薬を配合したのですが、まあ、気休めにしかなりませんでした」

　いつもおやじに代わり、猫猫が調合していた。

「ふーん」

　面白くなさそうに壬氏が頬杖をついている。

「本当にそれで終わりか？」

「終わりです」

　ねっとりとした視線に対して、侮ぶ蔑べつの表情を浮かべるのを猫猫は我慢する。

　隣には、無言で声援を送る高順がいる。

「それでは仕事に戻りますので失礼します」

　一礼して部屋を出ていった。




　少し時間をさかのぼる。

　幽霊見学の翌日、猫猫が向かったのは東側のおしゃべり娘、小シャオ蘭ランのもとだった。

　小蘭は猫猫に会うなり、玉葉妃のことを根掘り葉掘り聞き出そうとしたので、差しさわりのない情報と交換に幽霊騒動について聞き出した。

　幽霊騒動が起き始めたのは半月ほど前。最初は北側で見つかったらしい。

　それからまもなく東側で見つかるようになり、毎晩見られたとのこと。

　衛兵たちは怪談話に恐れをなして、なにもしない。

　今のところ害があるわけでもないので、誰もなにも処置をしなかった。

　深い堀に高い塀、屈強な後こう宮きゅうの造りが衛兵の意識を惰弱にしていた。

　まったく役立たずな警備である。

　次に向かったのは、やぶ医者のもとだ。

　守秘義務などわかっていない男は聞いていないことまで話してくれる。

　最近、元気のない芙フ蓉ヨウ姫のこと。

　息を吐けば飛び去りそうな小さな属国の第三公主で、姫という肩書でありながら上級妃にもなれないご身分。

　北側の棟むね持ちで、舞踏が趣味だが小心者で緊張しやすく、皇帝の御目通りの際失敗している。それを周りの妃きさきに笑われて、部屋に引きこもるような繊細な姫である。

　踊りを除けば特に目立った容姿でもなく、入じゅ内だいから二年、いまだ御お手て付つきもないらしい。

　今度、下か賜しされる先は幼馴染の武官のもとだというので幸せになればいいということ。

（なあるほど）

　猫猫の頭の中でなにかが組み上がった。

　しかし、推測の域を出ないそれを言うのはどうであろうか。

（おやじが推測でものを話すなって言ってたから）

　だから話さないことにした。




　おとなしい色白の姫は、頬を染めて中央門をくぐる。

　目立った風貌ではないものの、幸せを感じる明るい頬に皆が嘆息した。

　羨せん望ぼうの眼差しが中央門に集まる。

　下賜されるならこうでありたい。その光景が広がっていた。




「私にくらい話してもいいんじゃないかしら？」

　艶あでやかな笑みを浮かべる玉葉妃。一児の母であるが実年齢は二十歳に満たない。その顔には少しお転てん婆ばな笑みが浮かんでいた。

　猫猫は一瞬、考え込んだ。

（どうしようか）

　じっと視線をそらさない玉葉妃に根負けし、仕方ないとため息をつく。

「あくまで推測ですので。あと、気分を害されなければ」

「自分で聞いておいて、腹は立てませんよ」

（うーむ）

　やはり、話さねばならないか。猫猫は腹をくくる。

「他言無用であれば」

「口は堅くってよ」

　少し軽く聞こえるが、とりあえず猫猫はその言葉を信じることにした。

　猫猫は、妓楼の夢遊病者の話をした。

　先日、壬氏たちの前でしたものとは別の、もう一人の夢遊病者の話だ。

　前の遊女と同じく、身請け話が持ち上がったところで病になり、そして破談になった。そこまでは一緒である。

　しかし、その後も遊女の夢遊病は止まらず、前回と同じように、香や薬を処方しても気休めにもならなかった。

　そんな遊女に新たに身請け話が持ち上がる。楼主は、病気ものを身請けさせるには忍びないと言ったが、それでも相手は身請けしたいということだった。仕方なく、前の身請け話の半分の銀で契約は成立した。

「のちほどわかったのですが、これは詐さ欺ぎだったのです」

「詐欺？」

　先に身請け話をした男は、後から身請け話をした男の知り合いだった。遊女が病のふりをするとわかっていて、破談にする。そして、本命の男が半額で身請けする。

「遊女はまだ年季が残っており、男は身請けする銀が足りなかった」

「つまり、その遊女たちと芙蓉姫は同じだってこと？」

　幼馴染の武官は、属国とはいえ一国の姫に求婚できる身分ではない。

　ゆえに、武勲を立てていつの日か姫を迎えに行くつもりだった。

　しかし、姫は政略により後宮に入ることになる。武官を思っていた姫は、得意の舞踏を失敗して皇帝の気を引かないようにしていた。部屋に引きこもり、影のようにひっそりと後宮生活を過ごした。

　目もく論ろ見みどおり、二年間夜よ伽とぎはなく、身はきれいなままである。

　武官が、武勲を集め、次の勲くん功こうで芙蓉姫が下賜されるとなった頃、姫は怪しげな徘徊をするようになる。

　間違っても、皇帝が芙蓉姫を惜しいと思わないように、御手付きにならないように。

　意地悪な権力者にあるものだ。他人のものになると思ったら、どんなものでも惜しくなる。

　御手付きになれば、下賜されるのは後になる。また、清らかな身を重んじる芙蓉姫にとって、夜伽を行った時点で幼馴染に顔向けできないだろう。

　東門で踊っていたのは、戻ってくる幼馴染が怪我をせぬように祈願するためも含んでいたのかもしれない。

「あくまで推測です」

　猫猫は淡々と言った。

「なんていうか、帝みかどについては、なきにしもあらずなのでなにも言えないわ」

　寵ちょう妃ひは少し困った顔をしている。

　好色な皇帝が、武官がそこまで望む姫に興味を持たないとは言いきれなかった。皇帝が玉葉妃の元を訪れるのは数日に一度、来ない日は公務が忙しい場合もあるがそれだけではない。帝には、より多くの子を残す義務もある。

「芙蓉姫がうらやましいなんて言ったら、私はひどい女かしら」

　猫猫はその言葉に首を振る。

「そんなことないと思います」

　猫猫は、つじつまは大体合っていると思うが、壬氏に話す気はない。

　そのほうが彼女らは幸せに違いないから。知らないほうがいいこともある。

　あの柔らかい素朴な笑みをそのままにしたかった。

　問題はすべて解決したかに見えたが……。




　実は一つだけ謎は残っていたのである。

「どうやって登ったんだろう？」

　猫猫は自分の四倍も高さのある壁を見上げ、首を傾げるのだった。

　そのうち調べるか、と猫猫は高い塀の上を見た。

　あの夜の芙蓉姫は美しかった。絵物語の主人公のようだった。あの素朴な姫と同一人物とは思えないほどに。

　恋が女を美しくするのであれば、どんな薬となるだろう、とくだらぬことを考えながら、猫猫は翡翠宮に戻った。










十二話　恫どう喝かつ







　がしゃん、となにかが落ちる音がする。

　芋と雑ざっ穀こくを煮た粥かゆと茶、すりおろした果実がばらまかれる。猫マオ猫マオは服を粥まみれにされながら、目の前の人物を見上げた。

「こんな下げ賤せんの食べ物を梨リ花ファさまに食べさせる気？　作り直してもらいなさい」

　派手な化粧をした若い女にょ官かんは、まなじりを上げていた。梨花妃につく侍じ女じょである。

（あーあ、面倒くさい）

　猫猫はため息を交えながら皿を拾い、こぼれた食事を片付ける。

　猫猫がいるのは、水晶宮。梨花妃の住居である。

　周りにはにらみつけるような視線がいくつも。

　あざ笑うかのような目、さげすむような目、敵意をあらわにする目。

　ここは、玉ギョク葉ヨウ妃に仕える猫猫にとっては敵地も同然、針のむしろだった。




　皇帝が玉葉妃のもとに現れたのは、昨晩のこと。

　猫猫が、いつもどおり毒見を行い、部屋を後にしようとしたときだった。

「噂の薬くす師しどのに頼みたいことがある」

　皇帝に初めて声をかけられた。

（噂ってなんなんだよ）

　皇帝は偉丈夫で美び髯ぜんをたくわえているが、年齢はまだ三十代半ばくらいだ。これで国の最高権力を握っているのだから、後こう宮きゅうの女たちが目をぎらつかせるのも無理はないが、いかんせん猫猫である。「長い髭ひげだな、さわってみたい」くらいにしか思っていない。

「なんでございましょうか？」

　恭うやうやしく頭を下げる。吹けば飛ぶような軽い命の身分としては、下手な対応を取る前に退室したいところである。

「梨花妃の容体が悪い。しばらく見てくれないか」

　とのことだった。

　帝みかどの言は、天上の言。

　首と胴はまだ仲良くしていたい猫猫としては「御ぎょ意い」と答えるしかなかった。




『見てくれ』ということは、『治せ』と同義である。

　寵ちょう愛あいがなくなったとはいえ、いくらか愛着が残っているのか、それとも有力者の娘をないがしろにできないのか、どちらでもよい。

　治さなければ、首が飛びかねない。

　一いち蓮れん托たく生しょうである。

　それを猫猫のような小娘に頼むのだから、よほど後宮医官は頼りないのか、それとも死んだところで問題ないのか。どちらにしろ、無責任な頼みである。天上人のお願いは大変面倒としか言えないものであった。

（それにしても、他の妃きさきの前で言う話でもないのに）

　猫猫にそんな依頼をしておき、悠々と夜食を食べ、玉葉妃と仲睦まじきことを行った帝は、やはり帝という生き物なのだとつくづく思う。

　猫猫が梨花妃を見るにあたってまず始めたのが、食生活の改善だった。

　現在、毒おしろいは壬ジン氏シの言により、後宮内では使用不可となっている。卸した業者があれば、ひどく罰するよう徹底したらしい。今後、手に入れることは不可能だ。

　ならば、身体に残った毒を排出することが先決だ。

　食事は白粥が盛ってあるものの、魚の素揚げのあんかけに、豚の角煮、紅白の饅まん頭じゅう、ふかひれや蟹かにといった豪華な料理である。栄養はあるが、胃腸の衰えた病人に食べさせるには重過ぎる。

　猫猫はよだれが出るのを抑えつつ、料理人に作り直しを命じる。勅ちょく命めいということで、しがない侍女風情の猫猫にもそれなりの権限が持たされていた。

　繊維質の豊富な粥に、利尿作用のある茶、消化のよい果実。

　残念なことに、これらは先ほどすべて床にぶちまけられた。食べ物を粗末にするのは、花はな街まち育ちの猫猫には信じられないことだ。

　水晶宮の侍女たちにとって、勅命云うん々ぬんよりも、玉葉妃に仕えている容貌悪あしき侍女が気に入らなかったのだろう。

　言いたいことはたくさんあるが、ぐっとこらえて片付ける。

　新たに侍女が絢けん爛らん豪華な食事を持ち、梨花妃のもとへ運び入れたが、しばらくするとほとんど手もつけられず戻ることとなる。残りは端はした女めたちのご褒美となることだろう。

　触診を行いたいところだが、天てん蓋がい付きの寝台の周りには侍女がまとわりつき、恭しくもまったくなっていない看病を行っている。寝ているところにおしろいをはたけば、咳の一つも出るものなのに、

「空気が悪い。下賤の者がいるからだ」

　と、部屋を追い出されてしまった。手の出しようがない。

（あのままでは、衰弱死は確実だな）

　毒がたまり過ぎて排出が間に合わないのか、それとも気力が足りないのか。

　食をとらねば人は死ぬ。生きる気力をなくしているのだろう。

　猫猫は、部屋の前の壁に寄りかかり、自分の首が離れるまで何日かと指を折っていると、周りから嬌きょう声せいが聞こえた。

　ものすごく嫌な感覚がして、ものすごく重々しく顔を上げると、ものすごく綺麗な顔がすこぶる陽気に笑っていた。

　麗しき宦かん官がんどのである。

「なにかお困りのようだな」

「そのように見えますか」

　猫猫は、棒読みの半眼で答える。

「そのように見えるが」

　じっくりと見つめてくるので次第に目線がそれる。それを追うように長いまつげが近づいてくる。目が合えば、条件反射で汚物を見るように接してしまうだろう。

「なんなの、あの女」

　ぼそりと毒づく声が聞こえる。食事を下げた侍女だ。

　ものすごく居たたまれない。周りから恐ろしい空気が漂ってくる。

　女の嫉しっ妬とは恐ろしいというのに、壬氏は耳元で甘い蜜の声でささやく。

「とりあえず中に入ろうか」

　猫猫が頷うなずく前に部屋に押し込められた。




　入ったところで、部屋では取り巻きたちが先ほどよりも険しい顔でにらんでくれる。

　しかし、隣にいる天女の様相を眺めると、取り繕つくろうかのように淡い笑みを浮かべた。

　女とは本当に恐ろしい生き物だ。

「帝のはからいを無む下げにするのは、美しき才女たちに似合いませんよ」

　壬ジン氏シの言葉に唇を噛みつつ、そっと侍女たちは寝台の前から退いた。

「ほれ、行け」

　壬氏に背中を押され、猫猫はつんのめる。

　猫猫は、一礼をし寝台の前に立つと、梨リ花ファ妃の血管の浮いた色味のない手を取った。

　薬ほどではないが、医のつく類はそれなりに経験がある。

　梨花妃は目を瞑つぶったまま、抵抗もしない。眠っているのか、起きているのかもわからない。魂の半分はすでにあの世に流れたようだ。

　猫猫は、まぶたの奥を見るべく、顔に指をかける。

　さらりとした感覚が指を滑った。

　以前と変わらぬ、真っ白な肌だった。

（前と同じ肌色？）

　猫猫の表情がこわばり、侍女たちのほうを向く。

　その中の一人の前に立つと、低い、押し殺すかのような声で聞いた。先ほどおしろいをはたいていた娘だ。

「妃の化粧をしているのは、おまえか？」

「ええ、そうよ。侍女たる務めですもの」

　食い入るように見つめる猫猫にどこかおびえながら答える侍女。精いっぱいの虚勢を張っているのがわかる。

「梨花さまには常に美しくあってほしいもの」

　侍女は自分が正しいのだといわんばかりに鼻をならした。

「そうか」

　ばちん、と大きな音が部屋中に響いた。

　侍女はなにが起きたのか理解できないまま、力の向かう側に倒れ込んだ。

　頬と耳が異様に熱いことだろう。

　猫猫は右手のひらをひらひらさせる。侍女の左頬が熱いように、猫猫の手のひらも熱を持っている。思い切り引っぱたいてやったからだ。

「なにすんのよ！」

　周りが呆あっ気けにとられる中で、侍女の一人が猫猫に食ってかかる。

「ああ？　莫ば迦かに折せっ檻かんするだけだよ」

　猫猫は、人を食った言い方をして、倒れた侍女の髪をわしづかみにし、引きずった。「痛い、痛い」と侍女がわめくが無視する。

　化粧台の前で止まると、空いた手で彫り物の器を手にする。

　蓋ふたを開けると、中のものを侍女にまぶした。白い粉が一面に広がり、げほげほと咳をする。侍女の目には涙が浮かんでいた。

「よかったなあ、これで妃と同じくきれいになれるぞ」

　猫猫は侍女の髪をひっぱり上げ、獲物を狩る獣の笑みを浮かべる。

「毛穴から、口から、鼻から毒の気が全身に回るからな。お慕いする梨花さまと同じ、枯れ枝のような手と落ちくぼんだ眼がん窩かと血の気の失うせた肌が手に入るぞ」

「そ、そんな……」

　粉だらけになりながら、侍女が言った。

「なんで禁止されたかわかってんのか、毒だっつってんだろ!!」

　猫猫は怒っていた。侮蔑の目で自分を見られたことでも、持ってきた粥をひっくり返されたことでもなく、何も考えず自分が正しいとしか思っていない莫迦な侍女に怒っていた。

「だっ、だって。一番きれいだから。梨花さまも喜ぶと思って」

　猫猫は床に散らばったおしろいを残った手に塗りつけると、その手で侍女の顎あごをつかみ、唇をゆがめさせた。

「誰が自分の餓鬼殺した毒を喜ぶんだよ」

　子どものような言い訳に、猫猫は舌打ちを鳴らすと髪の毛と顎を離した。指には長い髪が数本巻き付いている。

「さっさと、口ゆすいでこい。顔も洗ってこい」

　猫猫は、泣きながら逃げるように部屋を出る女官を見送ると、今度はおびえる他の侍女たちを見た。

「おい、このままだと、病人にさわるだろ。さっさと掃除しろ」

　猫猫は自分が散らかしたことを棚に上げ、粉だらけの床を指した。侍女たちはびくんと身体を震わせると、掃除道具を取りに行った。猫猫は腕組みをし、ふんと鼻を鳴らす。服に粉がついたが今更だ。

　そんな中、一人冷静な人物がいた。

「女とは本当に恐ろしい」

　両手を袖の中に入れ、ぽつりと呟く壬氏。

　猫猫は、存在すら忘れていた。

「あっ」

　猫猫は急激に頭から血が下りていくのを感じると、その場でうずくまった。

　やってしまった。










十三話　看病







　梨リ花ファ妃の容体は思った以上に悪かった。

　雑ざっ穀こくの粥かゆを重おも湯ゆに作り直したが、匙さじから吸う気配はない。猫マオ猫マオは無理やり口をこじ開けて流し込み、ゆっくり嚥えん下げさせるのを繰り返す。無礼など今更いったところで何も始まらない。

　食事をとらない。それが一番の問題だ。医食同源という言葉があるように、飯を食わねば病など治らない。

　根気よく、しつこいくらいに食事を与えた。

　部屋の換気を行うと、むせるような香が薄れ、代わりに病人特有の匂いがする。

　体臭をごまかすために香を焚たきしめていたのだろう。風呂に何日も入っていないようだ。無能な侍じ女じょたちに憤りが増す。

　猫猫に折せっ檻かんを受けた侍女は謹慎を言い渡されたらしい。おしろいは買い置きを隠し持っていたものだった。かわいそうに、おしろいを回収しそこなった宦かん官がんは鞭打ちになったというのに。生まれで罰も左右される。

　統括する宦官には、猫猫が「無能者」と侮ぶ蔑べつを込めてにらんだが、あまり意味をなしていなかった気がする。特殊な趣味をお持ちの貴人であるからして。

　猫猫は湯桶と布を準備させ、呼びつけた侍女たちとともに梨花妃の身体を拭く。侍女たちは難色を示したが、猫猫がにらみつけるとおとなしく従った。

　梨花妃の肌は乾燥し、水をはじかず、唇は痛々しげに割れていた。紅べにの代わりに蜂蜜を唇に塗り、髪は簡単に結わえる。

　あとはことあるごとに茶を飲ませる。時折、茶の代わりに羹スープを薄めて与える。塩をとらせるためだ。

　小用の回数を増やし、身体の毒を排出させる。

　怪しげな新参者に敵意を示すかと思ったが、人形のような梨花妃はおおむねおとなしく世話を受けていた。うつろな目は誰が誰かを認識していなかったのかもしれない。

　一度に食べる重湯の量が茶碗半分から一杯に増えると、少しずつ中の米粒の量を増やしていく。顎あごを押さえずとも自分で嚥下するようになると、肉の旨味をとじ込めた汁物とすりおろした果実を加えた。

　小用も手伝いなしにできるようになった頃、ふと梨花妃の唇が動いた。

「……して、……のか」

　猫猫は漏れ出る言葉を聞き取るため、梨花妃のそばに立つ。

「どうして、あのまま死なせてくれないのか」

　小さな消え入りそうな声だった。

　猫猫は眉をひそめる。

「ならば、食事をとらねばいいことです。粥を食はむということは、死にたくないからでしょう」

　と、温めた茶を梨花妃の口に含ませた。

　こくんと喉が鳴ると、

「そうか……」

　かすれた笑いがこぼれた。




　猫猫に対する侍女たちの反応は、二つに分かれた。

　猫猫を怖がる者と、怖がりながらも反発する者だ。

（やり過ぎたか）

　どうにも、感情の沸点を越えると過激な反応になってしまう。悪い癖だと思った。育ちの悪い言葉も出てしまった。

　無愛想だがおおむね温厚で通っている猫猫としては、遠巻きに鬼か妖怪を見るような目つきで見られると地味に傷つくわけである。

　今回の場合、梨花妃の看病に必要だということで、仕方ないとした。

　帝みかどだか、玉ギョク葉ヨウ妃の命めいだかなにか知らないが、きらきらしい壬ジン氏シどのがちょくちょく現れてくれた。使えるものはなんでも使う勢いで、水晶宮に突貫工事で風呂場を作らせた。もともとあった湯殿に加えて、蒸気風呂サウナができた。

　用がないのでもう来るな、と猫猫なりに婉えん曲きょくに伝えるのだが、壬氏は化け物のごとく扱われる猫猫をことあるごとに笑いに来るのである。

　暇人過ぎる宦官である。

　毎度、菓子折りを持ってきてくれる高ガオ順シュンを見習っていただきたい。

　ああいうまめなのがいい旦那になれるのだろう、宦官であるが。

　繊維質をとり、水分をとり、汗をかき、排はい泄せつを促す。

　身体から毒を排出することだけを考えて二か月が過ぎると、梨花妃は自分で散歩に出かけるまでになった。

　もともと、気の病による衰弱が深刻だった。毒を新たにとらねば問題はないと猫猫は判断した。

　以前の豊満な肉体を取り戻すのにはまだ時間がかかるが、頬に赤みがさしている。もう死の淵をさまようことはないだろう。

　猫猫は、翡ひ翠すい宮きゅうに戻る前夜、挨拶をしに梨花妃のもとに向かう。

　意識がはっきりしてきたら、下げ賤せんの者などと罵ののしられることを予想していたが、そうでもなかった。

　自尊心プライドはあるが高慢ではない。東とう宮ぐうのあれこれで、嫌なお嬢さまを想像していたのだが、実際は妃きさきにふさわしい人格を持っていたようだ。

「それでは、早朝に辞させていただきます」

　今後の食事療法、いくつかの注意点を伝えて部屋を出ようとすると、

「ねえ、私はもう子はなせないのかしら」

　梨花妃が言った。

　なんの抑揚もない声だった。

「わかりません。試してみればよろしいかと」

「帝の寵ちょう愛あいは潰ついえたのに？」

　彼女のいわんとすることはわからなくもなかった。

　もともと、東宮を身ごもったのは、寵ちょう妃ひである玉葉妃のつなぎで夜よ伽とぎをしていたからだ。

　公主ひめと東宮が三か月違いで生まれているのは、それを如にょ実じつに物語っていた。

「私に、ここに来るように命じたのは主上でございます。私が戻る以上、帝も梨花さまのもとにいらっしゃるのではないかと」

　それが政治的であれ、感情的であれ問題はない。

　やることは一緒だ。後こう宮きゅうという仕組みである以上、そこに恋や愛など関係ない。

「玉葉妃の言葉も聞かず、みすみすわが子を殺した女が、彼女に勝てるのかしら？」

「勝てる勝てないの問題ではないと思います。それに、間違いは学習すればいいのです」

　猫猫は壁に飾られた一輪挿しを取る。星形の花を咲かせた桔き梗きょうが飾ってあった。

「世には百、千の花がありますが、牡ぼ丹たんと菖しょう蒲ぶのどちらが美しいかは、決めつけるものではないと思います」

「私には彼女のような翡翠の瞳も淡い髪もなくてよ」

「他のものがあれば問題ないかと」

　と、猫猫は視線を梨花妃の顔から下に移動させた。

　普通、痩せるのはそこからだといわれているが、妃の首から下にはちゃんと哈密瓜メロンが二つくっついていた。

「それだけの大きさはもとより、張り、形は至宝かと」

　妓ぎ楼ろうで目の肥えた猫猫が言うのだ、間違いない。湯あみをさせるたびに見惚れたのは内緒である。

　玉葉妃に仕える身としては、あまり肩入れするわけにはいかなかったが、最後に手土産を一つ置いていくことにした。

「ちょっと、耳を貸していただけますか」

　ごにょごにょと周りに聞こえない声で、梨花妃にあることを教えた。

　遊ゆう郭かくの小姐ねえちゃんたちが、「覚えていて損はない」と言った秘術である。残念ながら猫猫はそれに足る二つの果実は持ち合わせていない。この秘術は、梨花妃にこそふさわしいものだろう。

　林檎のように真っ赤な顔をした梨花妃がなにを聞いたのか、侍女たちのあいだでしばらく話題になったというが、猫猫にはどうでもよかった。




　その後、翡翠宮にて、帝の御通りが一時極端に減ったことがあった。

「ふう、睡眠不足から解放されるわ」

　と、皮肉交じりに玉葉妃が言ったことに、猫猫が目を泳がせたのはまた別の話である。










十四話　炎







（やっぱりあった）

　洗濯籠片手に猫マオ猫マオは喜色を浮かべる。

　東門のそばの松林、生えているのは赤松だ。

　後こう宮きゅう内はおおむね庭園の管理は行き届いている。松林も年に一度、枯葉や枯れ枝を取り除かれている。手入れの行き届いた松林は、とある茸きのこの生育を促すのである。

　猫猫の手にあるのは、笠の広がりの少ない松茸であった。

　匂いが嫌いという人間もいるが、猫猫は好物であり、四つに裂いて網で焼いて塩と柑かん橘きつを搾って食べるのは至福のときだ。

　小さな林だが、都合よく群生を見つけたので籠の中には五本の松茸が入っている。

（おっちゃんのとこで食べようか、それとも台所で食べようか）

　翡ひ翠すい宮で食べるとなると、食材の出所を聞かれるかもしれない。林で採りましたとか、ちょいと女にょ官かんとしてはやってはいけないことかもしれない。

　なので、猫猫は人はいいが仕事がだめなお人よし医官のもとに向かう。好きだったらそれでよし、嫌いでも見逃してくれるだろう。猫猫は、どじょう髭ひげのやぶ医者とすっかり仲良くなっていた。




　途中、小シャオ蘭ランのところに寄るのも忘れない。友達の少ない猫猫には貴重な情報源である。

　梨リ花ファ妃の看病で肉の削そげ落ちた猫猫は、戻るなり先輩侍じ女じょたちに太らされることとなった。相対する妃きさきのもとに二か月もいたというのに、その反応はうれしい半面、困るものであり、籠には茶会のたびにもらう点心おやつを持て余していた。

　甘いものはいくらでも入る小蘭は目を輝かせ、短い休憩の間ずっと猫猫と話してくれた。

　二人は、洗濯場の裏側の樽の上に座り、雑談する。

　相変わらず、怪しげな怪談めいた話が多かったが、

「宮中の女官が媚び薬やくを使って女嫌いの堅物武官を落としたのよ」

　などという話を聞いて、猫猫はなんだか冷や汗をかいた。

（うん、たぶん関係ないはず。たぶん）

　そういえば、誰に使うのかまったく聞いていなかった気がする。まあ、誰でもよいか。

　宮中とは、ここ以外の宮廷内のことをいう。

　まともな男性がいる分、競争率の高い花形職業である。後宮の女官と違い、試験を受けて採用される優秀者エリートだ。

　ちなみにここは、まともな男性がいない分、さびしい職場ということである。まぁ、どうでもよい。




　医局には、どじょう髭のおっさんの他に、青白い顔をした見慣れない宦かん官がんがいた。

　宦官は、なにかしきりに手をさすっている。

「おお、嬢ちゃん、ちょうどよかった」

　やぶ医者が人の良さそうな笑みを浮かべて猫猫を出迎えた。

「なんですか」

「手がかぶれたらしくてね。すぐ、軟なん膏こうを作ってくれないかい？」

　どうにも後宮の医を統すべる者の言葉ではないのである。自分で作ろうと思わないのか。

　いつものことなので、猫猫は隣の薬棚のある部屋へ向かおうとする。

　その前に、籠を置いて、松茸を取り出す。

「炭とかありますか？」

「おおっ、立派なもん採ってきたな。醤ひしおと塩もあったほうがいいな」

　やぶの好物なのか話が早い。浮かれた足取りで食堂のほうへ調味料をもらいに行く。仕事もこれくらいてきぱきやればいいのに。

　かわいそうに、病人は置いてかれたままだ。

（嫌いじゃなければ、一本くらいあげよう）

　かわいそうな宦官を見て、材料をごりごりとかき混ぜながら猫猫は思った。

　やぶ医者が調味料と炭鉢と網を持ってきた頃、ねっとりとした軟膏が出来上がる。

　宦官の右手を取り、赤い発ほっ疹しんに丁寧に塗り付ける。多少匂いがきついが我慢してもらわなくてはいけない。

　薬を塗り終えると、少しだけ青白い顔に赤みが戻ったようである。

「いやあ、優しい女官だねえ」

　女官の中には、宦官を侮ぶ蔑べつの目で見る者もいる。男でも女でもない、いびつな生き物に対する目だ。

「そうだろう、よく手伝ってくれるんだ」

　のほほんとした会話をする宦官二人。

　宦官といえば、時代によっては権力欲にまみれた悪人のごとく扱われるが、実際はほんの一握りである。大抵は、このように穏やかな性格をしている。

（例外もありますが）

　猫猫の頭にちらりと不愉快な顔が浮かんだので、消去する。

　炭に火をつけ、網を置き、手で裂いた松茸を置く。また勝手に果樹園から失敬した酢す橘だちを切る。

　独特の香りが鼻にかかり、少し焦げ目がついたところで皿に盛り、塩と酢橘をかけていただいた。

　二人のおっさんともに、口に入っているので共犯者決定である。ちゃんと二人が口に入れるまで猫猫は食べるのを待っていた。

　猫猫がもぐもぐと口を動かしている中、やぶ医者はのんきに世間話をする。

「嬢ちゃんはなんでもできるから助かっているんだよ。軟膏以外にもいろんな薬を作ってくれるんでね」

「ほお、そりゃあ結構だね」

　まるで実の娘に接するようなのでいささか困ってしまう。

　ふと、もう半年以上も会っていないおやじを思い出した。食事はちゃんととっているだろうか。薬代を踏み倒されていないだろうか。

　ほんの少し感慨にふけっていると、やぶ医者は実にやぶ医者らしい失言をしてくれた。

「ああ、作れない薬はないんじゃないのかね」

（はあ？）

　誇大広告はよしてくださいと言う前に、目の前の宦官は反応していた。

「なんでもかい？」

「なんでもさ」

　ふふんと鼻を鳴らすやぶ医者、ああ、やぶ医者たる所以ゆえんである。

　宦官の小父おじさんが目を見開いて猫猫を見る。なにかしら深刻な表情だ。

「じゃあ、呪いを解く薬も作れるのかい？」

　男はかぶれた右手をなでながら言った。

　顔の気色は先ほどの青白さに戻っていた。
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　一昨日の晩のこと。

　仕事はいつもごみの片付けで終わる。

　後宮のあちこちから出たごみは、荷車で集められ、西側の大穴で焼却される。

　本来は夕方以降に火を放つのは禁止されているのだが、風もなく、空気も湿っているので問題ないと許可を出した。

　下官たちが穴の中にごみを投げる。

　仕事を早く終わらせたかったので、自分も同じように作業に徹する。荷車のごみをどんどん捨てる。

　ふと、荷車の中に目につくものがあった。女物の衣だ。絹ではないが、上質のもの。捨てるにはもったいない。

　どうしたものかと持ち上げてみれば、中にはばらばらの木もっ簡かんが包まれていた。

　包んでいた衣は袖口が大きく焼け焦げている。

　一体どういうことだ。

　はてと頭を抱えたとて仕事は終わらない。

　木簡を一つ一つ拾い上げ、穴の中の火にくべた。
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「すると、炎が勢いよく噴き上げて不気味な色に変わったと」

「ああ」

　小父さんは思い出すのも恐ろしい様子で肩を震わせる。

「その色は、赤や紫や青？」

　猫猫は確かめるようにたずねた。

「そうだよ」

　猫猫はなるほどと頷うなずいた。

　今日聞いた小蘭の噂の元はここだというのか。

（西側の話なのに、ここまで回るのか）

　女官の噂は韋い駄だ天てんよりも早いというのは本当だろう。

「ありゃあ、昔火事で死んだ妃の呪いだ。やっぱ夜に火をつけるのがいけなかったんだ。だから、こんな手になっちまったんだ」

　宦官の手のかぶれは、炎を見た後にできたらしい。青ざめた顔でぶるぶると震えている。

「なあ、娘さん。呪いを解く薬を作ってくれよ」

　すがりつくような目で小父さんは猫猫を見る。藁にもすがるような顔だ。

「そんな薬あるわけないですよ」

　猫猫は冷たく言い放ち席を立つと、隣の部屋の薬棚をごそごそといじりだした。

　おろおろとするやぶ医者と小父さんを尻目に、なにかを卓子テーブルの上に置いた。粉のようなものがいくつか、あとは木簡の端切れだった。

「こんな色じゃありませんでした？　その炎って」

　猫猫は木簡を焼けた炭につけ、火がともったことを確認すると、薬やく匙さじで白い粉を取り火に入れた。

　橙色だいだいの炎が赤く変わる。

「でなければ、こちら」

　違う粉を入れると、青緑色に変わった。

「これでも、できますね」

　松茸につける塩をひとつまみ入れると、黄色に変わる。

　二人の宦官は目を丸くしている。

「嬢ちゃん、これは一体？」

　驚いた様子でやぶ医者が聞いた。

「色つきの花火と同じです。燃えるものによって、色が変わるだけです」

　楼ろう閣かくの客に花火職人がいたのだ。門外不出の秘伝の技も、閨ねやの中では世間話に変わる。隣で子どもが寝起きしていることも知らないで。

「じゃあ、この手はなんなんだ？　呪いじゃないのか？」

　小父さんは手を擦りながら猫猫に聞いた。

　猫猫は白い粉を差し出す。

「これを素手で触ると、発疹ができることがあります。もしくは、木簡に漆うるしでも使われていたとか。どちらにしろ、肌が弱くかぶれやすいのではないのですか？」

「……言われてみれば」

　手を腫はらした宦官は、骨がなくなったように、ふにゃふにゃと力なく座り込んだ。小父さんの顔には安あん堵どと驚きが張り付いている。

　先日もばらばらの木簡になにかしら付着していたのだろう。それを燃やすことで色とりどりの炎が生まれた。

　呪いでもなんでもない、ただそれだけだった。

（なんでまた、そんなのがここにあったのかってことだけど）

　猫猫の考えはさえぎられた。

　ぱちぱちと手を叩く音が聞こえた。猫猫が振り返ると、部屋の入口にすらりとした影があった。

「お見事」

　いつのまにか、嫌なお客が立っていた。

　変わらずの天上の笑みを浮かべて、壬ジン氏シが立っていた。










十五話　暗躍







　猫マオ猫マオが壬ジン氏シに連れられて来たのは、宮官長の部屋だった。

　中年の女にょ官かんは、壬氏の指示で退出した。

　猫猫の本音を正直、申し上げよう。この生き物と同部屋二人きりなど、まったくもって無理なのだ。

　猫猫とて、きれいなものは嫌いではない。

　ただ、あまりにきれい過ぎると、ほんの少しの汚点が罪悪のように感じられて許せないのである。磨き抜かれた玉にほんの一筋の傷が入るだけで、価値が半分になるのと同じだ。

　見た目はよくても中身が残念。

　ゆえに、つい壬氏を、地面を這はいずり回る虫を見るような目で見てしまうのだ。

　まったく仕方のないことである。

（鑑賞物として接したい）

　小市民猫猫の本音である。

　女官と入れ替わるように高ガオ順シュンが入ってきたときは、ほっとした。最近、この無口な従者が癒やし系に変わりつつある。

「これらは一体何色くらいあるんだ？」

　壬氏は、医局から持ち出した粉を並べる。猫猫の記憶にある限りの薬なので、もっと他にあるのかもしれない。

「赤、黄色、青、紫、緑、細かく分ければもっとあります。具体的な数はわかりません」

「では、木もっ簡かんにその色をつけるにはどうすればいい？」

　粉のまま擦こすり付けるのは無理がある。いくらなんでも怪しかろう。

「塩ならば水に溶かして色をつければいいだけです。こちらも同じようにいけると思います」

　猫猫は白い粉を寄せる。

「他のものは、水以外のもので溶けるものがあるみたいです。これも、専門外なのでわかりません」

　同じ白い粉でも水に溶けるもの溶けないもの、油になら溶けるものとさまざまだ。木簡に浸すとなれば水を使ったものと考えるのが妥当だろう。

「十分だ」

　青年は腕を組んで、思考にふける。

　それだけで一枚の絵のようである。天というものは、人に人非ざる美を与えることもあるのだから罪深いものだ。そして、それを賜った者が宦官として後こう宮きゅうで働いていることも実に皮肉がきいている。

　壬氏が後宮内のいろんなことを掌しょう握あくしていることはわかっている。

　今の猫猫の言葉がなにかの根拠になったのだろう。壬氏は頭の中でばらばらになった欠片かけらを組み合わせているようである。

（暗号……かな？）

　導き出される答えはおそらく同じものであろう。しかし、それを言うべきではないと猫猫は重々承知していた。

　雉きじも鳴かずば打たれまい、ということわざがある。どこの国のものだったろうか。

　これ以上、用はなさそうなので猫猫が退出しようとすると、

「待て」

　壬氏に呼び止められた。

「なんでしょうか？」

「土瓶蒸しが好きだ」

「なんの？」というまでもない。

（やっぱばれてるか）

　やはり医局で松茸を食べるのは目立ち過ぎたようだ。

　猫猫は、肩を落として、

「明日にでも探してまいります」

　と伝えた。

　明日も松林に行かねばならない。
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　ぱたんと、扉が閉じたのを確認すると、壬氏は甘い蜂蜜の笑顔をしまう。代わりに水晶の切っ先のような視線になる。

「ここ最近、腕にやけどを負った者を探せ。とりあえず部屋付以上、それにつく侍じ女じょも調べておけ」

　控えていた副官に命令する。寡黙な高順はその言葉を待っていたかのように頭を下げる。

「御ぎょ意い」

　高順が退出すると、宮官長が入ってきた。いつも来るたびに追い出して申し訳ないと壬氏は思う。

「すまないね。いつも場所を借りてしまって」

「そ、そんなことは」

　女官は年甲斐もなく顔を赤らめている。

　壬氏は表情に、また天上の甘露の笑みを張り付ける。

　女とはこうあるべきなのに。

　いいように使おうとも、まったく効力がない。自分の顔の出来はその程度のものだったのか。

　壬氏は、ほんのひとときだけ唇を尖とがらせると、また元の笑みを浮かべて、部屋を出た。
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　翡ひ翠すい宮きゅうに戻るなり、猫猫を待ち構えていたのは宦官が運ぶ行李の山だった。広間にはいくつも重ねられ、侍女たちがせっせと中身を確認していた。

　皇帝からの貢物プレゼントか、それとも実家からの仕送りかと思ったが、なんだか様子が違う。玉葉妃の衣ドレスにしてはかなり地味で、何着も同じものがある。侍女たちが自分に合わせて丈を測っているところを見ると、どうやら新しい侍女服らしい。

「はい、これ着てみて」

　先輩侍女である桜イン花ファは猫猫に真新しい衣を差し出してきた。

　生き成なりの上着に、薄赤の裳スカート、袖は薄黄色でいつもよりも大きく広がっている。

　絹ではないが、上等の綿でできていた。

「なんですか、これ？」

　色は侍女にふさわしい地味なものだが、意匠デザインは実用には向かない。それに、胸元の大きく開いた服など、猫猫は着たことがないので、思わず嫌な表情を浮かべる。

「なにって、園遊会の衣装だけど」

「園遊会？」

　先輩侍女たちの好意に完全に甘えていた猫猫は、毎日毒見と薬作り以外は、外を駆け回り薬草を採ったり、小シャオ蘭ランとおしゃべりしたり、医局で茶をいただいたりしていた。ゆえに、上流階級の話題はほとんど耳に入らなかった。

　正直、こんな楽な仕事でいいのかと思うくらいである。

　首を傾げる猫猫に桜花が呆あきれた顔で教えてくれる。

　年に二度、宮廷の庭園で園遊会が開かれること。

　后きさきのいない皇帝は、正一品の妃を連れてくること。妃の世話をする女官もついていくこと。

　後宮内では、玉ギョク葉ヨウ妃が『貴妃』、梨リ花ファ妃が『賢妃』を冠している。

　他に二人、『徳妃』と『淑妃』を合わせて四夫人、それらが正一品となる。

　本来、冬の園遊会は『徳妃』と『淑妃』のみ出席のはずである。だが前回、赤あか子ごを産んだばかりの玉葉妃と梨花妃は欠席したため、今回は四夫人揃って参加することとなった。

「全員参加、ですか」

「ええ、心してかからないと」

　桜花の鼻息が荒くなるわけである。

　ただでさえ、後宮の外に出る滅多にない機会である上、鈴リン麗リー公主ひめのお披露目、上級妃の揃い踏みと行事イベント満載なのだ。

　侍女の数が少ない玉葉妃のため、慣れないことを理由にして猫猫が辞するわけにはいかない。そういう公の場所こそ、毒見役が重要視されることくらいわかっている。

（血の雨が降りかねない）

　猫猫の勘は当たる。

　困ったことに当たるのである。

「少し、胸元は詰め物をしたほうがいいわね。おしりの周りもかさ増しするけど大丈夫？」

「お任せします」

　ふくよかさが美徳とされる中で、猫猫の体型は貧弱というほかない。

　ぎゅうぎゅうと帯を締めつけ、裳スカートの丈や袖の長さを調整しながら、桜花はさらにとどめを刺してくれた。

「ちゃんと、お化粧もしないとね。たまには、そばかす隠す努力もしなさいよ」

　にやりと笑う桜花に、猫猫がひきつる笑顔を返したのはいうまでもない。




　猫猫は、あらためて紅ホン娘ニャンから園遊会の流れを聞いてげっそりとした。

　紅娘は、昨年春の園遊会に出席しており、

「今年はなくて、安心していたのに」

　と、ふうっと、深いため息をついた。

　なにが嫌なのか、と聞けば、なにをするわけでもないらしい。ただ立っていればよいのだ。

　あくまで妃はお客側の立場であり、ただ皇帝に付き従っていればよい。その侍女たちも同じくだ。

　演えん武ぶに演えん舞ぶ、詩歌に二に胡こといった出し物を見、出された食事を食べて、適当に挨拶に来る官たちに笑顔を振りまけばよいだけである。

　空からっ風の吹く屋外で。

　庭園は皇帝の権力に比例するごとく無駄に広い。

　ちょいと御手水トイレに行こうものなら、四半時さんじゅっぷんは必要となる。

　主賓たる皇帝が座を立つことはなく、妃たちもそれに従うしかない。

（鉄の膀ぼう胱こうが必要になるな）

　春先の園遊会でまいるくらいなら、冬はどんなものになるやら。

　そこで、猫猫は肌着に衣嚢ポケットをいくつもつけ、中に温石カイロを入れるようにした。また、生しょう姜がとみかんの皮を細かく削り、砂糖と果汁で煮て飴にした。

　肌着と飴を紅娘に見せたところ、目を潤ませて全員分作るように頼まれた。

　作っている最中、暇人宦かん官がんが来て自分のも作れと言ってきた。

　その従者もなにやら言いたげなので仕方なく一緒に作ってやった。

　また、夜の御通りの際、玉葉妃が皇帝に話したらしく、翌日、皇帝直属のお針子と食事係が来たので作り方を教えてあげた。

　なるほど、よほどの苦行らしい。

　しかし、少しの工夫でいくらかましになるものなのに、皆、頭が回らず苦労していることがわかった。慣例に慣れてしまうと、ちょっとした工夫でも思いつかなくなるものらしい。

　おかげで園遊会まで、猫猫は内職で終わってしまった。途中、たまに出る猫猫の悪い言葉遣いを直そうと、紅娘が教育しに来てくれた。親切なのはありがたいがゆえに迷惑だった。他の三人娘と違い、侍女頭である紅娘は猫猫の本性をちょっぴり知っているようだ。

　前夜にようやく手が空いたので、手もとにある薬草で薬を作ることにした。念のための薬である。




「お綺麗です、玉葉さま」

　桜イン花ファたちの言葉は、世辞で言っているのではない。

（さっすが、寵ちょう妃ひというだけあるな）

　異国風情の漂う妃きさきは、紅の裳スカートと薄紅の着物を着ていた。上に羽織る大袖は裳スカートと同じ紅で、金糸の刺繍が入っている。髪は大きく二つの輪に結わえられ、二つの花はな簪かんざしと、真ん中に冠がのせられている。花簪から銀の笄こうがいが伸び、先に赤い絹の房飾りと翡ひ翠すいの玉が下がっていた。

　意匠デザインが派手なのに服に着られることがないのは、玉葉妃だからであろう。

　燃えるような赤い髪を持つ妃は、国で一番紅が似合うと言われている。また、赤の中に翡翠色の瞳が輝くのも神秘的な空気を漂わせていた。異国の血を濃く引く玉葉妃だからこそだろう。

　猫猫たちの裳スカートに薄紅を使うのも、玉葉妃に従っているという意味だ。主あるじと同系色を纏まとい、色を薄めることで主を引き立てるのだ。

　侍女たちは、互いに揃いの衣を着け、髪を結う。

　玉葉妃はせっかくだからと、自分の化粧台から飾り箱を取り出した。

　中には翡翠のついた首飾りや耳飾り、簪が入っていた。

「私の侍女たちだもの。変な虫がつかないように、しるしをつけとかないと」

　そう言って、それぞれの髪や耳、首に飾りをかけていく。
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　猫猫には玉のついた首飾りをかけてくれた。

「ありがとうございま……」

（ひっ！）

　礼を言い終わる前に、猫猫は羽交い締めにされた。

　後ろから、桜花ががっしり腕を回していた。

「さあてと、お化粧しないとね」

　刷は毛けを持ち、にやにやするのは、紅ホン娘ニャンである。いつもより少し浮き足だって見えるのは気のせいだろうか。他の二人の侍女もそれぞれ貝の紅入れと筆を持っている。

　ここのところ先輩侍女たちが猫猫に化粧をさせようと息巻いていたのを忘れていた。

「うふふ、可愛くなってらっしゃい」

　共犯者はここにもいたようだ。玉葉妃はころころと鈴の鳴るような声で笑う。

　動揺を隠せない猫猫に四人の侍女たちは容赦ない。

「まず、顔を拭いて、香油を塗らなくてはね」

　がしがしと濡れた布で猫猫の顔を拭いた。

『えっ？』

　桜花たちの間抜けな声が重なって部屋に響いた。

（あーあ）

　猫猫は疲れた顔をして天井を仰いだ。

　顔と拭いた布を見比べながら、侍女たちは口をぽかんと開けている。

（ばれちゃったか）

　猫猫は居心地悪そうに目を閉じた。

　ここで一つ言っておく。

　猫猫が化粧を嫌がった理由は、化粧が嫌いだからではない。苦手というわけでもない。

　むしろ、得手不得手なら得意といえる。

　ならば、なにかといえば、すでに化粧をすませた顔だったからである。

　濡れた布には薄茶の汚れがついていた。

　皆がすっぴんだと思っていた顔は、実は化粧メイク後の顔だったわけである。










十六話　園遊会 其の壱







　園遊会が始まるまであと半時いちじかんという頃、玉ギョク葉ヨウ妃と侍じ女じょたちは庭園の東あずま屋やで時間待ちをしていた。

　池には色とりどりの鯉が跳ね、赤く染まった紅葉が残り少ない葉を散らしていた。

「あなたのおかげで助かったわ」

　日の光は十分だが、風が冷たく乾いている。普段ならぶるぶると震えるしかないのだが、温石カイロをつけた肌着のおかげで皆それほど苦ではない。

　心配だった鈴リン麗リー公主ひめも、籠の中で丸まっている。籠の中には同じく温石カイロを入れている。

「公主ひめのものは時折外して、布を巻き替えてください。やけどをする場合がありますので。あと、飴は舐なめすぎると口内がひりひりするので気を付けてください」

　猫マオ猫マオは替えの温石カイロを手籠の中に入れている。公主ひめのおむつや着替えもその中にある。温石カイロを温める火鉢はもう宦かん官がんに頼んで会場の裏に運び込んである。

「わかったわ。それにしても」

　ふふふ、と悪戯いたずらっぽい笑いが玉葉妃から漏れる。他の侍女たちも苦笑する。

「あなたは私の侍女なんだからね」

　と、玉葉妃は翡ひ翠すいの首飾りを指さした。

「さようでございます」

　猫猫は言葉のままとらえることにした。




　〇●〇




　高ガオ順シュンは、徳妃のご機嫌をうかがう主あるじを眺めていた。

　天女の微笑みと天上の甘露を持つ壬ジン氏シは、幼いながら美姫と謳うたわれた徳妃よりも艶あでやかであった。

　普段の簡素な官服から、いくらか刺繍を加えて、髪に銀の簪かんざしを挿しただけなのに、絢けん爛らん豪華な衣をまとう妃きさきをかすませてしまう。

　ここまでくると嫌みな存在であるが、かすんだ妃本人が目を潤ませてうっとりしているので問題ないだろう。

　まったく罪な主人あるじだと、高順は思った。




　三人の妃たちを回り、次に玉葉妃のもとへ向かう。

　池の向こうの東屋にいるのを見つけた。

　四夫人に対して平等に接すべき壬氏であるが、最近、どうにも玉葉妃への肩入れが強い。

　まあ、皇帝の寵ちょう妃ひということでそれほど問題視すべきでないが、理由は他にもあるのは明確だ。

　昔から玩具おもちゃをもてあそぶ癖は直らないらしい。困ったものだ、と高順は首を振る。

　壬氏は、妃に礼をする。赤い衣がよく似合うと褒める。

　たしかに、似合って美しいと高順は思う。異国の神秘さと生来の艶やかさが空気にまで交じるようである。

　おそらく、後宮内で華やかさにおいて壬氏に見劣りしないのは、玉葉妃くらいだろう。

　だからといって、周りの女にょ官かんたちが美しくないわけでなく、各々自分の魅力を引き出していた。

　壬氏のすごいところは、それを明確に口にするところである。

　誰もが自分が気に入っている部分を褒められたい。そこをうまくつくのだ。

　壬氏は嘘をつかない。

　ただ、本当のことを言わないだけで。

　平静を装っているようだが、左の口角がわずかに上がっている。長年、仕えてきた従者にはわかる。玩具を目の前にした子どもの表情である。困ったものだ。

　公主ひめの顔を見るように見せかけて、小柄な侍女に近づく。

　が。

　そこには無表情で、どこか壬氏を見下しているかのような、あまりに不遜な顔をする、見慣れない侍女がいた。




　〇●〇




「ごきげんよう、壬氏さま」

　また来たのか、暇人野郎、という顔を表に出さないように猫猫は気を付ける。

　高順が見ているので、できるだけ穏便にいきたい。

「化粧しているのか？」

　ぼんやりとした口調で壬氏が問うた。

「いいえ、していませんけど」

　唇とまなじりに紅を入れているだけであとはすっぴんだ。化粧のうちに入らないだろう。

　鼻の周りにうっすらと斑まだらが残っているが気にするほどでもない。

「そばかすが消えているぞ」

「ええ、消しましたから」

　残っているのは、昔、自分で針を刺して入れた黥いれずみである。深く刺さず、薄い染料でつけたそれは一年ほどで消えてなくなる。

　たとえ消えるとはいえ、罪人の刑と同じことをするのに、おやじは難色を示していた。

「化粧して消したんだろ？」

　壬氏は猫猫に確認するように言った。眉が歪み、目を細めて猫猫をじっと見る。

「化粧を落としたから消えたんですよ」

（あー、適当にはいはい言っとけばよかったかな）

　猫猫は、返答を間違ったことに気付いたがもう遅かった。説明するのも面倒くさい。

「おまえの言っていることはおかしいぞ、矛盾している」

「いいえ。そんなことはありません」

　化粧とはなにもきれいにするだけのものではない。既婚の女がわざわざ醜くなるように化粧をする場合もある。

　乾いた粘土と染料を溶いたものを、猫猫は毎日鼻の周りにつけていた。黥いれずみのそばかすをぼやかすと、うまい具合にしみのようになる。まさか、そんなことをやっているとは思わず、誰も気が付かなかっただけだ。

　そばかすとしみを持った、特徴のない顔の女。

　だから醜女しこめと呼ばれていた。

　逆をいえば、そばかすもしみもなければ、ただの特徴のない、つまり平均的な顔立ちであることがいえる。

　それはほんの少しの紅でも雰囲気が変わり、普段の猫猫とはまったく違う顔ができていた。

　猫猫の説明に、なんだか理解できないというふうに、壬氏が頭を抱えている。

「なんで、そんな化粧をするんだ？　意味あるのか？」

「ええ、路地裏に連れ込まれないためです」

　花はな街まちとはいえ、女に飢えた奴らもいる。そいつらは、大抵金も持たず、暴力的で、中には性病持ちも多かった。娼館の一部屋、道に面するところに薬屋を構えているため、変わった趣向の張見世ショーウインドウだと勘違いされることもあった。世の中、色物を好む輩やからも少なくない。

　当然、ごめんこうむりたい。

　ちびで痩せぎすで、その上そばかすだらけの小娘ならば、そうそう狙われることはない。

　ぽかんとした壬氏が、なぜか恐る恐る聞いた。

「連れ込まれたのか？」

「未遂ですよ」

　いわんとした言葉がわかったため、猫猫は半眼でねめつける。

「代わりに人買いにかどわかされましたけどね」

　嫌み代わりに付け加えた。

　後こう宮きゅうに売りとばす女は見目よいほうがいい。あのとき、たまたま化粧を忘れて薬草を採りに行ったのだ。薄れてきた黥いれずみの染料を採るために。どうやら、ぎりぎり売り物になると判断されたらしい。

　壬氏は頭を抱える。

「悪いな。管理が行き届いてなくて」

　こんな形で、後宮の女官が集められるのは、管理者としても意に沿わぬのだろう。壬氏にいつものきらきらしさはなく、少しだけしゅんとしている。

「別に、かどわかしの身売りと口減らしの身売りの区別なんてつかないだろうから、どうでもいいです」

　前者は犯罪で、後者は合法にあたる。たとえ、かどわかしでも買った人間がそれを知らなかったと言えば、罰せられることはないのだ。

　そんな法の抜け穴をついて女官を送る輩も多い。多種多様に送り込めば、どれか帝みかどの食指が動くかもしれない。そして、給金の一部は自動的に懐ふところに入る。

　今現在、後宮でそんな化粧をしているのは、文字を書けることを隠していたのと同じ理由である。今さらどうでもよくなったわけだが、いきなり素顔になるのも時機タイミングがわからず、そのままでいただけにすぎない。

「腹立たしくないのか？」

　壬氏が首を傾げる。

「それは言うまでもなく。でも、壬氏さまのせいではありません」

　為政者に完璧を求めるのは無意味だと猫猫はわかっている。どんなに治水しようとも、水害を完全に防ぐことはできないのと同じだ。

「ああ、申し訳なかった」

　飾り気のない声が聞こえた。

（珍しく素直だな）

　猫猫が見上げようとすると、頭にさくっと何かが挿さった。

「痛いのですが」

　猫猫は不満げな顔で壬氏を見る。何をした、とねめつける。

「そうか、やる」

　そこには、ただの甘ったるい笑みではなく、どこか憂いと気恥ずかしさの交じった顔があった。

　猫猫が頭をさわると、なにもつけていないはずの髪に冷たい金属の感触がする。

「じゃあ、あとは会場でな」

　後ろ姿のまま手を振り、壬氏は東屋を去った。

　挿さっていたのは男物の銀の簪かんざしだった。先ほど壬氏がつけていたものだろう。地味な作りに見えて、細かい彫り物がびっしりされている。売ったらそれなりの値になるだろう。

「あー、いいなあ」

　桜イン花ファがもの欲しそうに見ていたのであげようと思ったが、他の二人も同じ顔をしていたので猫猫はどうしようかと考える。

　紅ホン娘ニャンは苦笑して、差し出そうとした猫猫の手を押さえ、首を振った。人からもらったものをほいほい渡すなということらしい。

「もう、早速約束を破ったのね」

　玉葉妃がすねた顔をして見ている。

　妃は、猫猫の持っていた簪を取ると、結わえた頭にきれいに挿してくれた。

「私だけの侍女じゃなくなったじゃない」

　幸か不幸か、猫猫は宮中、特に上流階級の話にうとい。

　それが示す意味もわかっていなかった。










十七話　園遊会 其の弐







　園遊会は中庭に設けられた宴席にて行われる。大きな東あずま屋やに緋ひ毛もう氈せんが敷かれ、長卓が二列に並べられ、その先に上座が設けられている。

　主上を上座とし、両脇に皇太后と皇弟、東側に貴妃、徳妃、西側に賢妃、淑妃が座する形となる。東とう宮ぐうがみまかられた現在、現帝の同腹の弟が、第一継承権をいただいている。

　それにしても、猫マオ猫マオには、喧嘩を売るためだけの配置にしか思えない。四夫人の敵対心をあおっているようでならない。

　皇帝の弟君は、母が皇太后であるにもかかわらず日の目を見ない生活をしているらしい。表向きこうして上座に席を設けられているが、空席である。病弱でほとんど自室から出ず、執務も行わない。

　一部では、歳の離れた弟を皇帝が甘やかしているだとか、もしくは幽閉しているだとか、皇太后が可愛がり過ぎて外に出したがらないのだとか、いろんな臆測が回っている。

　まあ、猫猫には関係ないことである。

　料理が出るのは昼過ぎであり、今は皆、曲芸や演舞を楽しんでいる。

　玉ギョク葉ヨウ妃には、侍じ女じょ頭の紅ホン娘ニャンのみついており、なにか用がない限り他の侍女たちは幕の裏側で指示を待つのだ。

　公主ひめは皇太后があやしていた。漂う気品と衰えを知らぬ美しさは四夫人に囲まれても見劣りしなかった。席の配置からして、帝みかどの后きさきと間違われてもおかしくない若々しさだった。

　実際、皇太后の実年齢は若かった。桜イン花ファからそれを聞いて、現皇帝を産んだ年齢を逆算したら、先代の皇帝を白い目で見たくなった。世には幼女趣味という特殊性癖があるが、それが時の権力者であればどう反応すればいいだろうか。とりあえず、皇太后は頑張って産んだんだな、それだけで偉いと猫猫は思った。

　そんなことを考えていると、びゅうっと強い風が吹いてきた。猫猫はぶるりと身体を震わせる。

（いっそ天幕テントを用意してくれ）

　幕といっても目隠し程度なので、風よけにもならない。

　温石カイロを持った猫猫たちが寒いと思うのだから、他の妃きさきの侍女たちはさらにたまらないだろう。

　案の定、控えている他の侍女たちは身体を小刻みに震わせ、中には内股になっている者もいる。今のうちに厠かわやに行けば問題ないと思うが、他の妃の侍女の手前、行くに行けないところかもしれない。

　困ったことに、四夫人の侍女たちは主あるじたちの代理戦争をしたがるのである。

　いさめる立場にある侍女頭はそれぞれの妃のそばについている。止める者はいない。

　今現在、抗争の図は『玉葉妃軍対梨リ花ファ妃軍』、『淑妃軍対徳妃軍』である。

　ちなみに、玉葉妃軍営は総勢四人なので、向こうの侍女の半分もいない。いささか不利かと思われるが、桜花が頑張っていた。

「はあ？　地味ですって？　馬鹿じゃないの？　侍女ってものは、主に仕えるものでしょ。無駄に着飾ってどうするのよ」

　どうやら衣装のことでもめているらしい。向こうの侍女たちの衣装は、梨花妃に仕えるということで、青基調。ひれがついていて飾りものが多いので、こちらよりも幾分派手である。

「なに言ってんの？　見た目が悪いと、主が苦労するのよ。やっぱ、あの不細工を雇ってるだけのことはあるわー」

　水晶宮の侍女たちがくすくすと笑う。

（おっ、目の前で莫ば迦かにされているようだ）

　他人事のように猫猫は思った。いうまでもなく、不細工というのは自分のことであろう。自分がこの後宮内で十人並み以下であることは重々承知している。

　偉そうに胸を張る女にょ官かんは、以前、猫猫に反発していた一人だった。強気な性格だが、それに根性は付随しておらず、ことあるごとに「お父さまに言いつけてやる」と言っていたのだ。猫猫は黙らせるため、その女官が一人の時に壁際に追いやり、内股に膝ひざを差し入れながらうなじを指先で撫でてやった。そして、「では、言いつけられない身体にしてやる」と言い返したら、その後、一切近づかなくなった。

（妓ぎ女じょ流の冗談は通じないのか）

　少なくとも世間知らずのお嬢さまには向かない言葉である。なにをされるのか、びくびくしながら遠巻きにされた。そんな冗談をいちいち真に受けるとは、箱入りである。

「いないとこ見ると、置いてきたんでしょ。あんな醜女しこめ連れてきたら恥もいいところだものね。玉飾りの一つももらえないでしょうし」

　女官はまったく猫猫のことに気が付いていないらしい。

（ひどい話だ。二か月も一緒にいたというのに）

　桜花が爆発して飛びかかりそうなのを残り二人が押さえているのを見ると、そろそろ静かにさせたほうがよさそうである。

　猫猫は桜花たちの後ろに回り、鼻を手のひらで隠して青い衣を着た侍女たちを見た。

　怪け訝げんそうに目を細めた侍女の一人が、なにかに気が付くと青ざめて隣の侍女に耳打ちする。鼻を隠したことで、そばかすがなくとも猫猫とわかったらしい。

　伝言遊戯ゲームのように、最後のいばりくさった侍女に届くと、侍女は威圧して突き出す指先をふるふるとさせ、口をあわあわと開いた。

　猫猫と目が合った。

（ようやく気が付いてくれたか）

　猫猫は自分なりに満面の、侍女たちから見れば獲物を狩る狼のような笑みを作る。

「あ、ああ、ああっ」

　間抜けにも、口が回らないらしい。

「なっ、なによ」

　後ろで猫猫がにやにや笑っていることを知らない桜花は、いきなり小動物みたいに震える敵対者をいぶかしむ。

「あっ、ああ。も、もうこれくらいにしてあげるわ。か、感謝しなさい」

　と、侍女は、わけのわからない捨て台詞ぜりふを吐いて、幕の端に向かった。他にも場所は空いているだろうに、猫猫たちから一番離れた場所に向かうのである。

　ぽかんと呆あっ気けにとられる桜花たちと、

（やっぱり、傷つくなあ）

　などと思う猫猫。

　気を取り直し、桜花は猫猫に目線を合わせて、

「もう、前からやな奴らだと思ってたけど。悪かったわね、不愉快な思いをさせて。本当はこんなに可愛いのに」

　すまなそうに桜花が言った。

「気にしていないので。それより、温石カイロを替えなくてよろしいですか」

　猫猫は、本当にまったく気にしていないので問題ない。それなのに、桜花は眉み間けんにしわを寄せ、同情の目を向ける。

「ええ、まだ温かいし、大丈夫。それにしてもなんでいきなり震え出したのかしら？」

　首を傾げるのは、他の二人の侍女も同じである。翡翠宮の三人娘は、働き者で気立てのよい娘たちばかりだが、どこか夢見がちで、それゆえに抜けているところがある。猫猫はそんな桜花たちを嫌いではなかった。少し面倒なところは多いが。

「さあ、お花摘みにでも行きたかったのでは」

　いけしゃあしゃあと猫猫は言った。

　ちなみに、現在の猫猫は、親に折せっ檻かんされ身売りされて捨て駒の毒見役になった、に加えて、水晶宮で二か月間壮絶ないじめを受け、自分の顔を汚したくなるくらいひどい男性不信に陥っている少女という設定になっている。

　困ったことに桜花たちの妄想力は年相応に半端ないのである。

　壬ジン氏シが猫猫に突っかかるのも、天女のような御仁がかわいそうな娘を気にかけているという図に描きかえられているので困ったものだ。

　どこをどう見ればそうなるのか不思議なものである。

　面倒くさいので、訂正する気はないが。




　一方、もう一つの代理戦争はいまだ続いていた。

　人数は、七対七。

　白い衣装を着た侍女たちと暗色の衣装を着た侍女たちである。

　前者は徳妃、後者は淑妃の侍女である。

「あそこも仲悪いわよね」

　しみじみと桜花が言う。火鉢に手を当てて暖をとっている。こっそり猫猫が持ってきた栗を焼いて食べているが、水晶宮の皆は近づこうとせず、他はあの様子なので咎とがめる者はいない。

「齢よわい十四と齢三十五。同じ妃でも親子ほど年齢が離れてたら、そりも合わないわよね」

「若輩の徳妃に、古参の淑妃。そりゃあ、ねえ。いろいろあるものね」

　おっとりした侍女、貴園グイエンが言った。

「そうよね、元嫁姑だし」

　長身の侍女、愛藍アイランも頷うなずく。桜花に比べておとなしい二人だが、年相応におしゃべりが好きだ。

「嫁姑？」

　なんだか後こう宮きゅうらしからぬ話に聞こえる。猫猫は首を傾げた。

「ええ、ちょっと複雑なんだけどさ」

　二人は先帝の妃と東宮妃の関係だったという。

　先帝がみまかられたとき、妃は喪に服すため出家した。

　しかし、それは建前で、俗世を一度捨てることで先帝に仕えたことをなかったことにして、今度は先帝の息子に嫁いだという。親御が権力者だからこそできる荒業だ。

（先帝の時代は五年前）

　そのとき、徳妃は齢九つ。たとえ政略でも、なんだかもやっとくる話である。皇太后はもっと幼い齢に入じゅ内だいしたと考えると、それを通り越して吐き気がした。

　猫猫は今の皇帝の嗜好を思い出して、なんとなくほっとした。ちょっとたわわな果実が好きな御方であるが、先帝の性癖に似なかったことはそれだけで救われる。

（いくら好色でもそれはないよな）

　美び髯ぜんの皇帝を思い出し、云うん々ぬん言っているところで衝撃の真実を知ることになる。

「ありえないわよね。九歳のお姑さんなんて」

　愛藍は耳を疑うようなことを言ってくれた。










十八話　園遊会 其の参







　徳妃、里樹リーシュの第一印象は、空気が読めない子であった。

　宴うたげの第一部が終わり、休憩時間がもうけられると猫マオ猫マオと貴園グイエンは公主ひめのもとへと向かう。貴園が冷たくなった温石カイロを取り換えるあいだ、猫猫は赤あか子ごの容体を見る。

（特に体調は悪くないか）

　きゃっきゃと林檎のような頬をした鈴リン麗リー公主ひめは、最初に会った頃よりもずっと表情が豊かになり、父たる帝みかどからも、祖母たる皇太后からも可愛がられていた。

（しかし、こんな屋外にずっといるのはどうよ？）

　これで風邪でもひかせれば、首が飛ぶかもしれないのだからまったくもって理不尽である。

　おかげで、籠は職人を使ってわざわざ蓋ふたを作ることになり、まるで鳥の巣のようなねんねができた。

（まあ、可愛いからいいか）

　子どもが好きではない猫猫でも可愛いと思うのだから、赤子とは恐ろしい生き物である。

　はいはいをするようになって、外に出たがる公主ひめをやんわりと籠の中に入れ、紅ホン娘ニャンに渡そうとすると、後ろから荒い鼻息が聞こえてきた。

　絢けん爛らん豪華な濃い桃色の大袖を着た、若い娘がこちらを見ていた。後ろに幾人もの侍じ女じょを連れている。

　愛らしい顔をしているが、口を尖とがらせて自分の不機嫌を見せつけているようである。挨拶をせずに、赤子にかまけているのが気に食わないのだろうか。

（これが幼姑？）

　紅娘と貴園が深く頭を下げているのでそれにならう。

　里樹妃はやはり不機嫌な顔のまま、侍女を連れてどこかへ行った。

「あれが徳妃さまですか」

「ええ、そうなの。まあ、大体見てわかったと思うけど」

「いろいろ読めないんでしょうか」

　なにがといえば、その場の空気が、である。

　四夫人ともなれば、それぞれ己が象徴を与えられる。

　玉ギョク葉ヨウ妃であれば、真紅と翡ひ翠すいを象徴とし、梨リ花ファ妃であれば、群青と水晶、淑妃はたぶんお付の衣の色から黒だろう。柘榴ざくろ宮きゅうに住んでいるので、宝石は柘榴石といったところか。

（五ご行ぎょうからとっているとすれば、白が妥当なんだけど）

　里樹妃の着ていた衣は濃い桃色で、いうなれば玉葉妃の赤い衣とかぶっている。宴席の席順を見ると、玉葉妃と里樹妃は隣り合っており、一目見て色のつり合いが悪いのである。

（そういえば）

　遠巻きに聞こえてきた女にょ官かん同士の喧嘩も、そんな話題だった気がする。立場をわきまえない色の衣を着たことを咎とがめていた。

「なんていうか、まだ幼いのよね」

　深くため息をつく紅娘の一言がすべてを物語っていた。




　猫猫は温石カイロのぬるくなったものを、あらかじめ用意していた火鉢に入れた。

　遠巻きによその侍女たちが見ていたので、玉葉妃に了解をとっていくつか渡してあげることにした。

　絹や宝玉を見慣れた侍女たちが、たかだか温めた石くらいで喜ぶのだから、なんだかおかしいものである。

　残念なことに水晶宮の侍女たちは、猫猫が近づくとまるで磁鉄が反発するように一定の距離を置くので渡せずじまいである。震えるくらいならもらっておけばよいものなのに。

「なんだかんだでお人よし過ぎない？」

　桜イン花ファが呆あきれたように言うので、

「そう言われればそうかもしれません」

　思ったことを素直に伝えた。

（そういえば）

　休憩になってから、どうにも裏幕に人が多い。

　侍女だけでなく、武官や文官が入り込んでいるようだ。

　皆、片手に装飾品を持っている。

　女官と一対一で向かい合っている者もいれば、数対一で囲まれている者もいる。

　貴園グイエンと愛藍アイランも知らない武官と話しているようだ。

「ああやって、花の園に隠れた優秀な人材を勧誘するのよ」

　桜花が説明してくれた。どこか得意げに鼻息を荒くしている。なにに興奮しているのだろう。

「はい」

「印に持っている装飾品を渡すの」

「そうですか」

「まあ、違う意味もあるんだけどね」

「なるほど」

　いつもと違って、興味なさそうな返事に、桜花は腕組みをして唇を尖らせた。

「違う意味もあるんですってばー」

「そうなんですか」

　その意味を聞き出そうともしない。

「じゃあ、その簪かんざしちょうだい」

　と、桜花は先ほど壬ジン氏シからもらったものを指す。

「はい。でも、他の二人とじゃんけんしてください」

　火鉢の温石カイロをひっくり返しながら言った。喧嘩になっては困る。それに、勝手にあげたことを紅娘に知られると、ぱしんと後頭部を叩かれるかもしれない。侍女頭はなかなか手が早い。

　二年の奉公が終えたらさっさと花はな街まちに戻るつもりの猫猫には、出世も引き抜きも関係ない話である。

　それよりも、

（あんなのにこき使われるのなら、水晶宮で丁でっ稚ちをしてたほうがましだな）

　と、息絶えた蝉でも見るような目をした。

　すると、

「お嬢さん、これをどうぞ」

　低い男の声がして、目の前に簪が差し出された。小さな桃色珊さん瑚ごが揺れている。

　猫猫が顔を上げると精せい悍かんな顔をした大男が甘い笑みを浮かべている。
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　まだ若く、髭ひげはない。男前といわれる部類の顔をしているが、甘い笑顔に無駄に耐性の強い猫猫としては、なんの感慨もなく見返すだけだった。

　思った反応と違うことを武官は感づいたようだが、差し出した手はおさめられずにいる。中腰につま先立ちなので足元が震えている。

　猫猫はどうやら男を窮地に立たせているのが自分だと気付いたらしい。

「どうも」

　猫猫が簪を受け取ると、男は飼い主に褒められた子犬のような顔をした。

　なんとなく駄犬っぽいと猫猫は思う。

「んじゃあなー、よろしくー。俺、李リ白ハクっていうから」

（たぶん、二度と会わないと思うけど）

　手を振る大型犬の帯にはまだ十数本の簪が差してある。

　侍女たちに恥をかかせないため、皆に配っているのだろうか。気前のよいことである。

（それならば悪いことをした）

　猫猫が桃色珊瑚のついた簪を眺めていると、

「もらったの？」

　と、貴園たちが来た。各々戦利品を帯に差している。

「参加賞ですが」

　猫猫は感慨もなく答えた。一人で相手にもされない女官に渡しているのだろう。

　すると、後ろから、

「それだけでは、さみしいでしょう？」

　聞き覚えのある高貴な声がする。

　振り返ると、豊満な胸部、もとい梨リ花ファ妃が立っていた。

（少し太ったかな）

　それでも、以前の肉体には及ばない。しかし、残った陰りもまた妃きさきの美貌を引き立てていた。濃紺の裳スカートに空色の上着、青い肩掛けを羽織っている。

（少し寒くはないだろうか）

　玉葉妃付である限り、梨花妃には肩入れができない。

　水晶宮を去った後も壬氏づてにしか、容体を聞いたことがなかった。

　たとえ、宮を訪れても侍女たちに門前払いを食らうのはわかっている。

「お久しゅうございます」

　猫猫は、紅娘仕立ての礼をする。

「お久しぶりね」

　顔を上げると、梨花妃は猫猫の髪をさわった。

　また、壬氏のときと同じように何かが挿さった。

　今度は痛くない。ふんわりと束ねた髪になにか引っかかるように挿さっている。

「じゃあ、ごきげんよう」

　梨花妃は、驚きょう愕がくを隠しきれない妃付の侍女たちをたしなめながら、優雅に去っていった。

　呆あっ気けにとられるのは翡翠宮の侍女たちである。

「あーあ。これは玉ギョク葉ヨウさま、すねるどころじゃないかもね」

　桜花が呆れた顔で簪の飾り部分をはじいた。

　猫猫の頭に紅水晶の玉飾りが三つ連なり揺れていた。




　昼になると、猫猫は、紅ホン娘ニャンと交代し玉葉妃の後ろについた。食事のためだ。

　桜イン花ファの助言を聞いて、とりあえずもらった三本の簪かんざしはすべて帯につけることにした。玉葉妃のくれたのは首飾りなので、簪は一本くらいつけていてもいいのだが、それではつけなかった簪と優劣がつくとのこと。常に周りの立場を考えて行動しなくてはならないので、侍女とは面倒くさいものだ。

　あらためて宴席を上座から眺めると、なかなか壮観である。

　西側に武官が並び、東側に文官が並んでいる。長卓に座れるのはその中の二割ほどで、あとは乱れなく立ち並んでいる。この体勢で何時間もいるのは、裏方の侍女たち以上に苦行だろう。

　高ガオ順シュンも武官側の席に座っていた。思ったよりお偉いさんなのはわかったが、宦かん官がんが違和感なく並んでいることに驚いた。

　さっきいた大男も座っている。高順よりも末席に近いが、年齢を考えると出世頭なのかもしれない。

　壬ジン氏シは反対にどこにも見えない。あれだけきらきらしていたら、すぐ見つかりそうなものなのに。

　探す必要もないので、本業に徹することにした。

　最初に食前酒が来た。玻璃ガラスの器から銀杯に少しずつ注がれる。

　猫猫は、ゆっくり杯さかずきを揺らし、接触部分に曇りがないか目視する。

　砒ひ石せきの毒があれば、色が黒ずんでくる。

　ゆっくり回しながら匂いを嗅ぎ、口に含む。毒がないことはわかるが、嚥えん下げしなければ、毒見として認められない。ごくんと喉を潤すと、真水で口をゆすぐ。

（おや）

　どうやら注目されているらしい。

　他の毒見役はまだ、杯に口もつけていない。

　猫猫が何もないのを確認すると、恐る恐る杯に口をつけるのだ。

（まあ、普通はね）

　誰もが死ぬのは怖い。

　誰か先にやるのであれば、見届けてからやったほうが安全である。

（宴席で毒を使うとすれば、即効薬しかないだろうし）

　この中で好んで毒を食らうのは猫猫くらいである。世の中にそうはいない希少な人種である。

（どうせなら、河豚ふぐがいいなあ。内臓をうまく羹スープに紛れ込ませて）

　あの舌の先がしびれる感じがたまらない。あれを感じるために何度、嘔吐と胃洗浄を繰り返したことか。普段は、身体を毒に慣らすために摂取することが多いが、河豚に至っては嗜好品に近い。ちなみにいくら身体に慣らそうとしても慣れる毒ではないことは承知している。

　そんなことを考えているうちに、前菜を持ってきた侍女と目が合った。猫猫の口角が上がっている。気持ち悪くにやにやしていたようだ。完全に引かれているようである。

　猫猫は、ぺちぺちと頰を叩き、顔をいつもの無表情に戻す。

　受け取った前菜は、皇帝の好物で夜食にたまに出ていたものだ。

　食事は後こう宮きゅう側で作っているらしい。いつもと同じものだ。

　他の毒見たちが猫猫をじっと見るので、さっさと箸はしをつけてやる。

　魚と野菜のなますだ。

　皇帝は、好色親父であるが、案外食生活は健康志向だと、毒見役は思う。

（配膳を間違えたな）

　いつもと具が違うことに猫猫は気が付いた。いつもなら青魚が入っているのに、今日はくらげかなにかを代用している。

　皇帝の好物の調理法レシピを間違えることはない。間違いがあるとすれば、別の妃用に作られたものがこちらに来ているのだろう。

　後宮の尚しょう食しょくは有能で、同じ献立メニューでも皇帝用と妃用とを作り分けている。玉葉妃が授乳中は、ずっとお乳によい献立を作っていた。

　毒見が終わり、皆が前菜を食べているところを見ると、やはり配膳を間違ったらしい。空気の読めない里樹リーシュ妃が青白い顔をしている。

（嫌いなものだったか）

　皇帝の好物という手前、残すわけにいかない。

　我慢して食べている。青魚の切り身をつまむ箸が震えていた。

　後ろを見ると、毒見役の侍女が目を瞑つぶり、唇を震わせていた。かすかに弧を描いているのが、見てわかった。

　笑っていた。

（嫌なものを見た）

　猫猫は、視線を戻し、次の料理を受け取った。




　〇●〇




　ただの宴席ならばよいのに。

　李リ白ハクは殿上から見下ろす高貴なかたとは、そりが合わないと思った。

　なにが楽しゅうて、この寒い中、風が吹きすさぶ外で宴会など考えるのだろう。

　いや、ただの宴会ならいい。古事にならって、桃の園の中で気の合う同士で酒を食らい、肉を食はむのはさぞや楽しかろう。

　しかし、高貴なおかたとともになると、常に毒とも一緒になる。

　いかに高級素材を使い、秘伝の技を駆使した会席も、毒見を終えて冷えればうまさは半減する。

　毒見を責めるわけではないが、毎回、おびえた青い顔でゆっくりと匙さじを口に運ぶさまは、それだけで胃を縮めるのだ。

　今日もまた、同じように無駄に長い時間が過ぎるのだと思っていた。

　だが、なんだかそうでもないらしい。

　いつもは、毒見役が皆、顔を見合わせながら匙を運ぶ順を決める。

　でも今日は、やたら威勢のいい毒見役がいるようだ。

　貴妃の毒見役の小柄な侍女は、周りを一いち瞥べつもせず、銀杯を揺らして食前酒を口に含む。

　ゆっくり嚥えん下げすると、何事もなかったかのように口をゆすいだ。

　どこかで見たことがあると思ったら、先ほど簪かんざしを渡した一人だった。さして目立った容貌でなく、整っているが特徴がない。美形の多い後宮の女官の中ではあまたに埋もれるほうだろう。

　しかし、無表情のどこかに、他人を威圧する眼力を持つ娘だった。

　愛想のない娘だと思ったが、表情は案外豊からしい。

　無表情と思えば、なぜかいきなりにやにやして、かと思えば元に戻り、今度は不機嫌な顔をする。

　それなのに、当たり前のように毒見をするので、これはとてもおかしかった。

　次はどんな顔をするやら。暇つぶしにはちょうどいい。

　羹スープを差し出され、娘が匙を入れる。目視し、舌の上にゆっくりのせる。

　娘の目が一瞬、見開かれたかと思うと、急にとろんととろけるような笑みを浮かべた。

　頬に赤みが差し、目が潤み始める。唇が弧を描き、半開きになった口から白い歯と艶なまめかしい舌が見えた。

　これだから女は恐ろしい。

　唇についたしずくを舐なめ取るさまは、熟うれた果実のような最高級の妓女の笑みであった。

　どれだけ美味い料理なのだ。

　平凡な娘をあれだけ妖艶にするなにかがあるのだろうか。宮廷料理人の匠たくみの技によるものか。

　李白がごくりと生唾を飲んだとき、娘は信じられない行動に出た。

　懐ふところから手ぬぐいを取り出し、口に当てると食べたものを吐き出した。

「これ、毒です」

　無表情に戻った侍女は、業務事項を伝えると幕の裏側に消えていった。

　宴席はどよめきをみせながら終わりを告げた。










十九話　祭の後







「ずいぶんとまあ、元気な毒見役なことだ」

　猫マオ猫マオが、口をゆすぎ終わりぼんやりとしていると、神出鬼没の暇人宦かん官がんが現れた。

　宴席からずいぶん離れた場所にいるのによく見つけたものだ。先ほど、なますの後に出された料理、それに毒が入れられていた。猫猫はそれを吐き出して、宴席を離れた。

（侍女があんな行動したら怒られるだろうな）

　もっと穏便に済ませられたが、そういうわけにもいかなかった。久しぶりに食べた毒はとても柔らかく美味しかった。そのまま飲み込んでしまいそうになるくらいに。毒見が毒を美味しそうに食べてしまったら、その役割を果たせない。猫猫は、苦渋の策としてその場を離れることにした。

「ごきげんよう、壬ジン氏シさま」

　いつもどおり無表情で返そうとするが、毒の余韻か幾分頬がゆるい。

　壬氏に笑顔で返したようで少し腹立たしかった。

「むしろご機嫌はそっちだろ」

　壬氏にいきなり腕をつかまれた。こっちは逆になんだか不機嫌である。

「なにをするのですか」

「医務室に向かうに決まってるだろ。毒食らってぴんぴんしているなんて洒落にならないぞ」

　実際、元気そのものである。あれくらい、飲み込まなければ問題ない。

　それにしても、吐き出さずに飲み込んでいたらどうなっただろうか。

　好奇心が身体をめぐる。

　今頃、しびれが体をめぐっていることだろう。

（吐き出さなきゃよかった）

　せめて残りの羹スープをいただけないだろうか。

　猫猫は、壬氏にたずねてみる。

「おまえ、莫ば迦かだろ？」

　壬氏に呆あきれた声で返された。

「向上心が強いと言ってください」

　まあ、普通、そんな向上心は願い下げであろうが。

　それにしても、普段、無駄にきらきらしい壬氏だが、今はなんだか違う気がする。

　頭には新しい簪かんざしが挿してある。先ほどと変わらぬ上等の衣を着けているのに。

　いや、少し襟元が乱れている。乱れることがあったということか。なるほど、そういうことか、この不ふ埒らち者め。寒いからといって、いかがわしいことで身体を温めていたに違いない。

　甘露の声は幾分かすれ、柔和な笑みもそこにはなかった。

（きらきらしいのは調整できるものなのか）

　それとも情事の後で、疲弊しているのだろうか。宴席にいなかったのは、女にょ官かんか文官か武官か宦官を連れ込んだり、連れ込まれたりしていたのだろう。

　そういうことにしておこう。

　まったくお盛んなことである。

（こちらのほうがまだいいな）

　確かに美形であるが、これなら年相応の青年に見えなくもない。いや、むしろ幾分幼く見える。

　今度から来るときは、いかがわしい運動の後にしてもらえるよう高ガオ順シュンに頼んでおくか。

　聞いてもらえるかは別として。

「おまえがあんまり元気そうに出ていくもんだから、ほんとに毒かって食べた奴がいたんだよ」

「誰ですか、その莫迦は」

　毒にもいろんな種類がある。食べてしばらくしないと毒の効き目が表れないものもある。

「大臣がしびれてる。あっちはそれで大騒ぎだ」

　なるほど、これでは国の未来も危ないことだ。

「せっかくなので、これを使ってもらったらよかったのに」

　胸元からごそごそと布袋を取り出す。胸の上げ底に入れていた嘔おう吐と薬だった。昨晩、せっせと作ったものだ。

「胃がひっくり返るほど、よく吐けるように作ったのに」

「いや、それは毒だろ？」

　呆れた口調で壬氏は言った。

「こっちにも医官はいる。任せておけば問題ない」

　猫猫はふと思い出し、足を止める。

「どうした？」

「お願いがあります。一緒に連れてきてもらいたいかたがいらっしゃるのですが」

　猫猫にはどうしてもはっきりさせておきたいことがあった。そのために、ある人物が必要だった。

「誰なんだ？　一体」

　眉をひそめ、首を傾げる。

「徳妃、里樹リーシュさまを呼んではくれませんか」

　猫猫は凛とした口調で言った。




　呼び出された里樹妃は、壬氏には春のようなうれしげな笑みを、猫猫にはなんだこいつという白けた顔を見せてくれた。落ち着かないのか、右手で左手をさすっている。

　幼くとも女という生き物である。

　医務室に向かおうとしたが、お莫迦なお偉いさんのせいで人だかりができており、仕方なく使われていない執務室を使うことにした。こうして比べてみると、建物にも後こう宮きゅうとそれ以外とでは造りに違いがある。簡素で無骨な大部屋に、里樹妃は少し不ふ貞て腐くされた顔をした。

　ぞろぞろ連れたお付は、高順に頼んで一人だけにしてもらっている。

　猫猫は湯冷ましで解毒剤を飲む。飲まなくても平気だが、念のためと言われ、他人の調合した薬に興味があったので飲んだ。解毒剤といっても、胃の中身を全部出してしまう嘔吐剤で、気持ちいいくらいよく吐き出せた。吐きながら満足そうな顔をする猫猫を壬氏は怪け訝げんな目でじっと見ていた。若い娘が吐く姿をじろじろ見るとは、やはり失礼な奴だ。

　やぶ医者と違い、ここの医官は優秀である。

　さっぱりした顔で猫猫は里樹妃に一礼する。妃は半眼で猫猫を見ている。

「失礼します」

　猫猫は里樹妃に近づく。

「!?」

　妃きさきの左手を取り、長い袖をめくった。白いたおやかな腕が現れる。

「やっぱり」

　予想どおりのものがそこにあった。

　本来、すべらかな感触のはずの肌に、赤い発ほっ疹しんができていた。
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「食べられないものがあるんですね、魚介の中に」

　猫猫の言葉に、里樹妃はうつむいたままだった。

「どういうことなんだ？」

　壬氏が腕組みをしたまま聞いてくる。

　いつのまにか、また天女のたおやかさを漂わせていた。しかし、そこにいつもの笑みはない。

「人によっては、食べられない食物がある場合があるんです。魚介の他に、卵、小麦、乳製品などもありますね。かくいう私も蕎麦そばが食べられません」

　明らかに驚きょう愕がくの色を見せるのは、壬氏と高順である。毒は平気で食らうのにといわんばかりだ。

（ほっといてくれ）

　食べられるように努力したが、気管支が狭まり呼吸困難になった。そもそも、食べて腹から吸収されて発疹ができるので、量の調整が難しく治りも遅い。だから、慣らすのをあきらめた。

　そのうち、もう一度挑戦してみたいと思うのだが、やぶ医者しかいない後宮では試すことはできないだろう。

「なんでそれがわかったの？」

　恐る恐る妃が口を開く。

「その前に、お腹の調子は大丈夫ですか。吐き気や痙けい攣れんはないように見えますけど」

　よかったら、下剤を調合しますよ、という言葉に、里樹妃はぶんぶん首を振った。

　憧れの天上人の前でそれを言うのはなかなかひどい話である。猫猫はちょっとだけ、さっきの仕返しをした。

「では、腰かけて聞いてください」

　見かけによらずまめな高順は、椅子を引いている。それに里樹妃は座る。

「玉ギョク葉ヨウさまのお食事と入れ替わっていたからです。玉葉さまは好き嫌いがないので、ほとんど主上と同じものを召し上がりますから」

　それなのに、一品目も二品目も具材が違った。

「鯖さばとあわびですか。食べられないのは」

　妃がこくりと頷うなずく。

　後ろで侍じ女じょが動揺を見せたのを猫猫は見逃さなかった。

「これは食べられない人間にしかわからないものですが、好き嫌い以前の問題なのです。今回は、蕁じん麻ま疹しん程度ですみましたが、ときに呼吸困難、心不全を引き起こします。いわば、知っていて与えたなら、毒を盛ったのと同じことです」

　毒という言葉に周りは過敏に反応する。

「里樹さまは、場の雰囲気もあって言い出せないことだったでしょうが、非常に危険な行為でございます」

　猫猫は、視線をぼんやりと妃と侍女のあいだに定めた。

「ゆめゆめ、忘れないようにしてください」

　どちらにというわけでもなく忠告した。

　しばらく間をおいて、

「常食の配膳係にもお伝えください」

　と壬氏に向かって言ったが、妃と侍女は頭に入っていないようだ。

　猫猫はお付の侍女に詳しく危険性を説明し、もしもの場合の対処方法を書にしたためて渡した。

　侍女は青白い顔のまま、小刻みに首を振っていた。

（脅しはこんなもんか）

　連れてきた侍女は毒見の女だった。

　あの笑っていた女である。




　里樹妃が退出した後、後方からのねっとりとした空気と、肩に触れてくる手に気が付いた。

　猫猫は、干からびた蚯蚓みみずを見るほうがましだという冷めた目をする。

「下げ賤せんの者ゆえ、お手を触れないでくださいますか」

　べたべたするな、この野郎を婉えん曲きょくに伝える。

「そんなこと言うのはおまえくらいだぞ」

「では、皆、気を使っているのですね」

　猫猫は、壬氏のそばから、すたすたと離れる。

　胸やけがしそうな声にため息をつき、清涼剤の高ガオ順シュンを探すが、主あるじに忠実な従者は「頼む、耐えてくれ」と目で訴えていた。

「では、玉葉さまのもとへ報告に行きますので」

「なんで、わざわざ毒見の侍女を同室させたんだ？」

　壬氏は、いきなり核心をついてくる。だからやりにくい。

「なんのことでしょう。わかりかねますが」

　猫猫は、無表情のまま答える。

「では、配膳の者が間違えたというのか？」

「それもわかりません」

　あくまでしらを切る。

「これくらいは答えてくれ。狙われたのは徳妃だということだな」

「他の皿に毒が入っていなければ」

　そういうことになる。

　壬氏が考え込むのを見て、猫猫は部屋を退出すると、壁にもたれて深く息をするのだった。










二十話　指







　翡ひ翠すい宮きゅうに戻るなり猫マオ猫マオは、手厚い看護を受ける羽目になった。

　いつも使っている狭い部屋ではなく、空き部屋の寝台に上等の被褥ふとんが敷かれ、あれよあれよと着替えさせられるとその中に放り込まれた。

　上等の綿を使っており、いつもの菰こもを重ねただけの寝台とは雲泥の差だ。

「薬も飲みましたし、身体に異常はないんですが」

　薬といっても嘔吐剤だが、そこまで言う必要はないだろう。

「なに言ってるの？　あの後、食べた大臣がすっごかったんだから。吐き出したからって無事なわけないじゃない」

　桜イン花ファは心配そうな面持ちで額に濡れた布をのせる。

（本当に莫ば迦かな大臣だ）

　初期治療でうまく吐き出せただろうか。

　気になったところで、今さらここから出られないだろうし、仕方なく目を閉じることにした。

　無駄に長い一日だった。




　猫猫の疲れはけっこうたまっていたらしく、起きたのは昼前だった。

　侍女としてこれはまずい。

　起きて着替えると、紅ホン娘ニャンを探すことにした。

（その前に）

　自室に戻り、いつも使っているおしろいを探す。おしろいといっても、皆が使っている真っ白なものではなく、いつものそばかすを作るものだ。

　磨いた銅板を鏡に、指先で黥いれずみの周りをとんとん叩く。小鼻の上を特に濃く塗る。

（今さら、すっぴんはねえ）

　いちいち説明するのが面倒だ。

　いっそ、逆にそばかすを隠したことにしてしまえばいいのかと思ったが、これはこれで恥ずかしい。たぶん、言われるたびに女の道が初めて通ったときのような反応をしてしまうだろう。

　お腹がすいていたので点心おやつの残りの月げっ餅ぺいを一つ食べた。できれば身体を拭きたかったが、そこまで余裕はない。すたすたと皆がいるほうへと向かう。

　紅娘は玉ギョク葉ヨウ妃のもとで公主ひめの面倒を見ていた。

　はいはいで動き回る公主ひめから目が離せないようで、床の敷布の上からはみ出さないように移動させたり、つかまり立ちの練習で椅子が倒れないように押さえていた。なかなかのお転てん婆ばさんである。

「寝坊し、申し訳ありませんでした」

　猫猫は深く一礼する。

「今日は休んでもよかったのに」

　玉葉妃は困り顔で頬に手を当て、首を傾げている。

「そうもいきません。なにかあればお申し付けください」

　などと言うが、実際、普段から好き勝手にやっているのでいてもいなくても問題はないだろう。

「そばかす……」

　玉葉妃は、あまり触れてほしくないことに突っ込んでくる。

「落ち着かないので、このままでよろしいでしょうか」

「それもそうね」

　妃は意外にも、簡単に引き下がった。

　猫猫は、怪け訝げんな顔を妃きさきに向ける。

「あの侍じ女じょは一体何者だって、みんなから詰め寄られたのよ。大変だったわ」

「申し訳ございません」

　いきなり毒とか言い出した挙句、宴席から勝手に出て行った侍女を皆快く思わないだろう。内心、罰を受けるのではとひやひやしていたが、お咎とがめはないようでほっとした。

「その顔だと、一目じゃわからないから都合がいいわね」

　それでも穏便に動いたつもりだが、そうでもなかったらしい。

　一体なにがいけなかったのだろう。

「それと、朝から高ガオ順シュンが来ているけど、どうする？　暇そうなので、外で草むしりをしてもらっているんだけど」

（草むしり……）

　頼むほうも頼むほうだが、するほうもするほうである。それとも、自主的に始めたのか。

　たしか、けっこうな高官だったと思うが、さすがまめ男である。きっと、他の侍女たちの心をむんずとつかんでいるに違いない。特に三十路の紅娘は、目をきらんとさせている気がする。彼女は有能過ぎるがゆえ、男を引き寄せない性質なのだろう。顔立ちはいいのに、そんな性格である。

「居間を貸していただいてよろしいでしょうか？」

「わかったわ。すぐ呼ぶわね」

　玉葉妃は紅娘から公主ひめを受け取る。

　紅娘は部屋を出て高順を呼びに行った。

　猫猫が自分で行けばよかったのだが、玉葉妃に手で制され、そのまま居間に移ることになった。




「壬ジン氏シさまからこれを」

　来るなり挨拶もそこそこに、高順は布包みを卓子テーブルに置いた。

　開くと銀の器に盛られた羹スープがあった。

　猫猫が食べたものでなく、本来、玉葉妃が食べるはずだったものだ。

　昨日は断ったが、結局、ご丁寧に持ってきてくれた。律儀なことであると同時に、なにか調べろということだろうと、猫猫は受け取った。

「食べないでください」

　神妙な面持ちで高順が猫猫を見る。

「食べません」

（銀は腐食が激しいからな）

　酸化して美味しくない。

　食べない理由が他にあることを、高順はわからないだろう。疑わしげにこちらを見ている。

　猫猫は器に直接触れないように持ち、目を細めてじっと見た。

　器の中身ではなく、器自体を。

「なにかわかりますか？」

　高順が覗き込んでくる。

「これは、素手で持ったりしましたか？」

「いいえ。毒かどうか中身を匙さじで取っただけです」

　毒物にさわるのも嫌だったらしく、手で触れずに布で包み込んだという。

　それを聞いて、猫猫は楽しそうに唇をゆがめる。

「なるほど。少しお待ちください」

　猫猫は居間を出ると、台所へと向かう。ごそごそとあるものを取り出す。

　次は先ほど眠っていた寝室へ。上等の褥しとねに頭を下げ、布と布の縫い目をほどき、中身を取り出し居間に戻る。

　猫猫が持ってきたのは、白い粉と柔らかそうな綿だった。

　猫猫は綿を丸めると、粉をつける。それをぽんぽんと銀の器にはたいた。

　高順は首を傾げ、覗き込んでくる。

「これは？」

　器に粉の跡が残る。

「人間の手が触れた跡です」

　人間の指先は脂が出やすく、金属などに触れるとそこに跡が残るのだ。腐食しやすい銀食器ならなおのことだろう。

　昔、おやじが猫猫の悪戯いたずら防止にと、さわってはいけない器に染料をつけていたことがあった。

　それを参考にして、思いつきでやってみたら、案外うまくいくものである。粉の粒子がもっと細かければ、もう少しはっきり見えただろう。

「銀食器は使う前に必ず布で拭きます。曇りがあっては意味がありませんので」

　食器には指の跡がいくつかついている。

　指の大きさと位置で、どのように持っているのかくらいは推測できそうだ。

（さすがに模様までは読み取れないな）

「器を持ったのは……」

　言いかけて猫猫は、はっとなる。

　それを見逃す高順でもない。

「いかがしましたか？」

「いいえ」

　高順に下手な隠し立てをしようとも意味はない。昨日のごまかしは無駄になるがしょうがない。猫猫は、小さくため息をつく。

「全部でおそらく四人、この器に触れていますね」

　指先が触れないように白い模様を指していく。

「食器磨きは指をつけることがないので、羹スープをよそった者、配膳した者、それと徳妃の毒見役ともう一人の誰か。それらの指跡だと思います」

　高順が精せい悍かんな顔を上げて猫猫を見た。

「なぜ毒見役が？」

　できれば穏便にすませたい。

　それは、この寡黙な男の器量次第である。

「簡単なことです。毒見役がわざと入れ替えたのでしょうから」

　徳妃がなにを食べられないのかわかっていて、わざとすり替えた。明確な悪意を持って。

　猫猫は、器を置いた。

　顔に苦味が走る。

「いじめです」

「いじめ……」

　高順は信じられない顔をする。

　それはそうだ。上級妃に対して侍女が、そのようなことをするなどあってはならない。ありえないのだ。

「信じられないようですね」

　高順が知りたがらないようなら、猫猫も話そうとは思わない。

　臆測でものを言うのは好きではない。

　しかし、侍女がなぜ器に触れたのか説明するには、それを話す必要がある。

　猫猫は、下手なごまかしを入れるより正直に意見を述べることにした。

「聞かせてもらえますか？」

　高順が腕を組んでこちらを見る。

「わかりました。これはあくまで私の臆測であることを前もって言っておきます」

「問題ありません」

　まず、里樹リーシュ妃の特殊な立場から述べる。

　幼いながら先帝の妃となり、そしてすぐに出家する羽目になる。

　多くの女は、妻は夫に身をもって尽くすものだと教育される。育ちがいい者ほどそれが顕著だ。

　たとえ政略とはいえ里樹妃が、亡くなった夫の息子のもとに嫁ぐなど不徳も甚はなはだしいということである。

「里樹妃の園遊会の衣を見ましたか？」

　自分の立場をわきまえていない、派手な濃い桃色の衣を着ていた。

「……」

　高順が黙っているところを見ると、彼の周りでも評判が悪かったのだろう。

「空気、読めていませんでしたよね」

　しかし、里樹妃のお付の者は皆、白に準ずる衣を着ていた。

「普通なら、侍女は妃にまともな衣装を勧めるなり、もしくは合わせて準ずる衣を着るなりするはずです。でもあれは、まるで里樹妃が道化にしか見えなかった」

　侍女は主あるじを立てるものである。それは、紅ホン娘ニャンが他の侍女に言い聞かせている言葉だ。そして、園遊会の際、桜イン花ファの言った言葉でも如実にわかる。主を立てるために、地味な恰好をするようにと。

　そのように考えれば、里樹妃の衣装のことで侍女同士がもめていた件も違う見方が出てくる。

（ふがいない里樹妃の侍女たちを淑妃の侍女たちがいさめていた）

　年若い里樹妃は、侍女におだてられて、似合うからとあの衣装を着けたに違いない。

　なんの疑いもなく。

　後こう宮きゅう内では、周りは皆が敵、信じられるのは侍女たちだけだというのに。それにつけ込んで、恥をかかせたのだとすれば。

「それだけでなく、食事を入れ替えて里樹妃を困らせようとしたと」

　高順が確かめるようにたずねる。

「ええ。結果として命拾いをしましたけど」

　毒にもいろんな種類がある。強力だが、しばらくたたねば効果の見られない毒もある。

　つまり、入れ替えていなければ、毒見が無事だと思い、里樹妃が口にしていただろう。

「嫌なやり方です」

（臆測はそこまでにして）

　器を再び手に取り、指をさす。

「これはたぶん、毒を混ぜた者の指の跡でしょう。縁を押さえて毒を混ぜ入れたのかと」

　食器の縁に触れてはいけない。それも、紅娘の教えである。やんごとなきかたの唇が触れる場所を指で汚してはならないからだ。

「私の見解は以上です」

　高順は顎あごをさすって銀食器を見ていた。

「一つ聞いてよいですか」

「なんでしょう？」

　猫猫は、食器を包み、高順に渡す。

「なぜ、あの侍女をかばおうとしたのですか？」

　怪け訝げんそうに見る猫猫に対し、高順は興味本位です、と付け加えた。

「妃に比べたら侍女の命など軽くたやすいものです」

　ましてや、毒見役ならば。

　高順は、いわんとしたことがわかったらしく軽く頷うなずく。

「壬ジン氏シさまにはうまく説明します」

「ありがとうございます」

　高順が退出するのを見送ると、猫猫はどすんと椅子に腰かけた。

「そうだよね。お礼はしないとね」

（せっかく取り換えてくれたんだから）

　やっぱり、飲み込んでおけばよかったなあ、と思いながら。
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「……以上です」

　仕事で手が離せない壬氏に代わり、高ガオ順シュンが翡翠宮で聞いたことを報告する。

　なるほどねえ、と壬氏は髪をかき上げた。

　机には書類が重ねられ、判を待っている。広いだけでなにもない執務室には、自分と高順しかいない。

「いつ聞いてもおまえの物言いはうまいなあ」

「そうでしょうか」

　精悍な従者はにべもなく言う。

「どう考えても内部犯だよな」

「状況からはそうなります」

　眉み間けんにしわを寄せて高順が言う。簡単に言ってくれる。

　頭が痛くなる。

　思考を放棄したい。

　なにせ、昨日から眠る暇もない。

　着替えもできていない。

　地じ団だん太だを踏みたくなる。

「素すが出てきていますよ」

　壬氏の顔には、普段の甘い笑みはない。年相応に不ふ貞て腐くされていることだろう。

　それが高順には、はっきりわかるらしい。

「誰もいないからよくないか？」

　壬氏は、厳しいお目付け役をうかがい見る。

「私がいます」

「そこはおまけで」

「だめです」

　壬氏は、軽口を叩いてみるが、生真面目なこの男には通用しない。

　生まれたときから面倒を見られるのも厄介なものである。

「簪かんざし、挿したままです」

　高順は、頭を指さす。

「ああ、いけね」

　普段ならしない言葉遣いだ。

「隠れていたので、気付く者はいないかと」

　壬氏が、深く挿さった簪を引き抜くと、匠たくみの透かし細工が現れる。

　鹿とも馬とも言い難い伝説の動物は麒き麟りんといった。聖獣の長とされ、それを身に着ける者はそれだけ高位の存在という証拠だ。

「頼むわ、保管」

　壬氏は無造作にそれを投げつける。

「大切にしてください。大事なものなのですから」

「わかってるよ」

「わかってません」

　お小言を言い終えると、十六年来の世話役は執務室を後にした。

　壬氏は、子どもの顔のまま、机に突っ伏した。

　仕事はたくさん残っている。

　早く暇を作らねば。

「やるか」

　大きく背伸びをして筆をとる。

　暇人になるために、仕事を終わらせなければならなかった。










二十一話　李リ白ハク







　どうやら、くだんの毒殺騒ぎはけっこう大おお事ごとらしい。

　小シャオ蘭ランは猫マオ猫マオに食ってかかるように聞いてくる。

　洗濯小屋の裏は、下女たちの駄だ弁べり場所スポットとなっている。そこで、木箱の上に座り、団子のように連なった山さん査ざ子しを食べる。飴の塗られた山査子を小蘭はいたく気に入った様子だ。

（まさか私が当事者だとは思うまい）

　小蘭が山査子を頬張りながら足をぶらぶらさせる姿は、年齢よりも幼く見える。

　彼女もまた身売りされてきたらしいのだが、貧しい農村の娘は今の生活を気に入っているようだ。明るいおしゃべり娘は、親に売られたことよりも、飢えずに食事がいただけることのほうが大切らしい。

「猫猫のところの侍じ女じょなんでしょ。毒食べたのって」

「そうだけど」

　嘘は言ってない。本当のことを言わないだけで。

「なんか知らないけど、何者だって話なんだけど。大丈夫なわけ？」

「そうだね」

　なにが大丈夫なのかわからないが、とりあえず肯定しておく。

　なんだかとても居心地が悪いので何度もはぐらかすと、小蘭は仕方ないと口を尖とがらせた。

　小蘭は一粒残った山査子の串をぶらぶらさせる。まるで血赤珊さん瑚ごの玉たま簪かんざしのようである。

「じゃあさあ。簪とかもらったりした？」

「一応」

　義理を含む、計四つ。玉ギョク葉ヨウ妃の首飾りも入れておく。

「そっかあ。じゃあ、こっから出られるんだね」

　小蘭が屈託なく笑う。

（ん？）

　猫猫はどうにも聞き捨てならないことを聞いたような気がした。

「今、なんて言った？」

「えっ？　こっから出るんじゃないの？」

　そういえば、桜イン花ファがしつこく言っていた。

　それを聞き流していたのは自分だった。

　猫猫は、失敗したと頭を抱える。頭かぶりを振り自己嫌悪に陥る。

「どしたん？」

　猫猫は、怪け訝げんな顔で眺める小蘭を見た。

「それ、詳しく教えて」

　いつになくやる気のある猫猫を見て、小蘭は胸を張る。

「あい、わかった」

　おしゃべり娘は簪の使い方について教えてくれた。
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　李リ白ハクが呼び出されたのは、修練の後のことだった。

　汗を拭きつつ、刃びきした剣を部下に渡す。修練場には、汗臭い熱気が漂っていた。

　なよなよしい宦かん官がんは、李白に木もっ簡かんと女物の簪を渡した。桃色珊瑚の飾りのついたそれは、以前、いくつも配ったうちの一つに過ぎない。

　義理とわかって本気にしないと思っていたが、どうやらそうでもないらしい。

　恥をかかせるのも悪いが、本気にされるのも困りものである。

　しかし、美人であればもったいない。

　李白は、やんわり断る言葉を考えながら、木簡を見る。

『翡ひ翠すい宮きゅう猫猫』

　そのように書かれていた。

　翡翠宮の女にょ官かんには一人しか渡していない。

　あの無愛想な侍女にのみ。

　はてはてと、顎あごをさすりながら李白は着替えの準備をした。




　後こう宮きゅう内は基本、男子禁制である。

　別に切り落としたわけでもない李白には、当然禁断の園である。今後、入ることもなかろうし、あったら困ることである。

　そんな恐ろしい場所であるが、特別な許可を取れば、中の女官を呼ぶことができる。

　その手段がこの簪だった。いくつかある手段の一つである。

　中央門の詰所を借り、呼び出し人を待つ。

　さして広くない部屋には机と椅子が二人分、両側の扉の前には宦官が一人ずつ立っている。

　後宮側の扉から、痩せた小柄な女官が現れた。

　鼻の周りをそばかすとしみが覆っていた。美形の多い後宮には珍しい地味な娘である。

「誰だ、おまえ？」

「よく言われます」

　無愛想に淡々と話す女官は、手のひらで鼻の周りを隠した。見たことのある顔が現れる。呼び出し人本人だった。

「化粧で化けるって言われないか？」

「よく言われます」

　娘は、不機嫌な様子もなく事実として受け止めている。

　なんとなく理解できる。あの毒見役の侍女であると。

　しかし、しみだらけの顔を見るとどうにもあの妖よう艶えんな妓ぎ女じょの笑みとつながらない。

　まったくもって不思議なものだ。

「しかし、また俺を呼び出すなんて、どういう意味かわかっているのか？」

　李白は、腕を組み、足も組む。

　身体の大きな武官が偉そうに座る前で、小柄な娘は物もの怖おじもせず言ってくれる。

「実家に戻りたいと思いまして」

　なんの感慨もなく言うのである。

　李白は頭をかきむしる。

「それで、俺に手伝えと？」

「ええ。身元を保証していただければ、一時帰宅は可能と聞きました」

　この娘、とんでもないことを言い出すものである。

　本来の意味をわかっているのか、と聞き出したい。

　どうにもこの猫猫という娘は、自分を里帰りのために利用しようとしているらしい。武官をつかまえてやることではない。

　豪胆というか、命知らずというか。

　李白は頬杖をつき、鼻を鳴らす。

　態度が悪いといわれようと、正す気にもならない。

「なんだ？　俺は嬢ちゃんにうまく利用されろってことか？」

　李白は、好漢だといわれているが、にらみつけるとそれなりに恐ろしい顔である。

　怠ける部下を叱りつけると、関係ない者まで謝ってくる程度に。

　それなのに、猫猫は、眉一つ動かそうともしない。感慨なく、眺めているだけである。

「いいえ、こちらもそれなりにお礼ができないかと」

　猫猫は机の上に、束ねた木簡を置く。

　紹介状のように見える。

「梅メイ梅メイ、白パイ鈴リン、女ジョ華カ」

　女の名だ。李白には聞き覚えがあった。いや、李白以外にも多くの男どもが知っているはずだ。

「緑ろく青しょう館かんで花見はいかがかと」

　一晩で一年分の銀が尽く、高級妓ぎ楼ろうの名前だった。先ほどの名前は、三姫と呼ばれる売れっ子たちだ。

「心配ならば、これを見せればわかります」

　娘は唇を歪ゆがませるだけの笑みを向けていた。

「冗談だろ？」

「お確かめを」

　まったく信じられないことである。

　たかだか侍女程度に、高級官僚もなかなか手を出せない妓楼に伝つ手てがあるとは考えにくい。

　どういうことだ。

　李白は、わけがわからないと頭をまたかきむしると、娘はふとため息をつき立ち上がった。

「どうしたんだ？」

「信じていないようですので。お手間をかけました」

　猫猫は、すっと胸元からなにかを取り出す。二本の簪、紅水晶と銀製のものだ。他にも当てがあるというのか。

「申し訳ありませんでした。他を当たりますので」

「ちょ、ちょっ」

　李白は、猫猫が持っていこうとした木簡を押さえる。

　表情のない猫猫の目が李白を見ていた。
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「どうなさいますか？」

　相手を威圧するような鋭い視線、娘はそれを向ける。

　李白は負けたと思った。
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「よかったんでしょうか？　玉ギョク葉ヨウさま」

　紅ホン娘ニャンは扉の隙間から猫猫を見る。普段に比べ血色がよく、うきうきと荷造りをしている。

　本人はあれでいつもどおりのつもりだから不思議なものだ。

「まあ、三日だけだしね」

「そうですけど」

　紅娘は自分につかまり立ちしようとする公主ひめを抱き上げる。

「絶対、わかってないでしょうけど」

「そうね、絶対」

　他の侍女たちは、猫猫に「おめでとう」と伝えているのだが本人はわかってないらしい。お土産買ってくると、のんきな返事をしている。

　玉葉妃は窓辺に立ち、外を眺める。

「まったく、かわいそうなのはあの子だわ」

　ふうっと、ため息をつくが、そこに悪戯いたずらな笑みが浮かんでいた。「面白いわ」と、玉葉妃が呟いているのを紅娘は聞き逃さなかった。

　またひと悶もん着ちゃくありそうで怖かった。




　仕事を片付けてようやく暇人になった壬ジン氏シが翡翠宮を訪れるのは、猫猫が出発した翌日のことである。










二十二話　里帰り







　帰りたい、帰りたいと言っていた花はな街まちは、それほど遠い場所ではない。

　後こう宮きゅう一つで町一つと変わらない大きさだが、それをすっぽり囲むのが王都である。

　花街は宮廷の反対側にあり、高い塀と深い堀を越えれば、歩いて行ける距離にある。

（馬車で行くなど贅沢なのに）

　隣に座る大男、李リ白ハクは馬の手綱を持って鼻歌を歌っている。

　木もっ簡かんを渡し、話が本当だとわかったからだ。憧れの妓ぎ女じょに会えるなら、そんなものなのだろうか。

　妓女といっても、女じょ郎ろうと一ひと括くくりにしてはいけない。

　身を売る者もいれば、芸を売る者もいる。

　売れっ子といわれる者ほど、客は多くとらない。それによって希少価値を上げるためだ。

　茶を一杯飲むのに銀をいくらでも払わねばならない。夜よ伽とぎなどもってのほかだ。

　そんな奉たてまつられた存在は、一種の偶像アイドルとなり、市民の憧れとなるのである。

　町娘の中には、憧れて遊ゆう郭かくの門を叩く者もいる。それになれるのはほんの一握りだというのに。

　緑ろく青しょう館かんは王都の花街の中でも老舗しにせで、中級から最上級の妓女を取り揃えている。

　その最上級の中に、猫マオ猫マオが小姐ねえちゃんと呼ぶ者たちがいる。

　がたんがたんと揺れる馬車から懐かしい風景が見える。

　食べたかった串焼き屋は、香ばしい匂いを通りにまき散らしていた。

　水路に沿って柳が揺れ、薪まき売りが声を上げている。

　風車を片手に子どもたちが走り回っている。

　豪ごう奢しゃな門をくぐると、極彩色にまみれた世界が広がっている。

　まだ昼間なだけに、人通りも少ないが、暇な遊女が二階の欄らん干かんから手を振っている。

　ひときわ大きな門構えを持つ楼ろう閣かくの前で馬車は止まった。

　猫猫は軽い足取りで馬車を降りると、入口に立つ老婆に駆け寄った。

「久しぶり、婆さん」

　煙管きせるを噛む痩せた女に言った。その昔、真珠の涙を持つといわれた遊女は、今では、涙も枯れ果て枯木のようになっている。身請けも断り、年季が明けても居残り続け、今では誰もが恐れるやり手婆ばばあになっている。時は残酷だ。

「なにが久しぶりだい。こん莫ば迦か娘むすめ」

　猫猫のみぞおちに衝撃が走る。胃液が逆流し、口の中が酸っぱくなるのも懐かしいと思うのだから不思議なものだ。

　過去、何度これで摂取量を超えた毒物を吐き戻したことだろう。

　基本、お人好しの李白はわけがわからないまま、猫猫の背中をさすっている。

　なんだ、この婆と顔が語っていた。

　猫猫は、汚した地面につま先で土をかける。

　隣の李白は心配そうに猫猫を見る。

「ふーん、これが上客かい？」

　やり手婆は、値踏みをするように李白を眺める。

　馬車は店の男おとこ衆しゅうに預けた。

「いい体格だね。顔立ちも男前だ。話によると、出世株みたいじゃないか」

「婆ちゃん、それ、本人の目の前で言うのはどうよ」

　やり手婆は素知らぬ顔で、門前を掃除する遊女見習い、禿かむろを呼ぶ。

「白パイ鈴リン呼んできな。今日は、茶ちゃ挽ひきのはずだ」

　茶挽きとは休みのことである。客の来ない遊女はお茶を臼うすで挽くことから来ている。

「白鈴……」

　李白が、ごくりと喉を鳴らす。舞踊が得意と聞く、名の知れた妓女だ。

　李白の名誉のためにいっておくが、それは単なる遊び女に対する情欲ではなく、憧しょう憬けいの思いである。

　雲の上の偶像アイドルに、目の前で会えること、茶を同席することでさえ、名誉なのだから。

（白鈴小姐かあ、ひょっとしたらひょっとするかもなあ）

　白鈴の好みに合えば、それだけよい仕事をしてくれるはずだ。

「李白さま」

　猫猫は隣で呆ほうけている大男をつつく。

「上腕二頭筋に自信はありますか？」

「よくわからんが、身体は鍛えているつもりだぞ？」

「そうですか。うまくやってくださいね」

　首を傾げる大男は、女めの童わらわに連れられていった。

　猫猫としては、ここまで連れてきてくれたことに感謝している。やはり、それ相応にお返しもしたいわけである。

　一夜の夢が見られれば、一生の思い出になるだろう。

「猫猫」

　しわがれた声の主は、恐ろしい笑みを浮かべている。

「十と月つきも連絡よこさず消えやがって」

「仕方ないだろ、後宮で働いてたんだから」

　木簡にしたためて、大体の説明はしてある。

「一いち見げんお断りのところを、こんだけ面倒見てやったんだ」

「わかってるって」

　猫猫は、懐ふところから袋を取り出す。

　今まで後宮で働いた給金の半分だ。特別に先払いしてもらった。

「こんだけじゃあ、足りないねえ」

　婆が袋の中を覗き込んで言った。

「まさか、白鈴小姐を出すとは思わなかったけど」

　上級妓女なら一晩いい夢を見ておつりが来るはずだった。李白とて、一目でも三姫に会えたらそれで満足しただろう。

「お茶くらいならぎりぎり負けてくんない？」

「莫迦。あの腕っぷしで白鈴がなにもしないわけないだろ」

（やっぱり）

　最上級の妓女は身を売らないというが、恋をしないわけじゃない。

　まあ、そういうことである。

「それって不可抗力……」

「なわけあるかい。ちゃんと勘定に入れとくからね」

「払えないって」

（残りを入れても足りないなあ。どう考えても）

　考え込む猫猫。どう見ても言いがかりである。いつものことであるが。

「なあに、最悪、身体で払えばいいことさ。お上かみから女郎屋に移るだけだ、変わりないさ。おまえみたいな傷物でも、好む好こう事ず家かはいるからね」

　ここ数年、婆は猫猫にやたら妓女になることを勧めてくる。一生を花街に捧げたこの婆は、妓女が不幸な職とは思っちゃいない。

「年季まだ一年残ってんだけど」

「なら、上客どんどんよこしな。爺じじいじゃなくて、さっきみたいな長く適度に搾り取れそうなのをさ」

（うーむ。やっぱり搾り取られるか）

　強欲婆は算段しか頭にない。

　身売りはもうけっこうなので、今後、生いけ贄にえを適度に送らなければならなくなった。

（宦かん官がんでも客になるのか）

　壬ジン氏シの顔が浮かんだが、あれはだめである。妓女たちが本気になり、店がつぶれかねないので却下だ。

　だからといって高ガオ順シュンややぶ医者には悪い気がする。やり手婆に搾り取らせるまねはしたくない。

　出会いの場がないというのは、本当に不便なものだ。

「猫猫、爺は家にいるはずだから、さっさと行ってやんな」

「ああ、わかった」

　深く考えても今のところ解決策はない。

　猫猫は緑青館の脇道を抜ける。




　通りを一つ抜けると、花街はとたんにさびしいものとなる。

　掘立小屋が立ち並び、割れた茶碗に銭がたまるのを待つ物乞いや、梅毒の痕あとが見える夜よ鷹だかもいる。

　さびれた小屋の一つが猫猫の家である。

　二間の土間しかない狭い家に、筵むしろの上に座り背を丸め、すり鉢をする者がいる。

　深くしわの刻まれた、柔らかい輪郭をした、まるで老婆のような男である。

「ただいま。おやじ」

「おう、遅かったね」

　おやじは普段どおりの挨拶をし、何事もなかったかのように、よろけた足取りで茶を用意する。

　使い古された湯飲みに茶を入れるのでそれをいただく。出がらしのお茶でも、温かく、ほっと息をつく。

　猫猫が、ぽつぽつと今まであったことを話すと、おやじはそれに相あい槌づちを打つだけだった。

　薬草と芋でかさ増しした粥かゆを夕ゆう餉げにとると、そのまま眠ることにした。風呂は明日、緑青館でもらい湯でもしよう。

　土間に菰こもを敷いただけの簡素な寝床に丸くなった。

　おやじは上から着物を重ねて着せ、竈かまどの火を絶やさぬようにすり鉢をすっていた。

「後宮か。因果だねえ」

　おやじが呟いた言葉は、眠気の奥に消えていった。










二十三話　麦むぎ稈わら







（そういえば）

　鶏の鳴き声とともに目覚めた猫マオ猫マオは、のっそりとした足取りであばら家の外に出た。家の裏側には小さな鶏小屋と農機具の他に木箱が置いてある。鍬くわがないことから、おやじはとうに畑に出たらしい。花はな街まちを出てすぐ、林のそばに畑を作っている。

（足悪いのに）

　もう齢も齢だし、畑仕事はやめてもらいたいが、おやじはやめようとはしない。自分でしっかり育てた薬草を使って薬を作ることが好きなのだ。ゆえにこの家の周りも、奇妙な草がいっぱい生えている。

　猫猫は薬草の育ち具合をつまんで確かめると、ひっそりと置いてある木箱を見る。筆文字で『さわるな』と注意書きされたそれを見て、ごくんと唾を飲み込んだ。

　心の臓をどくどくさせながら、ゆっくり蓋ふたをずらして中を見る。猫猫の記憶が正しければ、酒に漬け込む材料を入れておいたはずだ。活きがよく、捕まえるのに苦労したことを覚えている。

「……」

　そして、猫猫はなにもなかったことにした。『さわるな』の注意書きどおり、皆、触れることはなかったようだ。

　何事も前向きに考えよう、一匹しかいなかったのだ。それでよかったではないか。何匹も入れていたら、共食いを繰り返し蠱こ毒どくとなっていたかもしれない。

（いや、それはそれで）

　などと考えていると、騒がしく扉を叩く音が聞こえた。猫猫は頭をぼりぼりかきながら表へとまわる。

「壊れる」

　たてつけの悪い扉を叩く女めの童わらわが慌てた顔をしていた。緑ろく青しょう館かんの娘じゃない。たまに猫猫の薬屋にやってくる、よその娼館の禿かむろだ。

「どした？　おやじなら出たみたいだぞ」

　猫猫が欠伸あくびをしながら言うと、禿は猫猫の手を持ってこちらへ来いと引っ張っていった。




　連れてこられた先は、緑青館から少し離れた中堅の娼館だった。規模こそ大きくないが、品物の粒は悪くない。ここの妓ぎ女じょたちには数人、よい旦那パトロンがついていたと記憶にある。

　はて、その禿が一体猫猫になにを見せたいというのだろうか。

　猫猫はぼさぼさの髪をひとまとめにして、服のしわを叩いた。寝間着にも着替えず、そのまま寝たのがよかったのか悪かったのか。あとで、緑青館でもらい湯をしようと思っていたのに。

「小姐ねえさーん、薬屋連れてきた！」

　禿は猫猫を連れて娼館の裏口から入り、部屋の一つへと進む。そこには、化粧もしていない気だるげな女たちが不安そうになにかを取り囲んでいた。見ると、男女が褥しとねの上に寝そべり、口からだらだらとよだれを流していた。布団の上に、なにか吐いた跡がある。

　近くには煙管きせるが転がっており、煙草たばこの葉が散らかっていた。他にも藁わらが数本落ち、近くに割れた硝子ガラスの器があった。中身がこぼれ、褥にしみを作っている。独特の匂いが周りに充満している。酒瓶が二つ転がっており、それもこぼれていた。異なる二色のしみが布団を奇妙な絵のように仕上げていた。

　猫猫はそれを見るなり、寝ぼけた眼を覚ます。男と女、両方の眼を開き、脈をとると、口に指を突っ込んだ。すでに対処してあるらしく、妓女の一人の指が吐と瀉しゃ物ぶつで汚れている。

　猫猫は息のない男のみぞおちを押さえて腹の中身を押し出す。んぐっと口からよだれが出てくるとともに敷布を引っ張り、口の中を拭ぬぐう。今度は姿勢をずらし、息を吹き込んだ。

　それを見てか、妓女の一人が真似して倒れた女のみぞおちを押す。こちらは男と違い、まだ息があったので簡単に吐き出した。それを見た妓女が水を差し出して飲ませようとするが、

「水は飲ませるな！　炭だ、炭を用意しろ！」

　猫猫が叫ぶと、妓女はびっくりして水を入れた器をこぼし、慌てて廊下を走っていった。

　吐かせては息を入れ、胸を何度も押し返すことを何回やっただろうか。ごぼっと胃液が口からあふれたかと思うと、男はようやく息を吹き返した。

　猫猫はへとへとになりながら、差し出された水で口をゆすぐと、ぺっと窓から外へ吐き出した。

（朝から一体なんなんだよ）

　朝あさ餉げも食べていない猫猫は、そのまま二度寝しそうになるところを我慢し頭を振って、禿かむろを呼んだ。

「うちのおやじ連れてきてくれ。たぶん、南の外壁のそばの畑にいるはずだから。これを渡したらわかる」

　猫猫は木もっ簡かんを用意してもらい、そこにすらすらと文字を書いて禿に渡した。禿は複雑な表情をしてそれを持って外に出る。

　猫猫は、今度は水を口に含んで飲み干すと、用意してもらった炭をつぶし始めた。

（面倒くさいことをやらかすもんだ）

　猫猫は落ちた煙草の葉をにらみながら、大きくため息をついた。




　足の悪い老人が禿かむろに連れられやってきたのは四半時さんじゅっぷん後のことだ。ずいぶん時間がかかったな、と猫猫は思いながら、丁寧につぶした炭をおやじに見せた。おやじは数種の乾燥した薬草を手に取り、それと炭の粉を混ぜて男女に飲ませた。

「処置の仕方はまあまあかな」

　おやじはそう言うと、床に落ちていた麦の茎を拾う。その先をよく観察する。

「まあまあかい」

　猫猫は甘くないおやじの仕事を見る。床に落ちた硝子ガラスの欠片かけら、煙草の葉を拾う。そして、最初に吐き出した吐瀉物を観察する。

（……）

　猫猫が周りを観察する癖があるのは、このおやじの癖がうつったといってもいい。この薬屋の師匠である養父は、一の情報から二も三も知ることができる人間だ。

「これはなんの毒だと思った？」

　おやじのその言い方は、猫猫になにか勉強させようとしているのだ。

　猫猫は落ちた煙草の葉を拾い、それを見せる。正解といわんばかりに、おやじは刻んだしわをさらに深くして笑う。

「水は飲ませなかったようだね？」

「飲んだらこれは逆効果だろ？」

　猫猫の言葉に、おやじは頷うなずくような首を横に振るような、曖昧な首の傾げ方をした。

「場合によるね。胃液が毒の吸収を抑えることもある。その場合、水を飲ませたら逆効果だ。でも、最初から水に溶かしたものであったら、薄めたほうがいいのかもしれない」

　まるで子どもに教えるように丁寧におやじは言う。猫猫がまだ自分が薬くす師しとして一人前でないと思うのは、おやじがいるからだろう。やぶ医者が見た目以上にやぶに見えるのも、おやじという存在をずっと見てきたからかもしれない。

　猫猫は、吐瀉物に煙草の葉が混じっていないところを見ると、おやじの言う方法が正しいのかもしれないと思った。気付けないことでもないのに見逃したのは猫猫だ。まだ、頭が寝ぼけているのだろう。

　猫猫がそういう方法もあるのだと頭に入れていると、禿が「こちらに」と猫猫の服の裾を引っ張った。なんだか禿が妙にむすっとした顔に見えたが気のせいだろうか。

　猫猫は言われるがまま、茶の用意された部屋へと移動した。




「すまないねえ」

　とうに現役を退いたであろう女が金きん時ときを切り分けながら言った。この娼館のやり手婆ばばあだろう。けちな緑青館の婆と違い、客用の茶菓子を薬屋に振る舞うとは、なかなか気前がよい。

「仕事ですから」

　おあしがもらえれば猫猫はそれでいい。隣に座る気のいいおやじは、それをすぐに忘れてしまうので、猫猫がしっかり取っておかねばならない。

　女は目を細めながら隣の部屋を見る。そこには妓女が、そして少し離れた部屋には客の男が眠っている。女の表情はかなり暗いものだった。

（あれは心中かな？）

　花街では珍しくない。身請けできない男と年季の明けない女が揃えば、そんなことばかり思いつくのだ。来世で会おうなどと、甘ったるい言葉を交わし合ったところで、そんなものがある実証はない。

　猫猫は差し出された金時を食はみながら思う。茶はぬるめで、横に麦の茎が添えられていた。

（そういや部屋にも落ちていたな）

　麦の茎は中が空洞になっており、これを筒ストローにして茶を飲めということらしい。ここの娼館では器に紅がうつることを嫌い、麦むぎ稈わらで茶を飲む習慣があるようだ。

　それにしても、男女の仲とは本当に面倒くさいものだ。

　男の身なりはずいぶん上等なものだった。遊び人風だが、上等な綿を使った裏地がしっかりした着物を着ていた。顔立ちも甘く、初心うぶな娘ならころりと引っかかってしまうだろう。

　偏見で考えるとおやじに怒られそうだが、先のない妓女との未来を憂い、毒を飲むようには見えなかった。

（死ぬまで追い詰められるようには見えない）

　一度気になると猫猫は調べずにはいられない性質だ。

　猫猫は、おやじが女から金を受け取ったのを確認すると、「ちょっと容態を見てくる」と部屋を出た。




　妓女に比べ、男のほうが容態は重かった。吹き抜けの向こう側にある男の部屋へと向かうと、部屋の扉が少し開いていた。その隙間から、妙なものが見えた。

　小刀を振り上げる禿かむろがいた。先ほど不機嫌な顔をしていた女めの童わらわだ。

「なにやってる！」

　猫猫は部屋に入るなり、禿の持っていた小刀を奪った。

「邪魔しないで！　こんな奴、死んだほうがいいんだ！」

　小刀を返せと猫猫に飛びかかる禿。猫猫は小柄なので、子ども相手でも必死に飛びかかられたら負けてしまうかもしれない。仕方なく、頭突きを食らわせ、ひるんだところで横っつらを引っぱたいた。禿は叩かれた反動で床に転がると、そのまま鼻水を垂らしながら大泣きした。

　面倒くさいなあ、と思ったところで、騒ぎに気づいた他の妓女が部屋に入ってきた。

「あっ、あんたたち一体!?」

　妓女は瞬時になにが起こったのか理解したらしく、猫猫はあれよあれよというまに別の部屋に連れていかれてしまった。




　今回心中騒ぎを起こした男は、もともと問題の多い客だったという。甘い顔立ちをした豪商の三男坊で、妓女に甘い言葉をかけて身請けをほのめかしながら、飽きたら捨てるを繰り返していたらしい。そして、捨てられた妓女の中には、この世を憂えて自殺した者もいたという。恨みを買うことは一つや二つじゃなく、往来で逆上した女に刺されそうになったり、毒を盛られたこともあったとのこと。父親は、お気に入りの妾めかけが産んだ息子を気に入っており、ことあるごとに金で解決していたから性質たちが悪い。最近では、親に頼んで娼館まで護衛をつけていたという。

「この子の姉が違う店で働いていてね」

　事情を知る妓女が泣き続ける禿を撫でながら言った。捨てられた妓女は妹である禿に、身請けされることを喜んで手紙に書いていたという。そんな中、自殺したという知らせを聞いたこの娘はどう思っただろうか。

「今回、一緒に毒を飲んだ娘にも、この子は懐いていてね」

　すまなそうに上目遣いで猫猫を見る妓女。

（目を瞑つぶれということか）

　というわけで、こんな身の上話をするということは、猫猫の同情を買い口止めしようという魂胆らしい。幸いにもおやじたちのいる部屋まで騒ぎは伝わっておらず、猫猫が黙っておけば禿のお咎とがめはなしとなる。

（面倒くさい）

　そんな客なら出入り禁止にすればいいものを、と思ったが、入れ込んだのは相手の妓女のほうだという。挙句、心中騒ぎとなれば娼館としては頭が痛い話だろう。やけに娼館側が猫猫たちに感謝している雰囲気だったのは、目ざわりな客とはいえ豪商の息子を自分の店で死なせずにすんだからかもしれない。

　そして、それが逆に禿には理不尽に感じられたのだろう。

（どうりで）

　猫猫は思った。今日はたまたま家へ帰ってきていたが、ここ数か月、猫猫は花街にはいなかった。いつも買い物をしているこの娘なら、おやじがいない時間を知っているかもしれない。それに、普通、あんな状況の場合、薬屋ではなく医者を呼ぶはずだ。

　わざと不在の薬屋を選んだとなれば、この禿、まだ小さいわりに恐ろしいと猫猫は思う。おやじを連れてくるのが遅れたのもそれが理由かもしれない。それだけ客の男は恨まれていたということだろう。

　猫猫は「わかりました」と短く言うと、おやじのいる部屋に戻った。




「せっかく帰ってきたっていうのに、なんだったねえ」

　おやじがのんびりとした口調で言った。

　なんだかんだで、朝っぱらから時間をつぶしてしまった。猫猫は、おやじとともに元のあばら家に戻る。

　猫猫はおやじから金袋を奪い、中身を確認するとおやじに戻す。案の定、口止め料も含まれているらしく色がついた額だった。客の容態は安定していたが、今後、さすがに出入り禁止になるだろう。あの娼館だけじゃなく花街全体でだ。その辺の情報網ネットワークは花街ではしっかりしている。

　猫猫は、軋きしむ椅子に座るとだらしなく足を投げ出した。結局、もらい湯はできずじまいだ。汗ばむ季節じゃないだけよかったが、走りまわらされて汗ばんでいて、やはり気持ち悪い。

　気持ち悪いのは、心中事件のこともだ。なんだか引っかかる。小さな見習いの娘にまで恨まれるような男、皆の話からしてかなりしたたかに思えるのだが。そんな男が惚ほれた腫はれたで心中など起こすものだろうか。

（ならば、妓女に毒を飲まされた？）

　心中ではなく無理心中かと思ったが、猫猫は否定する。毒を盛られたことのある男が、妓女に出されたものを簡単に食べるかどうか。

　むうっと腕を組んで唸うなる猫猫を、おやじが草を薬くすり研おろしですりつぶしながら見る。

「……臆測でものを言っちゃいけないよ」

　ぼそっとおやじが言った。

　おやじがそんなことを言うのなら、すでに事件の真相に気付いているのだろう。猫猫は悔しそうにおやじを見ると、卓子テーブルにつっ伏した。

　猫猫は現場になにがあったか、よく思い出そうとした。なにか見逃したものはないか、記憶を呼び戻す。

　倒れた男女、散らばった煙草の葉、硝子ガラスの器に──。

　そういえばその場にあった硝子の器は一つだけだった。猫猫の見間違いでなければそのはずだ。そして、近くに落ちていた麦むぎ稈わら。種類の違う二色の酒。

「……」

　猫猫はすくっと起き上がり、水みず瓶がめの前に立つ。柄ひ杓しゃくで水をすくうと、それをまた水瓶に戻す。

　おやじは猫猫がそれを繰り返す姿を見て、ため息をつくと、すりつぶした粉を器に詰めた。起き上がり、足を引きずりながら猫猫の前に立つ。

「もう終わったことだよ」

　猫猫の頭を撫でるおやじ。

「わかってる」

　猫猫は柄杓を水瓶の中に戻すと、あばら家を出た。




（心中じゃなく殺人）

　しかも殺そうとしたのは、妓女のほうだと猫猫は考えた。

　口がうまく、何人もの女をもてあそんでは捨てるどら息子。その男と現在ねんごろの妓女。

　今回もまた、どら息子が妓女に身請けをほのめかしたと考えるだろう。猫猫の意見と違い、多くの人間は惚れた腫れたで人の考えは変わるものだと思うようだ。そんな噂を混ぜ込めば、それがいつしか真実となる。

　では、どうやって用心深くなっている男に毒を飲ませたか。

　簡単だ、毒見をして見せればいいだけだ。

　猫猫が普段やっているように、まず妓女が酒を飲む。男は、妓女が飲んで無事な様子を確かめ、同じものを口にする。器が一つだったのはそのせいだろう。

　しかし、それでは妓女が先に倒れてしまい、男は酒を飲まない可能性がある。猫猫が園遊会の場で口にした毒のように、遅行性のものもあるだろうが、今回の毒はおそらく煙草だ。あれは、口にすると刺激があり、すぐ吐き出してしまうものである。

　妓女が役者で、ばれずに飲んだとなれば天あっ晴ぱれだが、実際は道具を使ったのだろう。

　麦稈を管ストローにして妓女は酒を飲んだ。普段から使っていれば怪しまれることはない。男は疑問を持つことはなかった。

　麦稈を使うことでどうやって毒を回避したかといえば、酒を使ったのだろう。酒は二種類あった。色が違う二つの酒に、透明な硝子ガラスの器。

　水と油とは言わないまでも、同じ酒でも中身が違えばその濃さも違う。重い酒の上に軽い酒をゆっくり注げば、二つの層になる。硝子ガラスの器に上と下、色の違う酒が注がれているのは見目がよい。客を喜ばせる小ねたとして使えば怪しまれることなく、妓女はその下の層だけを麦稈で飲んだ。そして男は、麦稈を使わず上の層から飲んだ。

　妓女は男が倒れたことを確認すると、自分も上澄みの酒を飲んだ。死なない量だけを。

　周りに煙草を置いていたのも、匂いをごまかすためだろうし、それを飲んだと思わせるためだ。自分も死んでしまえば、元も子もない。男が死に、自分が生き残る計算を考えたうえで、朝方に事を起こしたのだろう。

　そして、都合よくそれを発見する人間がいたと。

　猫猫は先ほどの娼館にもう一度やってきた。裏側へと回り、倒れた妓女が寝かせられた部屋へ向かう。

　そこには、欄干に手をかけ、けだるそうに空を見上げる妓女の姿があった。例の妓女が目を覚ましたらしい。わらべ歌を歌いながら、はかなげに笑う。はかなげで、それでいてしたたかだと猫猫は思った。

「小姐ねえさん、なにやってるの！」

　先ほどの禿かむろとは違う女めの童わらわが、欄干にもたれる妓女を見て大きな声を上げる。そして、中に引っ張り込むと窓を閉めた。

　男を殺そうとした禿は、懐いていた小姐が倒れたというのに、行動がどこかおかしかった。男を手遅れにするためにわざわざ医者じゃなく薬屋をたずねた。そして、おやじを呼ぶのにも時間をかけた。そこに小姐への心配はなかったのだろうか。また親しい者が死ぬとは考えなかっただろうか。

　まるで、死なないとわかって行動しているようだと思ったのは、猫猫の考え過ぎだろうか。

　そして、その禿にやたら同情的な妓女、金払いのいいやり手婆。

　怪しいと思ったら、いくらでも怪しく思えてしまう。

（臆測でものを言っちゃいけないかあ）

　猫猫は閉められた窓からゆっくり空へと視線を移した。

　後宮にいたときはずっと懐かしがっていた花街だったが、本質は変わらない。後宮も花街も花園であり鳥かごだ。皆、閉じ込もったその空間のその空気に毒されていく。

　妓女も周りの毒を食らうことで、自分も甘い毒へと変わっていくのだ。

　どら息子が生きていたことで、あの妓女がどうなるのかわからない。どら息子が毒を飲まされたと訴えるかもしれない。もしくは逆手にとって、娼館は商品を台無しにされたと脅すのかもしれない。

（どちらでもいいことだ）

　猫猫には関係ない。そんなことをいちいち考えていては、この街では生きていけない。

　猫猫はけだるげに首の後ろをかくと、緑青館に向かうことにした。やっぱりもらい湯をしようとゆっくり歩き始めた。










二十四話　誤解







　三日間の里帰りはあっというまに終わった。

　懐かしい顔ぶれに会い、このままいたい気持ちも強かったが、後こう宮きゅうの仕事を放棄するわけにもいかない。また、身元引受人の李リ白ハクに迷惑がかかるので帰らないわけにいかない。

　なにより、どんな嗜虐趣味サディストを猫マオ猫マオの初売りに出そうか考えているやり手婆ばばあに背中を押されたこととなる。

（いい夢見れたみたいだな）

　やたらつやつやしている白パイ鈴リン小姐ねえちゃんと、まなじりが下がり蜂蜜に漬けた杏あんずのように変わった李白を見ると、報酬を払い過ぎたと後悔した。

　おかげで次の身売り先が決定である。

　一度、天上の甘露を知った李白には地上のそれが口に合わなくなることに多少は同情した。きっとやり手婆は、生かさず殺さず李白から搾り取ることだろう。

　そこまで、猫猫に責任はない。




　そんなわけで、土産を持って翡ひ翠すい宮に帰ってきたのであるが、いたのはやたら剣けん呑のんな空気を纏まとう天女のような青年だった。

　柔和な笑みの向こうに蠱こ毒どくのような禍まが々まがしい気を感じる。

　なぜだろう、やたらこっちをにらんでいる。

　性格はなんであれ、美人は美人だ。それににらまれれば、迫力である。

　猫猫は、面倒くさそうなのでできるだけ関わらないように頭だけ下げて、自室に向かおうとすると、しっかり肩をつかまれた。爪が食い込む勢いである。

「応接室で待っているぞ」

　耳元に蜂蜜のような声が流れる。蜜は蜜でも、鳥とり兜かぶとの蜜である。毒が含まれている。

　後ろで、あきらめろと目で語る高ガオ順シュンがいる。

　困ったようでいて、目を輝かせている玉ギョク葉ヨウ妃がいる。

　なぜだか猫猫を責めるような目で見る紅ホン娘ニャンがいる。

　侍じ女じょ三人娘も心配より好奇心が上回っている。後で根掘り葉掘り聞かれることだろう。

（一体、なにがどうしたと？）

　猫猫は、荷を置き、侍女服に着替え終わると応接間に向かった。




「なにか御用でしょうか？」

　部屋には壬ジン氏シ一人しかいない。簡素な官服を優雅に着こなし、椅子に座り足を組み、卓子テーブルに肘ひじをついている。なんだか、いつもより態度が悪い気がする。気のせいだろうか、気のせいにしたい、気のせいにしよう。

　清涼剤たる高順もいない。玉葉妃も見当たらない。

　つまり居たたまれない。

「里帰り、行ってきたようだな」

「はい」

「どうだった？」

「皆、元気そうでなによりでした」

「そうか」

「はい」

「……」

「……」

　やはり、会話が持たない。

「李白っていうのは、どういう男なんだ？」

「はい。身元引受人です」

（なぜに名前を知っている？）

　今後の常連でもある。大切な金づるだ。実に大切な人間だ。

「意味がわかっているのか？　その意味が」

　やや苛いら立だちを含んだ声で壬氏がたずねる。声にいつもの甘さは含まれていない。

「ええ。身元のしっかりした高官でなければ、引受人にはなれないと」

　壬氏は、なんだかものすごく疲れた顔をしている。当たり前のことは言うなということだろうか。

「簪かんざしをもらったのか？」

「何本も配っていましたので。義理でいただきました」

　李白は、ああ見えて実に太っ腹である。簡素シンプルな意匠デザインだが、作りのしっかりした簪だった。趣味もよい。金に困ったら、後で売りとばそう。

「つまり、義理でもらったものに、俺は負けたんだな？」

（俺？）

　聞きなれぬ一人称に、猫猫は首を傾げる。やはり、なんだかいつもと違う気がする。

「俺もあげたはずなんだが、まったく話は来なかったな」

　壬氏は、不ふ貞て腐くされたような顔をする。天女の笑みはそこになく、猫猫とさほど歳の変わらない、もしくはそれよりも幼く見えた。

　猫猫は、表情一つでここまで変わる人間っているものなのかと感心する。

　どうやら、李白に頼り、壬氏に話が来なかったということが気に食わないらしい。不思議なものだ。面倒事には関わらないほうが楽に決まっているのに。そこのところは暇人だからだろうか、厄介事でもかまってもらいたいのか。

「申し訳ありません。壬氏さまにご満足いただける対価など、思いつかなかったもので」

（宦かん官がんを妓ぎ楼ろうに誘うなど、失礼でなかろうか）

　茶飲みや詩歌を吟ぎんずるだけの場所ならいざ知らず、色事にふけることもあるところだ。男でなくなった人間をそこに誘うのは気が引ける。

　なにより、壬氏ほどの人間だ。そんじょそこらの妓ぎ女じょならば木乃伊みいらとりが木乃伊になる。紹介したら、猫猫はやり手婆に折せっ檻かんを受ける羽目となろう。

「対価ってなんだ？　おまえ、それを李白って奴に払ったのか？」

　なにやら怪け訝げんな顔をしている。

　不機嫌に加えて、不安な表情が交じる。

「ええ、一夜の夢に喜んでおりました」

（あれじゃあ、しばらく現うつつに戻れまい）

　勇ましい武人も白パイ鈴リン小姐ねえちゃんにしてみれば、猫の子のようなものだろう。今後、小判を運んでくる猫だ。

　壬氏を見ると、どうにも血の気の失うせた顔をしている。茶碗を持つ手が震えている。

（部屋が寒いのだろうか）

　猫猫は火鉢に炭を加えると、団扇うちわで火をあおった。

「大変ご満足いただけたようで、こちらとしても頑張ったかいがありました」

（新規顧客探しも頑張らないと）

　猫猫が決意を新たに、拳こぶしをぎゅっと結ぶと、後ろで茶碗の割れる音がした。

「なにしてるんですか？」

　床に陶器の欠片かけらが散らばっている。

　青白い顔で突っ立っている壬氏の服は、茶のしみで濡れていた。

「ああ、すぐ拭くもの持ってきますから」

　猫猫が扉を開けるとそこには、お腹を抱えて笑っている玉葉妃がいた。

　ものすごく疲れた顔をした高順もいる。
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　そして、呆あきれてものが言えないとでも言いたげな紅娘が猫猫を見ていた。紅娘は、首を傾げた猫猫に近づくと、無言でぱしっと後頭部を叩いた。この侍女頭、なかなか手が早い。

　猫猫はわけがわからず後頭部をさすると、とりあえず布巾を探しに台所へと向かった。




　〇●〇




「いつまでいじけているのですか」

　世話が焼けると、高ガオ順シュンは思った。

　執務室に戻っても壬ジン氏シは机に突っ伏したままである。

　高順は深くため息をつく。

「仕事中だということを忘れないでください」

　片付けたばかりの机の上には、新たに書類が積み重なっていた。

「わかってるよ」

　わかっていない。

　壬氏という人物はそのような子どもみたいな返事はしない。

　玩具おもちゃに深く執着しない。

　あの後、笑い転げる玉葉妃から事の詳細を聞くのに苦労した。

　身元引受の見返りとは、憧れの人気妓女スターとの面会だったという。あの娘にそんな伝つ手てがあったとは、まったく想像がつかなかった。

　しかし、主あるじはどんな想像をしたことやら。ああ、若いって恐ろしい、と枯れかけた三十代は思った。

　壬氏は幾分、落ち着きを取り戻しているが、それでも不満が残るらしい。

　仕事を急いで終わらせて会いに行けば、知らぬ男と里帰りしていたなど青天の霹へき靂れきには違いあるまい。

　高順とていつまでも子どもをなだめている暇はないというのに。

　壬氏はようやく積み重なった書類に判を押し始めた。さっと内容に目を通し、判を押せるものではないと判断すると、机の脇に置く。片付いた矢先に、新たに下官から書類の束が届く。

　もう少し頭をひねればよいものを、と高順は、壬氏にはじかれた書類を見て思う。あからさまに自分の利益につながる法案を通そうとする官僚は多い。それで、まだ若い主人の仕事が増えているのを見ると哀れに思う。

　いつのまにか日は沈み、高順は行あん燈どんをつける。

「失礼します」

　下官が入ってくるのを見て、高順は前に出る。

「もう時間外だ、後にしてくれないか」

「いえ、仕事のことでは」

　慌てて手を振る下官。

「それが……」

　下官は眉を下げながら、緊急の案件を伝えた。










二十五話　酒







「それは大変なことね」

　玉ギョク葉ヨウ妃が顔を曇らせて目の前の宦かん官がんに言った。壬ジン氏シもまた、天上人の顔かんばせに憂いを含ませている。

（お偉いさんが死んじまいましたとさ）

　猫マオ猫マオは感慨もわかず、ただそこにいた。冷たいようだが、顔も名前も知らぬ人間に同情できるほど感傷深くない。年齢も五い十そ路じを過ぎ、死因といえば酒の飲み過ぎ。自業自得に他ならない。

　そのはずなのだが。

　猫猫は、毒見を終えても退室できなかった。壬氏が紅ホン娘ニャンに用件を言いつけたようで、代わりに猫猫がいなくてはならない。侍じ女じょを伴わずして、宦官は妃きさきとは会話できないのだ。

　下っ端の猫猫ではなく、侍女頭の紅娘に頼んだというのが要点ポイントだ。

（なにかあるのではないか）

　そんな猫猫の勘は当たりだったようだ。

「本当に死因は酒だと思うか？」

　麗しき宦官の視線が玉葉妃の後ろ、つまり猫猫に向けられた。




　酒による死因といってもいくつかある。

　酒好きの猫猫でも、飲み過ぎは毒であるとわかっている。薬は過ぎれば毒となる。

　酒は、慢性的に飲み続ければ、臓ぞう腑ふを病ませてしまう。一度に大量摂取すれば、それによって死に至る場合もある。

　今回の場合、後者であり、仲間内の宴席で大量の酒をあおったそうだ。瓶かめになみなみと入った酒をごくりごくりと一気飲みしたとのこと。

「それなら死にますね」

　淡々と述べる猫猫は、正門の詰所に来ていた。以前、李リ白ハクを呼び出した場所である。相変わらずなにもない簡素な部屋だが、今日はお茶と茶菓子がつき、寒くないように火鉢が置かれていた。

「だが、いつもの半分の量だった」

　壬氏が言った。なにが、といえば酒の量だろう。

　高ガオ順シュンは、後こう宮きゅうの外から現れた下女からなにかを受け取る。下女はなにも言わず頭を下げる。

「酒の飲み過ぎで死んだとは到底思えないのだよ。浩コウ然ネンどのは」

　死んだ男は浩然というらしい。酒を瓶かめごと飲み干す豪快な武人で、壬氏と玉葉妃の様子から人柄も悪くなさそうである。

　高順が先ほど下女から受け取ったものを卓子テーブルに置く。瓢ひょう箪たんだ。それをとくとくと、小さな杯さかずきに注ぐ。

「これは？」

「宴席で飲まれていた酒と同じものだ。一緒に飲んでいた他の瓶から取った。浩然どのが飲んでいたものは、瓶がひっくり返り全部流れてしまった」

「では、その瓶に毒が入っていたらわかりませんね」

　酒が死因でなければ、次に考えられるのはそれだろう。

「そのとおりだ」

　壬氏も無茶なことをわかっているのだろう。それでもつきとめたいと思うのは、その武人に借りでもあるのだろうか。

（いつもどおり、無駄にきらきらしてればいいのに）

　ここ最近の壬氏は、以前よりもずっと子どものように見えて仕方ない。猫猫としては、偉そうにふんぞり返って命令されたほうが楽だというのに。

　猫猫は酒を口に含むとぺろりと唇を舐なめる。

（これは？）

　甘さとしょっぱさの混在した味である。もともと甘味のある酒に、塩味をつけているようだ。

（料理酒みたいだな）

「変わったお味ですね」

　じっと見ている壬氏に言うと、

「ああ、浩然どのの好みだ。大の甘党で、酒も甘口ならば、つまみも甘味しかとらない」

　懐かしそうに壬氏が続ける。いくら上等の燻製肉や岩塩を用意しようとも手をつけなかったと。

「昔は辛党だったらしいが、ある日突然甘党に切り替わったらしい。食事もほとんど甘味にするくらいに」

　壬氏が少しだけあどけない笑みを浮かべる。

「糖尿になりますね」

　猫猫は正直な感想を述べる。

「……思い出話を現実に戻すな」

　つまらなそうに壬氏が言う。

（辛党が甘党にね）

　猫猫は杯に残った酒を飲み干すと、瓢箪からさらに注ぐ。そして飲み干すことを繰り返す。

　じっと壬氏と高順が見ているようだが気にしない。瓢箪の中身が半分になったところで、猫猫は口を開いた。

「宴うたげの肴さかなに、塩は出ましたか？」

「ああ。岩塩と月げっ餅ぺいと干し肉だったそうだ。これも同じものを用意するか？」

「いいえ、その前に飲み終わりますので」

　つまみならもっと早く欲しかった。塩のきいた燻製肉があればもっと酒がすすむだろうに。

「いや、そういう意味じゃ……」

　壬氏がなんだか呆れた顔で言った。

　猫猫はまた酒を注ぐ。まだ飲むのかという視線は気にしない。毒見以外で酒が飲める滅多にない機会なのだ。

　猫猫は、瓢箪の最後の一滴まで飲み干す。ぷはっと大きく息を吐きたいところだが、貴人の前なので我慢する。

「浩然さまの飲んでいたという瓶は手に入りますか」

「割れて破片になっているが」

「かまわないです。それと」

　調べてもらいたいことが一つあります、と猫猫は言った。




　翌日、猫猫は壬氏に再び呼び出された。今日も昨日と同じ部屋である。

　いつもなら宮官長の部屋を使うのだが、ここのところ忙しいらしい。あくせくと女にょ官かんたちが出入りしている。他の二部門も同じく忙しそうだ。年末に近づいているからだろうか。

（やっぱり）

　調べてもらった内容を書き留めた書簡には、猫猫の予想どおりのことが書かれていた。

　猫猫は、ともに持ってこられた風呂敷の上にある破片を見る。白っぽい粒がついている。破片を持ち、それをぺろりと舐める。

「舐めて大丈夫なのか？」

　壬氏が手を伸ばすが、猫猫は首を縦に振る。

「これに毒はありませんよ。毒になるほどの量はありません」

　猫猫の意味ありげな言葉に首を傾げる壬氏と高順。

　猫猫は置かれた火鉢に近づくと、報告書を包んでいた紙を燃やす。それに、瓶かめの破片を近づける。炎の色が変わる。

「塩か？」

　近づいて覗き込んだ壬氏が言った。以前見せた炎の色を覚えていたらしい。

「そうです。乾いて粒が残るほどたくさん含まれていたようです」

　猫猫の飲んだ酒にも塩が含まれていた。もともと入っていたものではなく、肴の塩かなにかを酒瓶に入れたのだろう。宴席に出ていた人物が辛党ならば、甘味の強い酒は気に入らないだろうから。

　杯の縁に塩をつけて飲むのが一般的だが、直接瓶に入れたというなら、それだけ酔っていたか、無精な人間だろう。

　多少の塩なら問題ないが、浩然の飲んでいた瓶には、大量の塩が含まれていた。

「塩は人体に不可欠なものですが、とり過ぎると毒になります」

　酒と同じだ。一度に大量摂取すると死に至る場合もある。飲んだ酒の量と溶け込んだ塩の量を考えたら、それが原因であってもおかしくない。

「いや。それはおかしくないか？　いくらなんでも、それだけ塩辛いものを飲んだら気付くものだろう」

「いいえ、気付かなかったのです」

　猫猫は報告書を開いて見せる。浩然の生活習慣について書かれてあった。

「壬氏さまは言いましたよね。ある日、辛党から甘党になったと」

「ああ。そうだが。……まさか？　いや、そんなことは」

　壬氏は気が付いたらしい。目を見開いている。

「ええ。味がわからなかったのではと。塩味だけが」

　浩然という男は、官僚として有能で、真面目だったようだ。禁欲的ストイックな性格は簡単な報告でもわかった。

　ずいぶん前に、妻と子を流行はやり病やまいで亡くしてから、仕事一筋で生きてきたと。酒と甘いものだけが彼の楽しみだったと。

「味覚がなくなる病があります。原因としては、食の偏り、または心身負荷ストレスといわれています」

　真面目に取り組む人間ほど、心を抑制してしまう。心を押さえつける負荷は、そのうち病へと変わる。

「では、誰が酒瓶に塩を入れたのだ？」

　猫猫は首を横に振る。

「それを調べるのは、私の仕事ではありません」

　他の瓶に塩が含まれていたことと、浩然が真面目な人間であったことがわかっていれば、壬氏になら予測がつくだろう。

　真面目な人間を毛嫌いする者は多い。酒に酔ったついでに、酒瓶に悪戯いたずらの一つくらいするかもしれない。それなのに、悪戯にまったく気付かず酒を飲み続けるのを見たら、気付くまで加えてやろうと思うかもしれない。酔った勢い、そんな言葉があるが、その結果がこうなるとは当人たちはどう思うだろうか。

（逃げるのは卑怯だよな）

　自分でもわかっている。猫猫は、誰かが罰せられる直接原因になりたくないのだ。ここまできっかけを与えていれば、教えたも同然なのに。

　壬氏が高順になにかを伝えている。高順は、部屋を退出する。

　壬氏がぼんやりと、高順が出ていった扉を眺めている。よく見ると、壬氏の帯に小さな黒曜石のついた黒い房飾りがついていた。官服の色が黒なのでまったく気が付かなかった。

（喪に服している？）

　目立たぬようにしているのはわざとだろうか。

「すまなかったな。助かった」

　壬氏は、天女の微笑を猫猫に向ける。

「いえ」

　猫猫は、壬氏と浩然の関係を聞いてみたい気もしたがやめておいた。

（間違っても変な関係があったら困るし）

　どこでどんなただれた関係があるかわかったものではない。

　代わりに無難な質問をしてみた。

「そんなに立派なかただったのですか？」

「ああ。小さい頃、世話になった」

　壬氏はそれ以上言わず、目を細めた。遠い過去を振り返っているようなその表情は、ごく普通の青年の顔に見えた。その美しすぎる面から普段感じられないものだった。

（この人も一応人間なのだな）

　その容貌から、人の股から生まれたというより、千年生きた桃の精と言われたほうが納得できるだけに、ここ最近、壬氏という存在について奇妙に思えてしまう。いくばくかそのまま立っていたのち、壬氏は思い出したかのように卓子テーブルの下からなにかを取り出した。

「瓢箪？」

　壬氏が取り出したのは大きな瓢箪だった。たぷんと中身が揺れる音が聞こえた。

「ああ。昨日のものとは違うが」

　壬氏は「礼だ」と猫猫に渡した。

　猫猫が栓を抜くと、酒精の匂いがした。

（おお！）

「ばれないように飲めよ」

「ありがとうございます」

　猫猫は普段見せないような丁寧な礼をした。

（気がきくじゃないか）

　などと思っていたらいつのまにか、甘ったるい顔が目の前にあった。

　猫猫は条件反射でのけぞる。

　やはりいつもの宦官だ。

「……感謝している顔に見えないが」

「そうでしょうか。それよりも、真面目にお仕事なさってください」

　なぜか、ぎくりと身体を引きつらせる壬氏。どうやら仕事をおしてこちらに来ているようだ。

（暇人ならよいが、さぼりはだめだろう）

「ため込まないうちに、終わらせては？」

　猫猫は、自分がほとんど仕事していないのを棚に上げて言ってみる。

　壬氏は、一瞬くやしそうな顔をしたが、なにか思いついたようだ。にやりと人の悪い笑みを浮かべる。

「真面目に仕事はしている」

「どのような？」

　壬氏は記憶をたどるように、顎あごに手をやった。

「とある法案の中に、年若い者が酒に溺れるのを防ぐために、年齢制限をつけるべきだというものがあった」

「……」

　猫猫はぽかんと口を開けた。

「酒は二十歳になるまで禁止せよと」

　意地悪な宦官は、にやりと猫猫を見る。

「壬氏さま。それ、絶対通さないでください」

「私の一存ではなにもできない」

　たおやかな花のような笑みを浮かべ、壬氏は猫猫の不機嫌な顔を見ていた。

　猫猫は口をへの字に曲げた。とりあえずいつもどおり、ひっくり返った甲虫でも見るような目を向けておいた。










二十六話　自他







　高ガオ順シュンは漆うるしの箱を机に置くと、中から書簡を取り出した。

「先日の報告がようやく届きました」

　やけどの女にょ官かんを探せという命令。あれからふた月はたっていた。

「時間のかけ過ぎだ」

　うつむいた顔を上げ、壬ジン氏シは鋭い視線を見せる。

「申し訳ありません」

　言い訳を付け加えることはしない。それが高順の信条だった。

「一体、誰だ？」

「はい。意外と大物でした」

　高順は、書簡を机の上に広げる。

「柘榴ざくろ宮きゅう、風フォン明ミン。淑妃の侍じ女じょ頭です」

　壬氏は、頬杖をついたまま冷めた視線を書簡に落とした。




　〇●〇




「うわー、お嬢ちゃんもついてきてくれないかね」

　いつもどおりさぼり、もとい医官の手伝いをしにやってきたら、いきなりやぶ医者が言った。近くには、ちょうど伝言の宦かん官がんがいて、やぶはそれに呼ばれたらしい。

「なんですか？　一体」

　面倒くさそうだなと、猫マオ猫マオは思った。

　やぶ医者が肩を震わせながら頼むものだから、とりあえずついていった。連れていかれたのは、北門の屯とん所しょ前である。幾人もの宦官がなにかを取り囲み、その周りに同心円ドーナツ状に女官たちが集まっている。

「冬場でよかったですね」

　猫猫は至極冷静に目の前にあるものの感想を述べた。

　筵むしろに隠れているのは、青白い顔をした女。髪が顔に張り付き、唇が青黒くなっている。その魂は、もう現うつし世よにはない。

　水死体のわりにきれいな姿をしているが、やはり見ていて気持ちのいいものでなかろう。寒い季節で本当によかった。

　検死をすべきやぶ医者だが、乙女のように猫猫の背中に隠れている。

　まったくもって、やぶである。

　今朝、外の堀に浮かんでいたらしい。恰好からどう見ても後こう宮きゅう内の女官だ。後宮内で起きたことは、外で処理することはままならず、こうしてやぶ医者が呼ばれたのであるが。

「嬢ちゃん、代わりに見てくれないかい？」

　どじょう髭ひげを震わせて、上目遣いで見てくるがそんなの知ったことではない。

　人をなんだと思っているのだろう。

「だめです。死体にはさわるなと言われているので」

「それは意外なことだな」

　これまた、失礼なことを言うのは、聞きなれた天上の声だった。

　いうまでもなく、周りの女官が嬌きょう声せいを上げる。作られ過ぎて舞台劇でも見ているようだ。

「ごきげんよう、壬氏さま」

（死体の前でご機嫌もなにもありませんが）

　猫猫は普段どおり、なんの感慨も持たずに麗しき青年を見る。後ろには、いうまでもなく高順が控えている。常に、目線で猫猫に訴える苦労人だ。

「で、老師せんせい。ちゃんと見てもらえないだろうか」

「……わかりました」

　やぶは少し顔を赤らめながら、やはり気の進まぬ様子で水死体を見る。

　恐る恐る、かぶせた筵むしろをめくり上げる。

　後ろで女官たちの驚く声が響く。

　背の高い女で、固い木靴を履いており、脱げた片足には包帯が巻かれていた。指先は真っ赤で、爪がむごたらしく傷んでいる。

　衣から尚しょう食しょくの者だとわかる。

「見るのは平気そうだが」

「慣れた風景です」

　きれいな花はな街まちも一歩裏に入れば、無法地帯である。若い娘が犯され、まわされ、無残な姿で見つかることも少なくない。

　一見、遊女は籠に囲われ自由がないように思えるが、一方で周りの危険に巻き込まれないよう保護されているともいえる。楼ろう閣かくは妓ぎ女じょを商品として見る。より長く、傷つかぬように扱うのだ。

「後で見解を聞こう」

「わかりました」

　あまり役に立てないことはわかっていたが、否定的な言葉は使わない。それが礼儀だ。

（冷たかっただろうな）

　猫猫は、やぶ医者が検死を終えると、筵むしろを丁寧にかぶせてやった。

　今さらやっても意味のないことであるが。




　猫猫が連れてこられたのは、中央門の詰所である。宮官長の部屋は、今日も慌ただしかったためだろう。ここへ来たのは、翡ひ翠すい宮で死体の話をするのを避けたかったからだ。赤あか子ごのいる場にふさわしくない。

（いっそ、自室を作ればいいのに）

　猫猫は扉の前に立つ宦官たちに頭を下げる。

「衛兵の見解としては、投身自殺と言っているが」

　塀に登り、堀に身を投げたのだろうと。

　娘はやはり尚食の下女で、昨日まで働いていたらしい。そうなると、昨夜、身を投げたこととなる。

「自殺かどうかはわかりませんが、少なくとも一人では無理だと思います」

「どういうことだ」

　優雅に椅子に座る壬氏は優美な声で聞いてくる。

　時折見せる、子どものような青年とは別人のように感じる。

「城壁にはしごがありませんでした」

「そりゃそうだな」

「鉤かぎ縄なわを使って登れますか？」

「そりゃ無理だろう？」

　試すように聞いてくる。本当にやりにくい。

　いちいち聞くなと言いたいが、高順が見ているので黙っておく。

「道具も使わずに登る方法はあるのですけど、あの女官には無理でしょう」

「なんだ？　どんな方法があるんだ？」

　以前、芙フ蓉ヨウ姫の幽霊騒ぎの際、猫猫はずっとどうやって外壁に登っていたのか疑問だった。よじ登れるものではない。

　気になったらわかるまで追求する性質さがなので、城壁を丹念に回ってみたのだ。

　見つけたのは、外壁四隅にそれぞれある突起である。わざと壁から煉れん瓦がが飛び出しており、それに足をかけると登れないこともない。舞踏が得意な芙蓉姫ならなんなく登っていたことだろう。

　おそらく、城壁を作る際に職人が利用していたものと推測される。

「大抵の女性なら難しいでしょうし、ましてや纏てん足そくの者は」

　女の足には包帯が巻き付けられ、小さな木靴を履かされていた。足をつぶし、布で閉じ込め、木靴に押し込める。足が小さければより美しいという基準で、それは行われる。

　女性すべてに行われるわけではないが、後宮でもたまに見かける。

「他殺だというのか？」

「わかりません。ただ、生きたまま堀の中に落ちたことは確かだと思います」

　赤く血に染まった指は、何度も堀の壁をかいたに違いない。

　冷たい水の中、考えたくもないことだ。

「もっと詳しく調べられないのか？」

　断りきれないような甘い笑みを浮かべられても困る。

　できないものはできないのだ。

「私は死体には触れるなと、薬の師に教えられました」

「なぜだ？　忌いみを嫌うからか？」

　薬くす師しとなれば病人やけが人に触れる。死人とも接触は少なくなかろうと言いたいらしい。

「人間も薬の材料になるんです」

　猫猫は、ぼそりと理由を言った。

　おまえの好奇心はどこまで広がるかわからない、どうせやるなら最後にしておけと、おやじから言われたのだ。

　一度、手を出したら墓荒らしくらいするだろうと、なんとも失礼なことを言われた。

　それくらいの良識はあると言いたいが、なんだかんだで言いつけを守っている。

　まあ、そういうことである。

　壬氏と高順は呆あっ気けにとられ、顔を見合わせると、「なるほど」と首を縦に振り合う。高順などかわいそうな者を見る目でこちらを見ている。

　まったくもって失礼であると、猫猫は震える拳こぶしを押さえる。

　それはともかく。

（自殺か他殺か）

　猫猫は、自分から命を絶とうとは絶対思わないし、他人から殺されるのもまっぴらだ。

　死を迎えるというのは、薬も毒も、もう試せないということである。

　もし、自分が死ぬとするなら、まだ試していない毒を試して死にたいと思う。

（どの毒がよいだろうか？）

　などと考えていると、壬氏がじっとこちらを見ていた。

「なにを考えていた？」

「ええ。死ぬならどんな毒にしようかと」

　猫猫が正直に答えると、壬氏の眉が歪んだ。

「死ぬ気か？」

「めっそうもない」

　わけがわからん、と壬氏が首を振る。わからなくてけっこうである。

「人は何時いつ死ぬかわかりませんので」

「そうだな」

　壬氏がさびしそうな目をする。浩コウ然ネンのことを思い出したのだろうか。

「壬氏さま」

「なんだ？」

　いぶかしげに壬氏が猫猫を見る。

「もし私を処刑する場合、毒殺にしていただけませんか？」

　壬氏は額に手をやり、ため息をついた。

「なんでそうなる？」

「もし、私がなにか粗相をした場合、処分を下すのは壬氏さまでしょうから」
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　なぜだか不機嫌な壬氏はじっとこちらを見ている。見ているというより、にらんでいるというのが近いかもしれない。後ろで、高順がはらはらしている。

（早速、粗相をしたのか？）

「すみません、調子に乗りました。縛り首でも斬ざん首しゅでも文句は言いません」

「いや、なんでそうなる」

　壬氏が怒りを通り越して呆あきれた顔をする。

「私が平民だからです」

　平民は貴人に逆らえない。それは正しい正しくないではなく、世の理ことわりとしてあるのだ。それがひっくり返ることもあるが、今の世に革命が起きても喜ぶ者は少ないだろう。今の治世はそれほど悪いものではないのだから。

「些さ細さいな失敗で、簡単に吹き飛ぶ命です」

「そんなことはしない」

　壬氏が落ち着かない目でこちらを見る。

　猫猫は首を振る。

「する、しないではなく、できる、できないですから」

　壬氏は猫猫を処分する権力を持っているが、猫猫にはそれがない。ただ、それだけだ。

　壬氏の顔は無表情だ。怒っているようでいてそうでないようだが、なにを考えているのかわからない。猫猫には別に知る必要もない。ただ、いろんなことを考え込んでいるように見えた。

（面倒なこと言ったみたいだな）

　壬氏も高順もなにも言わないので、猫猫はもう用はないのだと一礼すると退室した。




　その後、風の噂に聞いたのは、死んだ娘が先日の毒殺騒ぎの場にいたことだった。

　それらしい遺書も見つかり、自殺ということで事件は幕を閉じる。










二十七話　蜂蜜 其の壱







　お茶会というのも、妃きさきの立派な仕事である。

　玉ギョク葉ヨウ妃ひもまた、毎日のように行う。翡ひ翠すい宮きゅうで行うこともあれば、よその妃に呼ばれることもある。

（大切な大切な探り合い）

　猫マオ猫マオとしては、お茶会というものがあまり好きではない。

　話すのは流行はやりの服や化粧といったもの。他愛ない会話の中に探り合いを入れる、まさに後こう宮きゅうの縮図がそこに広がっている。

（穏やかそうに見えて、やはり妃である）

　玉葉妃と話すのは、西方出身の中級妃である。玉葉妃もまた西方の出身だ。生まれが近いこともあって話がはずんでいるように見える。

　詳しいことはわからないが、玉葉妃の実家と今後どんな関係になるかは重要なところらしい。

　ほがらかな玉葉妃のしゃべりに多くの妃たちは、ふとしたことでこぼすことが多い。

　それを文にしたためるのが、玉葉妃の仕事の一つである。玉葉妃の出身は、乾燥した気候の痩せた土地だ。交易の中継地点であるため、人や時勢の流れを読み取ることは大切な仕事である。妃という仕事の他に、こうして情報を送ることで実家にも貢献しているのだろう。

（昨夜はずいぶん遅かったのに、眠くないだろうか）

　寵ちょう妃ひたる玉葉のもとに、皇帝は三日とあけず通い詰める。つかまり立ちを始めた娘に会うためであるが、訪問の理由がそれだけではないのはいうまでもない。

　昼の仕事もおろそかにしないところから、皇帝がいろいろ元気なことはうかがえる。国が栄えるという意味では、褒めるべきところだろう。




　茶会が終わると、桜イン花ファから大量の茶菓子をもらう。食べないわけではないが、量が多過ぎるので、いつもどおり小シャオ蘭ランのもとに向かった。

　ときに舌足らずなおしゃべりをする小蘭は、いつもどおり仕入れた噂を話してくれる。

　自殺した下女のこと、毒殺事件との関連、そしてなぜだか淑妃について。

「まあ、四夫人といっても年齢が年齢だけにね」

　玉葉妃は十九、梨リ花ファ妃は二十三、里リー樹シュ妃は十四。

　淑妃こと阿アー多ドゥオ妃は三十五、皇帝の一つ上である。

　子を産むのはまだ可能であるが、後宮という制度上、阿多妃はお褥しとねすべりをせざるをえない。

　つまり、今後、国母になることは不可能である。

　位を下げ、新しい上級妃を輿こし入いれさせるという話が持ち上がっているらしい。

　ずいぶん前から上がっている話らしいが、皇帝の東とう宮ぐう時代からの妃であり、一度は男児の母になったことがあるため、なかなか踏みきれないそうだ。

（死んだ前の男児の母親か）

　このまま梨花妃も、皇帝の子を孕はらまねば同じようになるのだろうか。

　それだけではない、玉葉妃もいつまでも寵愛を受け続けるとは断言できない。

　美しい花もいつかは萎しおれるものだから。

　後宮の花は、実を結ばねば意味がない。

　慣れてきたとはいえ、やはり後宮は濁った澱おりの底にあるのだと思う。

　猫猫は、食べこぼした月げっ餅ぺいの欠片かけらを裳スカートから払うと、空を覆う重い雲を見た。




　今日の茶会の相手は少々、毛色が変わっていた。

　相手は里樹妃、同じ四夫人である。

　同じ階級の妃同士が茶会をするのは珍しく、特に上級妃であればなおのことだ。

　幼い顔立ちの里樹妃は、緊張した面持ちで、侍じ女じょを四人連れてやってきた。あの毒見役もいる。猫猫が心配するほど罰は受けていないらしい。

　外は寒いので、中で茶会を行う。

　宦かん官がんを使い、応接間に侍女用の長椅子カウチを用意させる。

　円卓は螺ら鈿でん細工の入ったものである。帳とばりは刺繍入りの新しいものに取り換える。

　正直、皇帝が訪れるときにもこんなに気を使うことはないのだが、やはり同性であれば身構えてしまうのは女という生き物だからだろうか。

　化粧も気合が入り、猫猫もいつものそばかす化粧メイクをはがされてしまった。威嚇するように、まなじりに赤い線ラインを入れられる。異性にはけばけばしく感じられる化粧でも、より華やかにしたほうが勝ちなのだ。

　年の功か常に玉葉妃が話しており、里樹妃はおずおずと頷うなずくばかりだ。

　後ろに控える侍女たちは、自分の主あるじのことよりも、翡翠宮の調度品のことが気になるらしく、ちらりちらりと部屋中に視線をめぐらしている。

　毒見係だけは、猫猫に対するように妃の後ろに立っており、以前、脅してきた猫猫をうかがうように見ている。

（なんだかなあ）

　水晶宮の侍女たちといい、人を化け物扱いするのはやめていただきたい。野良犬じゃあるまいし、噛みつきやしない。

（一見すればごく普通の侍女たちだ）

　猫猫は、以前、妃がいじめられていると高ガオ順シュンに報告した。間違っていれば少々困るが、それはそれで幸いなことである。

　猫猫を除く少数精鋭の翡翠宮の侍女たちに比べれば、動きは鈍いように思えるが、仕事はやってくれている。まあ、今日の茶会の主人ホストは玉葉妃なので、仕事自体少ないこともある。

　愛アイ藍ランが陶器の壺と湯を持ってくる。

「甘いものは嫌いじゃないかしら？　今日も寒いから、こういうのはどうかと思って」

「甘いものは好きです」

　玉葉妃の言葉に、里樹妃は答える。少しずつ緊張がほぐれてきたようだ。

　壺の中身は、柑かん橘きつの皮を蜂蜜で煮たものだ。身体が温まり、喉も潤う。風邪の予防にもなる。猫猫が作ったものだ。玉葉妃は気に入ったようで最近茶会によく出している。

（おや？）

　甘いものが好きだと言ったばかりなのに、里樹妃の顔色が変わる。

　毒見もなにか言いたげに茶碗に注がれる蜂蜜を見る。

（蜂蜜もだめなのか？）

　後ろに控える侍女たちは、なにも言おうとしない。

　ただ、呆あきれた顔をして里樹妃を見ている。好き嫌いはやめろと言わんばかりだ。

　猫猫は小さく息をつき、玉葉妃に耳打ちをする。

　玉葉妃は、あららと目を見開き、愛藍を呼んだ。

「ごめんなさい。これ、もう少し漬け込んだほうがいいみたい。違うものを出すわね。生しょう姜が湯は飲めるかしら」

「はい。大丈夫です」

　なんだか声色に元気が戻ってきたようで、茶を変更して正解だったらしい。

　そして、猫猫の予測も残念ながら正解だったらしい。

　ほんの一瞬であるが、つまらなそうにこちらを見る侍女たちと目が合った。




　夕刻、現れたのはいつもどおり麗しき宦官である。天女の笑みの背後には、高順がついている。最近、眉み間けんにしわが増えているように思えるが、なにか気苦労でも増えたのだろうか。

「里樹妃と茶会をなさったようですね」

「ええ。楽しいひとときでした」

　後宮を統すべる立場にいるのか、この宦官は他の四夫人のもとを定期的に回っている。

　今日の茶会の組み合わせは、なんだか変だと思ったら、こやつが絡んでいたらしい。

　面倒なことになる前に、猫猫は退室しようとするが、いうまでもなく止められる。

「離していただけませんか？」

「話は終わってないんだが」

　天女の眼差しをこちらに向けられたところで、猫猫としては床に視線を落とすことしかできない。死んだ魚のような目をしているに違いない。いや、腹はら這ばいに泳ぐ魚を見る目をしていることだろう。

「うふふ、ずいぶん仲良しさんね」

「玉葉さま、眼精疲労には目の周りを指圧するといいですよ」

　あまりに楽しそうに玉葉妃が笑うものだから、つい皮肉で返してしまった。

（いけない、いけない）

　失礼なことを言うのは、壬氏までにとどめておかないと。

（いや、それもだめか）

　先日、不機嫌にさせてしまったばかりだ。無礼を積み重ね過ぎると、いつ宦官の気が変わって縛り首にされるか知れない。

「先日の毒殺騒ぎ、犯人は自殺した下女だというのは聞いたか」

　猫猫は、こくりと頷く。口調から、玉葉妃ではなく猫猫に話しかけている。

　玉葉妃はなにかを察したらしく、自分から部屋を出る。部屋に残るのは、猫猫と壬氏、そして高順だけだった。

「犯人は本当に自殺したのだろうか？」

「それを決めるのは、私ではありません」

　虚を実にできるのは、権力者の力である。

　判断を下したのは誰かわからないが、少なからず壬氏は関わっているはずだ。

「たかだか下女ごときが、徳妃の皿に毒を盛る理由はあるだろうか？」

「私にはわかりません」

　壬氏は笑う。蠱こ惑わく的な笑みを使い、人をうまく利用する。

　残念ながら猫猫には効かない。そんなことをしなくても、命令すれば断らないことをわかっているはずなのに。

「明日から、柘榴ざくろ宮に手伝いに行ってもらえないか？」

　疑問符をつけたところでなんになる。

　猫猫には「御ぎょ意い」と言う他、答えはない。




　屋敷というものは主あるじの色に染まるといえる。

　玉ギョク葉ヨウ妃の翡ひ翠すい宮は家庭的であり、梨リ花ファ妃の水晶宮は高潔に洗練されていた。

　そして、阿アー多ドゥオ妃の住まう柘榴宮は、実用的であった。

　無駄のない造りは、過度の装飾を好まず、それがまた一種の品のよさを醸し出していた。

　主たる阿多妃は、まさにそのような人といえよう。

　無駄なものが削り取られたその姿には、華やかさも豊満さも愛らしさもない。しかし、その結果残ったのは、中性的な凛々しさと美しさだった。

（これで三十五ですか）

　官服を着れば、若い文官と間違えるかもしれない。女にょ官かんと宦官しかいない、この後宮ではどれだけ女官の羨望を集めていることだろう。壬ジン氏シとは、似て非なる魅力だった。

　宴うたげの席でどのような恰好をしていたのかは見ていないが、今着ている大袖と裳スカートよりも乗馬用の胡服を着たほうが似合うだろうに。

　猫猫は他二人の女官とともに宮を案内される。

　侍女頭の風フォン明ミンは人当たりのよいふくよかな美人で、てきぱきと屋敷の中を説明する。

「ごめんなさいね。いきなり来てもらって」

　四夫人の侍女頭ともなれば、そこそこいいところのお嬢さまのはずである。下女たちに丁寧に説明する姿は親しみが持てた。

（商家のお嬢さんかなにかだろうか？）

　年末の大掃除で人手が足りない、呼び出されたのはそんな理由だ。

（怪我をしている？）

　風明の左腕からちらりと包帯が巻かれているのが見えた。

　猫猫も同じように、左腕に包帯を巻いている。古い傷跡を見られるたび、遠慮した視線を送られるのも疲れたからだ。

　宦官に力仕事を任せ、調度や書物の虫干しをするだけで一日が終わった。

　後宮に一番長くいるだけあって、翡翠宮よりも荷物が格段に多い。

　その日は翡翠宮には戻らず、柘榴宮の大部屋で二人の下女とともに雑魚ざこ寝ねした。寒いからと与えられた獣の毛皮はとても温かかった。

（なにをしろとも言われていない）

　猫猫は侍女頭の言うとおり、片付けに没頭するだけであった。

　ふくよかな侍女頭がうれしそうに褒めてくれるので、まったくさぼることはできなかった。風明は、人をうまく扱うすべを心得ているようだ。

　楽しそうに仕事をする、良妻というのはこのような女をいうのだろう。それが風明という侍女であった。この侍女は、ずっと阿多妃に仕えているらしい。とうに適齢期も過ぎたのが本当にもったいないと猫猫は思わなくもない。侍女頭という立場上、下手な男より稼ぐのはわかっているが、一度くらい結婚しようと考えないものだろうかと思ってしまう。それが一般的な考えだろう。

　翡翠宮でもよく三人娘がそんな話をしている。まだしばらくは玉葉妃の元を離れるつもりはないが、素敵な殿方がいつか現れるのを夢見ている。それを、紅ホン娘ニャンがやたらにこにこしながら「夢ならいくらでも見ていいわよ」と言っていた。なんだか怖かった。

（久しぶりにちゃんと働いた気がする）

　猫猫はまさに猫のように丸くなると、まもなく寝息がもれた。




（本当に毒殺騒ぎの黒幕はいるのだろうか？）

　翡翠宮の侍女たちも働き者であるが、柘榴宮の侍女たちも有能だと言わざるをえない。

　皆が皆、阿アー多ドゥオ妃を慕っており、ゆえに行き届いた仕事を行うのである。

　特に侍女頭の風明には感嘆する。

　侍女としての枠にとらわれず、埃ほこりを見つけたら自ら雑巾を持って掃除するのである。

　到底、上級妃に仕える侍女頭とは思えない。働き者の紅娘でさえ、他の侍女に任せるというのに。

（口先だけの水晶宮の侍女に見せてやりたい）

　どうにも、梨花妃は侍女に恵まれない。彼女の周りに無駄に侍女が多いのは、一人一人の仕事量が少ないことがいえる。それなのに、口だけは達者だから困りものだ。

　まあ、それを一手に引き受けているのも、上に立つ者の才ともいえるのだが。

　しかし、忠誠心が強いということは、毒殺を行う理由にもつながる。

　四夫人の座を下ろされようとしている理由は、高官が自分の娘を入じゅ内だいさせようとしているからだ。

　下ろされるとすれば、阿多妃になるが、他の上級妃の座が空けばどうなるだろう。

　玉葉妃や梨花妃はともかく、おそらく里樹リーシュ妃のもとには皇帝は通っていない。そして、それが里樹妃が侍女たちに舐なめられている原因にもなっていると、猫猫は思う。

（むちむちが好きだから）

　先帝が幼女趣味だった反動だろうか、現帝は熟れた果実にしか反応しない。玉葉妃や梨花妃の他、通っている妃もまた皆、標準以上の豊かな肢体の持ち主だ。

　妃としての役割も里樹妃は果たしていない。

　まだ幼い里樹妃にとって、それは望ましいことだろう。結婚適齢に達しているとはいえ、もし、数え十四で妊娠し、出産となるといくらか身体に負担が大きい。

　緑ろく青しょう館かんでも、禿かむろを卒業するのは十五となっている。それまで個人客はとらない。質のよい妓ぎ女じょに育て上げ、より長持ちさせるためである。

　この点については、先帝の嗜し好こうは考えたくない。皇太后と皇帝の年齢を逆算したら、とてもえぐい計算結果になる。

　落とすなら里樹妃を狙うのはおかしい話ではない。

　台所の棚を整理しながら、猫猫は思考をめぐらしていた。

　棚を見ると、小さな壺がたくさん並んでいた。甘い匂いが鼻につく。

「これはどうしましょう？」

　猫猫は壺を手に取り、台所を一緒に掃除していた侍女に聞く。昨日、一緒に手伝いで来た下女はそれぞれ風呂と居間を掃除しているはずだ。

「ああ、それね。棚を拭いて元の位置に戻しておいてちょうだい」

「全部、蜂蜜ですか」

「ええ。風フォン明ミンさまのご実家は養よう蜂ほうをやっているの」

「どうりで」

　蜂蜜は贅沢品である。一種類あればいいところを、いくつも揃えてあるのはそういうことか。中身を確かめてみると、琥珀色、赤茶色、褐色と色が違う。採る花の種類が違うと、味も違う。

　そういえば、夜の照明に蝋ろう燭そくが使われていた。甘い匂いがすると思ったら、蜜蝋だったということか。

（はて？）

　蜂蜜といえば、なにか引っかかるところがある。

　ここ最近、聞いたような気がしたが。

「終わったら、二階の欄らん干かんを拭いてきてくれない？　よく掃除を忘れちゃうの」

「わかりました」

　猫猫は蜂蜜を片付けると、雑巾を持って二階に上がった。

（蜂蜜、蜂蜜）

　欄干の柱を一本一本丁寧に拭きながら、頭の中を整理する。

　最近、あったことをおさらいする。

（あれ？）

　二階から、外がよく見える。こそこそと木の陰に隠れている者たちがいる。隠れたつもりで、柘榴宮をうかがっていた。

（里樹妃？）

　毒見の娘を一人だけ連れて、なぜこんなところに来ているのか。

　まったく、猫猫には理解できなかった。

（蜂蜜……）

　記憶の中に数日前の茶会がよみがえる。

　なぜ、里樹妃は蜂蜜が苦手なのだろう。

　ただ、そんなことが妙に気になった。




　翡翠宮の応接間を借り、猫猫は壬ジン氏シに柘榴宮での報告を行っていた。

「と、いうことでまったくわかりませんでした」

　わからないものは、わからない。

　猫猫は自分を過小評価しないが、過大評価もしない。正直に麗しき宦官に伝えた。

　三日間、柘榴宮に入った結果である。

　壬氏は長椅子カウチに優雅に寝そべり、異国の甘い香りのする茶を楽しんでいた。檸檬れもんを搾り入れ、蜂蜜をかき混ぜている。

「そうか、そうだよな」

「ええ。そのとおりです」

　ここ最近、美しい宦官は、以前ほどきらきらしなくなったのはいいが、妙に口調が軽い気がする。声色に甘さが消え、少年のように感じられるせいかもしれない。

　猫猫になにを求めているのか知らないが、本人はいたって普通の薬屋である。間諜スパイの真似事などできるわけがない。

「では、質問を変えよう。もし、とある特別な方法で、外部と連絡をとる人物がいるとすれば誰だと思う？」

（また、遠回しで嫌な質問の仕方を）

　猫猫は根拠のない考えを口に出すのは好きではない。

　臆測でものを言うなと教えられたからだ。

　猫猫は、眼を瞑つぶり、大きく息を吐く。心を落ち着けないと、また、天女のような青年をつぶれた蛙かえるでも見るような目で見てしまうかもしれない。

　相変わらず高ガオ順シュンは必死に目でなにかを訴えている。

「可能性の話ですが、あるとすれば侍女頭の風フォン明ミンさまではないかと」

「根拠は？」

「左腕に包帯が巻かれていました。一度、巻き直すところを見たら、やけどの痕あとが見えました」

　以前の、薬液を浸した木もっ簡かんの事件である。なにか意味があるとすれば、暗号だろうと気付いていたが、口には出さなかった。

　袖の燃えた衣に木簡が包まれていたことから、腕にやけどを負っている可能性は考えられた。いうまでもなく、壬氏はそれを調べていたのだろう。そして、猫猫に間諜スパイまがいのことをさせたのだろう。

　正直、あの穏やかな侍女頭がなにかをやっているようには見えなかったのだが、そんなもの猫猫の主観でしかない。客観的にものを見なければ、正しいことにはたどり着かない。

「まあ、及第点だな」

　壬氏はふと長卓テーブルに置いてある小瓶に目をやった。次に、猫猫のほうを向き、甘露のような笑みを浮かべる。

　笑みの一枚皮の下に蠢うごめくなにかを感じる。

　猫猫は瞬時に全身が総毛立った。

　ものすごく嫌な予感がした。

　壬氏は、小瓶を持ち、猫猫のほうに向かってくる。

「いい子にはご褒美をあげないとね」

「遠慮します」

「遠慮しなくてもいいんだけど」

「けっこうですので、他のかたに差し上げてください」

　猫猫は、いい加減にしろと、射殺せんばかりの視線を向けるのだが、ひるむ様子はない。

　先日、猫猫が壬氏の気分を害した罰だろうか。残念なことに、猫猫にはなぜ壬氏が怒っていたのか、いまだ理解できない。

　じりじりと距離を詰められる。半歩ずつ下がった結果、背中に壁が当たる。

　高順に助けを求めたが、寡黙な従者は窓辺に座り、空飛ぶ小鳥を眺めていた。妙に決まっているので小憎らしい。

（あとで下剤盛ってやる）

　壬氏は誰もがとろけるような笑みを浮かべたまま、小瓶の中に指を入れる。たっぷりと指先に蜂蜜がついている。

　嫌がらせもはなはだしい。

「甘いものは嫌いなのか？」

「辛党ですので」

「でも、食べられるだろ？」

　やめる気はないらしく、指先を猫猫の口に近づけてくる。きっと普段からこんなことをしているのだろう。見た目がよければ、なにをしてもいいものではないというのに。

　にらみつける猫猫の目をうっとりした顔で見ている。

（そういえば、そういう人間へんたいだった）

　壬氏に踏みにじるような、どぶ鼠ねずみを見るような目をしても逆効果だ。

　ここは命令と割りきって口に含むか、それとも尊厳プライドを保つためにどうにかして逃げ出すか。

（せめて鳥とり兜かぶとの蜜なら、割りきれたのに）

　毒花の蜜はやはり毒である。

　あれっと、猫猫の頭でなにかがつながった。

　思考を整理したいところだったが、変態が執拗に指を差し出してくるのでなにも考えられない。

　指先が口の中に入れられそうになったとき。

「うちの侍女になにをしてるの」

　不機嫌な顔をした玉葉妃が立っていた。

　後ろには、頭を抱えた紅ホン娘ニャンもいた。










二十八話　蜂蜜 其の弐







「壬ジン氏シさまも、つい悪戯いたずらが過ぎただけなので、許してあげてはいかがでしょう？」

　里樹リーシュ妃の住まう金こん剛ごう宮きゅうを案内するのは、高ガオ順シュンである。彼の主あるじは、先ほどの件について、翡ひ翠すい宮にて玉ギョク葉ヨウ妃たちにこってり絞られているはずだ。

「わかりました。今後は、高順さまが舐ねぶれば問題ないかと」

「ね、舐る……」

　高順は、複雑な顔をする。高順は正気ノーマルらしく、いくら壬氏でも野郎の指を舐る趣味はないらしい。

「わかればいいんです」

　猫マオ猫マオは口を尖とがらせたまま、つかつかと歩いていく。

　まったくもって変態である。顔がよいだけにたちが悪い。ああやって何人も誑たらし込んでいるに違いない。

　破は廉れん恥ち極まりない。

　お偉えら方がたでなければ、股間でも蹴ってやるのに、と思ったが、ないものは蹴っても仕方ないなという結論に落ち着く。

　そうこうしているうちに、南天の植えられた真新しい宮に到着した。




　里樹妃は、桜色の衣を着、柔らかい髪を花はな簪かんざしでまとめている。

　園遊会のときの豪ごう奢しゃな衣装よりも、このような可憐な衣装のほうがよく似合うと猫猫は思った。

　玉葉妃が乗り込んできた後、猫猫は気になることを明らかにするために、里樹妃との面会を頼んだのだ。

　里樹妃は、壬氏がいないことに気付くと明らかに落胆の色を見せる。見かけだけはよいのだから、仕方ない。

「私に聞きたいことって、なにかしら」

　孔雀くじゃく羽根の団扇うちわで口元を覆い、長椅子カウチにゆったりと座っているが、そこに他の妃きさきにあるような威厳はない。どこかおどおどした、まだ幼い妃である。

　美姫と謳われるだけの美しさはあるが、女の色香はまだ纏まとっていない。鶏がらのような猫猫よりも、さらに平べったい体つきをしている。

　背後にはお付の侍じ女じょが二人、やる気なさげに立っていた。

　見知らぬそばかすの女にょ官かんを不機嫌な目で見ていた里樹妃だったが、よく見るとそれは園遊会のときの侍女だということに気付いたらしい。目を見開くと、少しだけ落ち着いた表情になった。

「蜂蜜は、お嫌いですか？」

　なにかしら前口上をつけて話してもよかったが、面倒なので端は折しょった。

　妃は目を丸くする。

「なんでわかるの？」

「顔に出ていますから」

（見りゃわかりますよ）

　不思議そうな顔が、だんだん膨れていく。本当にわかりやすい。

「昔、蜂蜜でお腹を壊したことはありませんか」

　さらに里樹妃は顔を膨らます。肯定の意だろう。

「食中毒になって、食べ物を受け付けなくなることは珍しくないですからね」

　膨らんでいた里樹妃は、首を横に振る。

「それは違うわ。覚えていないの。私が赤あか子ごの頃の話だから」

　里樹妃は、赤子の頃に蜂蜜によって、生死の境を彷徨さまよったらしい。苦手なのも、ずっと乳母うばや侍女たちに食べるなと言われ続けたからだという。

「失礼じゃなくて。いきなり来て、里樹さまにずけずけと」

　意地悪そうな女の声がした。

（おまえが言うか？）

　先日の茶会で、蜂蜜嫌いの主あるじをかばおうともしなかった一人である。

（こうやって、味方のふりをしてるんだな）

　時折、外部の者を悪役に仕立て上げ、里樹妃の味方のふりをする。世間知らずな幼い妃は、周りの人間を敵だと思い込む。味方は自分たちだけだと言い聞かせ、妃を孤立させる。

　妃は侍女たちに頼らざるをえない。悪循環だ。

　本人がいじめだと気付いていなければ、なかなか表沙汰にはなるまい。園遊会のときは、調子に乗り過ぎたようだが。

「私は壬氏さまの命を受けてここに来ております。なにか問題がありますか。言いたいことがあれば、壬氏さまに直接お願いします」

　虎の威を借るついでに面倒もつけておこう。それくらいやってもいいはずだ。

　顔を火ほ照てらせた侍女たちが、なにを理由に変態宦かん官がんに近づこうとするのか楽しみである。

「もう一つ」

　猫猫は無表情のまま、里樹妃に視線を戻す。

「柘榴ざくろ宮の侍女頭とは、以前から面識はありますか？」

　妃の驚いた顔がその答えを示していた。




　〇●〇




「探してもらいたいものがあります」

　猫猫に頼まれ、高順は宮廷の書庫にいた。

　後こう宮きゅう女官である猫猫は、基本、後宮内を出ることはできない。

　はて、なにがわかったのやら。

　齢よわい十七には思えぬ知識の深さと冷静さは、目を見張るものがある。理性的に物事を考え、処理する能力は女おな子ごにしておくのが惜しいとさえ思う。もちろんそれは、一部の性癖を除けばの話であるが。

　大変使いやすい駒。

　そのように扱えばよいのに。本人も、いやいやながら了承することだろうに。

　誰のことをいっているのかは、明白だ。見た目ほど成熟していない吾わが主あるじだ。

「悪いことをした」

　高順はぽつりとこぼす。

　主の過ぎた悪戯いたずらはやはり止めるべきだったろうか。

　止めたところでどうなったか。

　恨みがましい猫猫の目を思い出すと、今後、なにか盛られるかもしれないという不安がよぎる。高順は、少し気になり始めてきた前髪の生え際をなでた。




　〇●〇




　猫猫は、自室の寝台で胡坐あぐらをかいて書の頁ページをめくっていた。狭い床には、すり鉢や薬や研げんが転がり、壁には干した薬草がかかっている。道具は、高順に頼んだり、医局から失敬したものだ。

「十六年前か」

（皇弟も同時期に生まれてるのか）

　猫猫の手にはひもで綴じられた書が一冊。後宮内の出来事をまとめたものである。

　高順に頼んで持ってきてもらったものだ。

　現帝の東とう宮ぐう時代に生まれた子は一人。母親は東宮の乳ち姉弟きょうだいであり、のちの淑妃である。

　子は乳幼児期に死亡し、その後、先帝が崩ほう御ぎょし新しく後宮ができるまで子は生まれていない。

（東宮時代の妃は、ずっと一人だったのか）

　意外なことだ。好色親父のことだから東宮時代から妾めかけをたくさん作っていたものと思っていたが。十年以上、一人の妃と連れ添っていたとは信じられない。

　やはり、噂や人づてでなくきちんと書に記したものも必要である。

　十六年前。

　乳幼児死亡。

　そして。

「医官、羅ルォ門メン、追放」

　猫猫は、見覚えのある名前を見つけた。

　浮かび上がってきた感情は、驚きでなく納得だった。なんとなく、そんな気がしていたからだ。

　後宮に数多く生えている薬草は、皆、猫猫がよく使うものだった。自然と生えたのではなく、以前、誰かが移植したものだと想像できた。

　猫猫は家の周りに薬草を植えて育てる人物を一人知っている。

「おやじ、なにやってんだよ」

　老婆のような、足を引きずる男。花街の薬くす師しにしておくにはもったいないほどの医術を持つ人物。

　猫猫の薬の師は、片足の膝ひざの骨を抜かれた元宦官であった。










二十九話　蜂蜜 其の参







「玉ギョク葉ヨウ妃からの文？」

「ええ、直接お届けするようにと」

「阿アー多ドゥオさまは茶会に出ているのだけど」

　ふくよかな侍じ女じょ頭、風フォン明ミンは困ったように猫マオ猫マオを見た。

　猫猫は差し出した文ふ箱ばこを開く。中には、書の代わりに小瓶と喇らっ叭ぱ型の赤い花が一つ入っていた。瓶からは嗅ぎなれた甘い匂いがする。

　それがなにか、風明もわかったらしく、ぴくりと肩が動いた。

（当たりかな？）

　猫猫は文箱の中の小瓶をずらす。小さな紙切れが見え、そこに風明にはわかるであろう言葉キーワードを箇条書きにしておいた。

「風明さまにお話ししたいことがあります」

「わかったわ」

（勘のいいかたは話が早い）

　風明は硬い面持ちのまま、柘榴ざくろ宮きゅうに猫猫を招き入れた。




　風明の自室は、紅ホン娘ニャンの部屋とほぼ同じ造りをしていたが、荷物が部屋の隅に固められている。荷造りを終えた後のようだ。

（やっぱり）

　招かれた部屋で、円卓を挟んで向かい合う。身体の温まる生しょう姜が入りの雑茶に、茶請けには堅めの麺麭パンが添えられた。上に果実の蜂蜜煮がかかっている。

「一体、どうしたの？　大掃除はもう十分よ」

　優しい声音だが、探るような声である。猫猫の真意を知っていて、自分から切り出そうとはしない。

「ええ、いつ引っ越されるのですか？」

　猫猫は部屋の隅に置かれた荷を見た。

「察しがいいのね」

　風明は急に冷めた口調で言った。

　大掃除など、表向きの理由だった。

　新年の挨拶とともに、新しい上級妃を迎えるために、阿多妃はこの宮を去らねばならない。

　後こう宮きゅうに子を産めぬ妃きさきはいらない。

　それは長年連れ添ってきた妃でも同様で、阿多妃には強い後ろ盾はなかった。

　皇帝と乳ち姉弟きょうだいという、実の肉親よりも深い関係が今まで彼女の地位を保ってきたのだろう。

　せめて、生まれた男児が生きていれば、阿多妃は大きく胸を張れただろうに。

（たぶん、阿多妃には）

　青年のような凛々しい姿、それに女らしい匂いはなかった。

　まるで、女が宦かん官がんにでもなったかのように。

　臆測でものを言うのは嫌いである。

　しかし、それが確信であれば、口にするしかなかった。

「阿多妃はもう子は産めないのですね」

「……」

　沈黙は肯定を意味する。

　風明の表情がどんどんこわばっていく。

「出産時になにかあったのですね」

「あなたには、関係のない話じゃなくて」

　中年の侍女頭は、目を細める。

　そこには優しげな面倒見のよい女はおらず、敵てき愾がい心しんが目の奥に燃えている。

「関係ない話ではないです。出産の場にいたのは、私の養父ちちなので」

　風明は立ち上がり、感慨もなく真実を告げる猫猫を見る。

　後宮の医官は常に人手不足である。やぶ医者が今の地位に居座り続けることができる程度に。

　医という特殊な職を持ちながら、わざわざ宦官になる必要はないからだ。不器用なおやじのことだ、体ていよく押し付けられたのだろう。

「不幸なのは、皇弟の出産と重なったことでしょうか。双方を天秤にかけた結果、阿多妃の出産は、後回しにされた」

　難産の末、子は無事生まれたが、阿多妃は子宮を失った。

　そして、子もまた、幼くして亡くなる。

　先の毒おしろい事件と同様に、阿多妃の子もそれによって亡くなられたのではないかといわれていたが、それは違うと猫猫は思う。おやじが後宮にいる間、そんな毒おしろいを当時東宮妃であった阿多妃に使わせるわけがない。

「風明さまは責任を感じているのではないのですか？　当時、出産後の体調が芳しくない阿多妃に代わって赤あか子ごのお世話をしていたのはあなたのはずです」

「……なにもかも知っているのね。阿多さまを助けることもできなかった、やぶの娘なのに」

「そうですね」

　仕方ないという言葉で、医療は片付けるものではない。おやじの言葉だ。

　やぶとののしられても甘んじて受ける、そんな人なのだ。

「そのやぶは、鉛えん白ぱく入りのおしろいを使うのを禁じていたはずですよね。聡明なあなたがそれによって赤子を死なせることはない」

　猫猫は文箱の小瓶を開ける。とろりとした蜂蜜がきらりと輝く。一緒にある赤い花を猫猫は口にくわえた。

　甘い蜜の味がする。花をつまみ、指でくるくると回す。

「花の中には、毒があるものも多い。鳥とり兜かぶとや蓮れん華げ躑躅つつじのように。その蜜にも毒性がある」

「知っているわ」

「でしょうね」

　実家が養よう蜂ほうを営むのなら、その知識があってもおかしくない。

　大人が中毒症状を起こす毒を赤子に与えるわけがない。

「でも、赤子にのみ効く毒が、ただの蜂蜜に混ざっていることは知らなかった」

　臆測ではなく、確信。

　まれにではあるが、そのような毒がある。抵抗力の弱い赤子にのみ効く毒が。

「自分が毒見をしても大丈夫だからと、滋養にいいと与えていた薬がまったく逆効果だったとは思わなかった」

　そして、阿多妃の子は息絶える。

　死因は謎として。

　当時、医官だったおやじこと羅ルォ門メンは、出産時の処置も合わせ、度重なる失態により後宮を追放される。肉刑として、片膝ひざの骨を抜かれて。

「知られたくなかったんですね。阿多妃には」

　自分が主あるじの唯一の子を殺した原因だと。

「だから、里樹リーシュ妃を消そうと考えた」

　里樹妃は先帝時代、年上の嫁である阿多妃に懐いていた。

　阿多妃も、里樹妃のことを可愛がっていたという。もしかしたら、幼い里樹妃が先帝の御手付きにならぬように見守っていたのかもしれない。

　親元から離れた幼い娘と、子を持つことのできない女性。一種の共依存が生まれていた。

　しかし、ある日突然、里樹妃は阿多妃に拒絶される。何度会いに来ても、風明に追い出されるからだ。

　そのまま、先帝は崩御し、里樹妃は出家する。

「里樹妃はあなたに、蜂蜜には毒があることを教えたのでしょうね」

　もし里樹妃が通い続ければ、そのことを阿多妃に話すかもしれない。聡い阿多妃はその言葉で、なにかに気付くかもしれない。

　それだけは避けたかった。

　出家し、二度と会うことのないと思われた娘は、再び後宮に現れる。

　同じ上級妃として。

　阿多妃を追いやる立場として。

　なのに図々しくもあの小娘は、母親を求めるように阿多妃に会いに来ようとする。

　空気の読めない、世間知らずの小娘は。

　だから、消そうと思った。

　穏やかで面倒見のよい侍女頭はそこにはなく、冷たい視線を送る女がいた。

「欲しいものはなに？」

「そんなものはありません」

　首の後ろにぴりぴりとしたものを感じた。

　後ろの棚には、先ほど麺麭パンを切った包丁がある。鉄板に穴をあけただけの簡素なものだが、小柄な猫猫には脅威である。

　風明が手を伸ばせばすぐ届く距離にある。

「なんでもいいのよ」

　風明は、甘い言葉をかける。

「そんなの意味がないことを風明さまはご自分でわかっているでしょう？」

　猫猫の言葉に、風明はぼんやりと笑った。愛想笑いにもならないその表情の奥に一体なにが詰まっているのだろう。

「……ねえ、あなたは自分の一番大切な人の一番大切なものってわかる？」

　風明はうすら笑いのまま猫猫に言った。猫猫は首を振る。なにが一番なんてわからない。人もものも。

「私はそれを奪ってしまったのよ。玉のように大切にしてきた赤子を」

　初めて仕えたときから、この人の他に仕えるべき人はいないと思ったと。女でありながら、しっかりした意思を持ち、東宮と同じ目線で話せるそのかたを尊敬していたと。

　親の言うことを聞き、言われるがままに行動してきた自分と比べて、どれだけ衝撃を受けたことか。風明は、微笑みながら語った。

「阿多さまは、あのときも言ったの。子は天の命に従ったのだと。皆が気に病む必要はないと」

　子どもは七つになるまで育つかわからないものだ。ちょっと病気をすればころりと死んでしまう。

「阿多妃が毎夜泣いていることを私は知っていたのに」

　そう言うと風明はゆっくりと顔を伏せた。嗚お咽えつらしきものが聞こえてくる。

　先ほどまでの気丈な侍女頭はどこにもいない。ただ、懺ざん悔げする女がそこにいた。

　この十六年間、彼女はどのような思いで阿多妃に仕えていたのだろう。伴はん侶りょを持つこともなく、ひたすら彼女のために働いていた。

　猫猫にはわからない。彼女の気持ちが。そこまで他人を大切に思える心がなかった。だからこそ、彼女がなにを本当に望んでいるのかわからない。

　猫猫がこれから提案することを受けて入れてくれるだろうか。

　ここ数日、書を調べていることは壬ジン氏シに報告されているだろう。

　後宮をつかさどるあの宦官に、猫猫は隠し事ができないだろう。芙フ蓉ヨウ姫のときのごとくごまかせるとは思えない。

　ごまかすべきではない。

　猫猫の話を聞けば、壬氏は風明を捕まえる。

　そして、極刑は逃れられない。なにがあろうとも。

　十六年前の真実も明らかになる。

　だからとて、猫猫がここで消えても同じことだ。

　遅かれ早かれ、ばれることである。

　賢い侍女頭にそれがわからないわけがなかった。

　猫猫にできるのは、一つだけ。

　減刑を望むことでも、阿多妃の処遇に言することでもない。

　二つあった動機を一つにすることだけ。

　阿多妃にその動機を隠し続けることだけだった。

　ひどく残忍なことを言っているのはわかる。相手に死ねと言うのと同じなのだから。

　それでも、猫猫にはそれくらいしか頭に浮かばなかった。なんの権力も持たない小娘には、それくらいしかできなかった。

「結果は変わりません。それでよろしければ」

　提案を受けてください、と懇願した。




（疲れた）

　猫猫は翡ひ翠すい宮の自室に戻ると、硬い寝台に倒れ込んだ。

　衣が汗でべとべとしている。緊張したときの発汗は、べたべたして匂いが強いのでかなり臭い。湯あみをしたくなった。

　せめて着替えようと、上着を脱ぐと、胸から腹にかけて布が巻き付けられている。油紙を幾重にも重ね、それを固定していた。

「必要なくてよかった」

（切られたら痛いからな）

　猫猫は油紙を剥はいで、新しい衣に袖を通した。




　〇●〇




　一体どういうことなのだろうか、と壬氏は首を傾げていた。

　犯人の自首、そんな形で里樹リーシュ妃の毒殺未遂事件が解決するなどと、誰が思うだろうか。

　翡翠宮の応接間で、壬氏は無愛想な侍女にそれを伝える。玉ギョク葉ヨウ妃には、すでに伝えた話だ。

「というわけで、風フォン明ミンが自首してきたのだが」

「それはよかったですね」

　特に感慨もなく、無愛想な侍女は言ってくれる。

　壬氏は卓子テーブルに肘ひじをつく。高ガオ順シュンがなにか言いたげにこちらを向くが無視する。行儀が悪いと言いたいのだろう。

「なにか知らないか？」

　時折、この娘がなにかしら画策しているような気がしてならない。

「なんのことでしょう」

「やたら、高順に書物をかき集めさせていたみたいだが」

「ええ。無駄になってしまいました」

　猫猫は、小馬鹿にしているのかと思うくらい淡々と言ってのける。先日、ちょっと悪戯いたずらが過ぎたあたりから機嫌が悪いのかもしれないが、いつもどおりのような気もする。

　相変わらず、汚泥でも見るような目を向けている。失礼を通り越して、いっそ清々しい。

「動機はおまえの言ったとおり、四夫人の座を保つためだったそうだ」

「そうですか」

　まったく興味なさそうにこちらを見る。

「残念だが、阿多妃は上級妃を下りることが決定している。後宮を出、今後は南の離宮に住まうことになった」

「それは、今回の件が原因でしょうか？」

　猫猫が聞き返してきた。

　猫がようやく小判に興味を示したらしい。

「いや、もともと決まっていた。皇帝の判断だ」

　実家に帰さず、離宮で囲うのは長年の愛着からだろうか。

　珍しく猫猫が聞いてきたので、つい調子に乗ってしまいたくなる。立ち上がり一歩近づくと、なんだか身構えた様子で半歩下がる。

　言わんこっちゃないと、高順に呆あきれた顔をされた。

　やはり、先日のささいな悪戯をまだ根に持っているらしい。

　あまり身構えられると壬氏としても困る。また、椅子に腰をおとす。

　小柄な女官は頭を下げ、退室しようとしたがふと足を止める。

　赤い喇らっ叭ぱ型の花の枝が飾られていた。

「さっき、紅ホン娘ニャンが飾っていた」

「ええ。狂い咲きですね」

　猫猫は、花を取ると、軸を取り口に含んだ。

　壬氏は首を傾げる。ゆっくりと近づき、猫猫の真似をする。

「甘いな」

「毒ですけどね」

　噴き出して口を押さえると、高順があわてて水差しを持ってきた。

「死ぬことはないので大丈夫ですよ」

　唇を舐めるおかしな娘は、ほんのり甘い笑みを浮かべていた。










三十話　阿多妃アードゥオ







　猫マオ猫マオが夜中眠れず、翡ひ翠すい宮きゅうを抜け出したのは本当に偶然のことだった。

　明日、淑妃は後こう宮きゅうを去る。

　なんとなく、外に出てぶらぶらと歩いていた。寒さはとうに冬のもので、綿入れを二枚重ねて出かけた。

　相も変わらず後宮内は、なかなか不健康な愛があふれているようで、間違って茂みや物陰を覗かぬよう気を付けねばならなかった。燃え上がる熱い心をお持ちの人たちには、冬の屋外など障壁にもならないらしい。

　ふと、空の半月を見ると、芙フ蓉ヨウ姫のことを思い出し、ついでだからと外壁に登ることにした。どうせなら月見酒と決め込みたかったが、翡翠宮にはなかったのであきらめた。先日、壬ジン氏シにもらった酒を残しておけばよかった。蝮まむし酒ざけが久しぶりに飲みたくなったが、先日のとある光景を思い出し、やっぱりいいやと頭を振った。

　猫猫は、外壁の隅の煉れん瓦がの飛び出た部分に足をかけ、うまくよじ登っていく。裳スカートに気を付けないと、引っかけてしまうかもしれない。

　なんとかと煙は……というが、やはり高いところは気持ちのいいもので、月と小さな星明かりが都を照らしていた。向こうに見える輝く明かりは花はな街まちのものだろう。夜の街というにふさわしく、花と蜜蜂たちの語らいが始まっているに違いない。

　なにをするわけでもなく、塀の縁に座り、足をぶらぶらさせて空を見ることにした。

「おや、先客かい？」

　高くもなく、低くもない声が聞こえる。

　振り返ると袴服ズボンをはいた凛々しい青年が立っていた。

　いや、青年のように思えるが、それは阿アー多ドゥオ妃だった。髪をひと結びに背中に流し、肩から大きな瓢ひょう箪たんを下げていた。少し頬が赤く、少し薄着だ。足取りはしっかりしているが、酒が入っているようだ。

「いえ、すぐ空きますので」

「いいや、一杯付き合わないか」

　杯さかずきを見せつけられ、猫猫は断る理由が見つからなかった。

　普段なら玉ギョク葉ヨウ妃に遠慮するところだが、後宮最後の晩酌に付き合わないほど野暮ではない。決して、酒に釣られたわけではない。

　猫猫は、杯を両手に掲げ、濁り酒をいただく。

　甘味が強く、酒精の少ない味がした。

　なにをしゃべるわけでもなく、ちびちびと酒を舐なめた。阿多妃は豪快に瓢箪にそのまま口をつけている。

「男のようであろう？」

「そのように振る舞っているように見えます」

「はは、正直者だな」

　阿多妃は片膝ひざを立て、顎あごをのせる。その整った鼻び梁りょうと長いまつげを縁取った眼にどこかしら見覚えがあった。誰かに似ていると思ったが、頭が曇っていた。

「息子がこの手からいなくなってから、ずっと私は皇帝の友人だったんだよ。いや、友人に戻ったのかな」

　妃きさきとして振る舞わず、友人としてそばにいた。

　乳飲み子のときから一緒にいた幼友達として。

　妃として選ばれるとは思わなかった。

　ただ、最初の相手として指南役に選ばれただけのはずだった。

　お情けで十数年も飾りの妃をやっていたと。

　早く受け渡したかったのに。

　なぜすがりついていたのだろうと。

　阿多妃の独白は続く。

　そこにいるのが猫猫であろうとなかろうと、誰もいなかろうと続いていただろう。

　明日にはいなくなる妃。

　どんな噂が後宮内で立とうとも、もはや関係ない話だ。

　猫猫はただ黙ってそれを聞いていた。

　阿多妃の言葉が止まると、妃は立ち上がり、瓢箪を逆さにすると中身を塀の外、堀へとこぼしていった。

　餞せん別べつのように流す酒を見て、先日の自殺した下女のことを思い出した。

「水の中は寒かっただろうな」

「そうですね」

「苦しかっただろうな」

「そうですね」

「莫ば迦かだよな」

「……そうかもしれません」

「みんな、莫迦だ」

「そうかもしれません」

　なんとなくわかった。

　やはりあの下女は自殺だったのだと。

　そして、阿多妃はそれを知っていたのだろう。下女とは知り合いだったのかもしれない。

　みんなというのは風フォン明ミンも含まれているのだろう。下女の自殺にも加担していたのかもしれない。

　阿多妃に嫌疑がかからぬように、冷たい水の中に沈んだ下女。

　知られたくない秘密を守り、自ら絞首台に上った風明。

　阿多妃の意思にかかわらず、彼女のために命をかける者たちがいる。

（本当にもったいない）

　人の上に立つ素質と資格を持ち合わせているのに。

　妃としてではなく、違う形で皇帝のそばにいれば、政まつりごとはよりうまくいったのではないだろうか。

　そんなくだらないことを考えながら、猫猫は星空を眺めた。




　阿多妃が先に降り、猫猫もさすがに寒くなったと外壁から降りようとしたときだった。

「なにをしている」

　いきなり声をかけられて、猫猫は驚いた。足を踏み外し、壁の半ばで落ちてしまう。

　猫猫は背中と臀でん部ぶに衝撃を感じた。

「誰だよ、いきなり」

　猫猫がぼやくと、

「悪かったな」

　と耳元で囁かれた。

　びっくりして振り返ると、不機嫌な顔をした壬ジン氏シがいた。

「壬氏さま、なぜここに？」

「それは俺のほうが言いたい」

　猫猫は、先ほど落ちたのにあまり身体が痛くないことに気が付いた。衝撃を感じたが、地面にぶつかる感覚はなかった。

　どういうわけかと言えば、今現在、猫猫の真下に壬氏がいるからだ。

（うおっ！）

　猫猫は身体を起こそうとしたが、身体が動かない。ぎゅっと固定されている。

「……壬氏さま、離していただけますか？」

　猫猫が丁寧に言うが、壬氏は、猫猫の腹に回した手を離さない。

「壬氏さま」

　猫猫の言うことは無視だ。猫猫が身体をねじって壬氏の顔を見ると、ほんのり彼の顔が赤らんでいた。かかる吐息から酒精の匂いがした。

「お酒を飲んでいるのですか？」

「付き合いだ、仕方ない」

　壬氏はそう言うと空を眺める。冬の空は澄んでいて星がよくきらめいている。

（付き合いねえ）

　猫猫は半眼で壬氏を見る。後宮内で付き合いとなれば、それはもう怪しむ他ないだろう。いくら大切なものがないからとはいえ、皇帝も好き勝手にさせ過ぎではなかろうか。

「離してください」

「寒いから、やだ」

　子どもみたいな口調が、麗しき宦官の口から洩れた。服装は上着も着ないままで、これは夜、出歩くには寒いだろう。高ガオ順シュンはどこにいるのだろうと猫猫は思った。

「なら、風邪をひきますので部屋に戻ってください」

　自分の家に戻るもよし、酒をもらった部屋の主に泊めてもらうもよし、どちらにしても猫猫には関係ない。

　だが、壬氏は額を猫猫の首のあたりに擦り付けるようにくっついてきた。

「家主は俺を酒に誘って、飲ませるだけ飲ませた挙句、どこかへ出かけてしまった。戻ったら戻ったで、すっきりしたから帰れと追い出された」

　壬氏をそんなふうに扱える人間がこの後宮にもいるのだな、と猫猫は妙に感心してしまった。でも、それとこれとは関係ない。

（酔っ払いの付き合いなんて勘弁）

　酔っ払いはこうしてべたべたするから困る。

（いや、よく考えると元は……）

　猫猫は自分が上から落ちてきたことに今頃気が付いた。この状態を考えると、壬氏は一応受け止めてくれたということになるのだろうか。酒で足をとられたせいか、草むらに寝そべる形になっているが。

　受け止めてくれた相手に礼も言わずさっさと離せというのは、いやはや失礼かもしれないと猫猫は思う。だがしかし、このまま相手に乗っかったままなのも困る。

「壬氏さ……」

　何度目かのお願いをしようとしたときだった。首筋にぽたりとなにかが落ちた気がした。生ぬるいそれは、猫猫の首から背中へと伝って流れていく。

「もう少しだけだ」

　壬氏の声とともに、腹に回された手の力が強くなる。

「少しだけ温めてくれ」

　いつもと声色の違う声に、猫猫はため息をついた。そして、空を仰いで、きらめく星をひとつふたつと数えた。




　翌日、正門には多くの見物人が集まっていた。

　後宮に最も長くいた妃は、昨夜とは違い、やはりあまり似合わない大袖と裳スカートをはいていた。

　周りの女にょ官かんたちの中には手布ハンカチを噛む者もいる。

　凛々しき青年のような妃は、若い女官にとって一種の崇拝対象アイドルだったに違いない。

　壬氏が阿アー多ドゥオ妃の前に立ち、なにかを受け取っている。昨夜の酒の様子から少し心配になったが、どちらも二日酔いはないみたいだ。壬氏が受け取るのは、淑妃たる証あかしを示す冠だった。これは、しばらくののち、違う女のもとへ向かうことが決まっていた。

（服装を入れ替えたらよいのに）

　天女のような相貌と凛々しき青年のような相貌。まったく違うはずのその二つが妙に似通っている気がした。

（ああ。なるほど）

　昨晩、猫猫は、阿多妃が誰かに似ていると思った。それは壬氏のことだったようだ。

　もし阿多妃が壬氏の立場であれば、どうなっただろう。

　まったくくだらない考えである。

　阿多妃の立ち居振る舞いは、決して後宮を追い出される哀れな女というものではなかった。

　胸を張り、仕事を成し遂げたと、そのような達成感さえ見える威風堂々たる姿だった。

　ふと、どうしようもない臆測が頭に浮かんでしまった。

　なぜ、あんなに堂々としていられるのかと。

　妃としての務めを果たさずして。

『息子がこの手からいなくなってから』

　昨日の阿多妃の言葉がよみがえる。

（いなくなってから？　死んでから、ではなく？）

　とらえ方によっては、まだ生きているととることができる。

　阿多妃が子を産めなくなった理由は、皇太后の出産と重なったことだった。皇弟と妃の子は叔父おじ甥おいの関係になる、しかもほぼ同時に生まれたとしたら双子のように似ていたのではなかろうか。

（もし取り換えられたとしたら？）

　出産の際に、阿多妃は身に染みてわかったことだろう。二人の赤あか子ごのどちらが今後大切に育てられていくのかを。

　庇ひ護ごがより大きいとしたら、それは乳母うばの娘の阿多妃のもとでなく、皇太后のもとであろうと。

　産後の肥立ちが悪い阿多妃に、なにが正しいのか判断などできなかったのかもしれない。

　しかし、入れ替わったことにより、己の息子が助かったのであれば、それは阿多妃の望みであろう。

　後日、それがばれたのであれば。

　本物の皇弟が死んだ後であれば。

　おやじが追放だけでなく、肉刑まで受けたことにも納得がいく。赤子の入れ替わりに気付かなかったのだから。

　皇弟が狭い立場にあることも。

　潔い阿多妃が後宮にとどまり続けた理由も。

（実にくだらない）

　猫猫は頭かぶりを振った。

　ばかばかしいくらいの妄想である。翡翠宮の三人娘さえここまで飛躍して考えないだろう。

（これ以上見ても仕方ないな）

　猫猫が翡翠宮に戻ろうとすると、前方から慌ただしく近づいてくる者がいた。

　幼い愛らしい顔立ちをした娘、里樹リーシュ妃である。

　猫猫に気付いた様子もなく、正門へと走っていく。

　後ろには、あの毒見の女が息を切らしながらついていた。

　その後ろには走る様子もなく、面倒くさそうにしている残りの侍女たちがいた。

（相変わらずですな。一名を除き）

　猫猫がなにかしてやれるわけでもない。身内のことなど自分で始末できなければ、この女の園で生きていけるわけがないのだ。

　ただ、少なくとも今は一人でない。

　それだけでもましなはずだ。

　里樹妃は、阿多妃の前に出ると、からくりのような動きで右手と右足を同時に出した。裾を踏んだらしく、顔面から地面に転んだ。

　周りの笑いをこらえる声に泣き出しそうになる里樹妃に、阿多妃は手ぬぐいで顔を拭いてあげていた。

　青年のような凛々しい妃の顔が、母親の顔に見えた。










三十一話　解雇







「どうしようかな？」

　壬ジン氏シは憂鬱な顔で書類を眺めていた。

「どういたしましょうか？」

　寡黙な従者も書類を眺める。

　どうにもこうにも頭を抱えたくなる案件だ。

「先日の風フォン明ミンの事件より、彼女の実家及びその関係者の名簿なのですが」

　風明はそのまま処刑、一族郎党皆殺しは行われなかったものの、親族は皆、財産をすべて奪われ、重さの違いはあるもののすべて肉刑に処せられている。

　主あるじである阿アー多ドゥオ妃に沙汰がなかったのは幸いである。風明の一存で行われたとされたからだ。

　関係者の中には、実家の商いの取引先も含まれていた。ただの養よう蜂ほう農家だと思っていたが、なかなか手広くやっていたようである。

「後こう宮きゅう内に八十人ほどその子女がいます」

「二千人中八十人か。なかなかの的中率だな」

「そうですね」

　高ガオ順シュンは眉み間けんにしわを寄せる主にたずねる。

「隠ぺいしますか？」

「できるか？」

「お望みであれば」

　お望みであれば。

　高順は壬氏の言葉に従うだろう。

　それが正しいのかは関係なく、壬氏の言うままに。

　壬氏は、深くため息をつく。

　関係者の中に見慣れた名前が記述されてあった。

　某薬屋がかどわかされて、身売りされた先は、くだんの関係者だったらしい。

「さてどうすべきか」

　簡単に決めてしまえばよいのに。自分の選んだ行為によって、娘がどんな顔をするのか、とても恐ろしかった。

　命令をするのは簡単だ。しかし、それが彼女の意に反しているのであれば、どのように受け取られよう。

　平民と貴人、そのように猫マオ猫マオは壬氏との区切りをつける。どんなに嫌な命令だろうと、結局は受け止めるだろう。区切られた境界に、さらに隙間ができるような気がした。

　だからといって隠ぺいするのはどうだろうか。

　猫猫が好きでいるわけでもない場所に、こちらの都合でとどめるのは。そして、それが勘のいい娘にばれたとしたら。

「壬氏さま」

　思考をめぐらす壬氏に、高順が声をかける。

「都合のよい駒ではなかったのですか？」

　冷静な従者の言葉に、壬氏はゆっくりと前髪をかき分けた。




　〇●〇




「大量解雇？」

「そだよ」

　おやつに干し柿を食べながら小シャオ蘭ランは言った。干し柿は、猫猫が果樹園から失敬し、こっそり軒下につるして作っていたものだ。ばれたら怒られそうである。いや、実際怒られた。紅ホン娘ニャンが気付かないわけがなかったが、ちょうど高順が来ていて助かった。高順は干し柿が好きだと聞くと、紅娘はしぶしぶ「今回だけよ」と目を瞑つぶってくれた。

「なーんか、一族郎党皆殺しとかそんな感じで、取引のあった商家とかの娘はやめなくちゃなんないんだって」

　舌足らずな声に、猫猫は頷うなずく。

（それは、なんだか嫌な予感がする）

　猫猫の予感はよく当たる。

　書類上の猫猫の実家は、交易を行っている商家だった。風明の実家が養蜂農家であれば、接点はあるかもしれない。

（今、解雇とかかなり困るんだが）

　それなりに今の生活は気に入っている。

　そりゃ、花はな街まちに戻れるのならうれしいことに違いないが、戻ったところで銭の算段をしているやり手婆ばばあに捕まるのがおちだ。

　李リ白ハクののち、いまだ上客を送り込んでいない。

　それが問題である。

（確実に売りとばされる）

　猫猫は小蘭と別れると、普段会おうとは思わないその人物を探すことにした。




「珍しいな。息が荒いぞ」

　後宮の正門で、麗しき宦かん官がんは軽く言ってくれる。

　猫猫は、翡ひ翠すい宮の他、四夫人の屋敷をすべて回り終えた後だった。

「……っ」

「落ち着け。顔が真っ赤だぞ」

　壬氏は天女の顔に、いささか焦りを見せている。

「おっ、お話が、あ、あります」

　猫猫は切れ切れに言葉をつむぐ。

　壬氏は目を細めた。なぜだか、憂いを含んだ顔だった。

「わかった。中で話そう」




　通されたのは宮官長室で、久しぶりに外で待ちぼうけを食らう長には悪いと思う。ここ最近は、阿多妃の件で大忙しだったようだ。宮官長に一礼して中に入る。

　すでに、壬氏は椅子に座り、机に置いた書類を見ていた。

「どうせ、今度の大量解雇について聞きたいのだろう」

「はい。私はどうなるのでしょうか」

　返事の代わりに壬氏は書類を見せる。上質の紙に書かれた中に、猫猫の名もあった。

「つまり解雇というわけですね」

（どうしようか）

　解雇と言われてやめてくださいと言える立場ではない。自分はただの女にょ官かんだということは重々承知している。無表情のまま、媚びる目をしないようにこらえた。結果、いつものくせで毛虫でも眺めているような顔になった。

「どうしたい？」

　うかがい聞くその声に、いつもの甘さはない。むしろ、逆に甘えるような少し幼い声だった。声色と違い、顔だけは真剣に固まった顔をしていた。

　先日、阿多妃が去る前の晩の声と同じだ。

「私は、ただの女官です。言われるままに、下働きでも、まかないでも、毒見役でも命じられればやります」

　猫猫は、正直な言葉を述べる。命令されれば、できることはできるだけやり遂げるつもりだ。多少、給金が下がっても文句は言わない。身売りまでの執行猶予ができれば、新規顧客なりなんなり捕まえてなんとかする。

（だから、解雇クビにしないでくれ）

　精いっぱい、雇ってくれと言ったつもりだった。

　しかし、青年の表情は固まったままで、ふと視線をそらすと小さくため息をついた。

「わかった。金ははずもう」

　青年の声は冷たく、うつむいて表情は読み取れなかった。

　交渉は失敗した。




　〇●〇




　いじけた主あるじを見るのは、今日で何日連続だろうか、と高順は深く息をつく。

　仕事には今のところ支障はないが、自室に戻ると部屋の隅に座り込み、陰気な空気を醸し出すのは勘弁願いたい。

　胞子でも飛ばさんばかりの勢いである。

　麗しき天女の笑みと蜂蜜の声を持つ青年はそこにはいない。

　猫猫は解雇通告の翌週に出ていった。愛想はないが、礼儀正しく、世話になったところを一軒一軒回っていったらしい。

　玉ギョク葉ヨウ妃は渋っていたが、壬氏が決めたことだと聞くととりあえず引き下がった。「後悔しても知らないわよ」とご丁寧に捨て台詞ぜりふを残して。

「やっぱり引き止めればよかったのでは」

「なにも言うな」

　高順は腕組みをし、眉間のしわを深くする。昔のことを思い出す。

　お気に入りの玩具おもちゃをなくしたときは、どんなものだったか。より新しい珍しい玩具を与えるのに、どのくらい苦労しただろうか。

　玩具と一緒にしてはいけないのかもしれない。

　壬氏は娘を道具として扱いたくなくて、引き止めるのをやめたのだった。そこで、新しい毛色の違った娘をあてがったところでなにになろう。

　まったくもって厄介である。

「代替がだめなら、本物を用意するしかないか」

　壬氏に聞こえない声で呟くと、ふとある人物を思い出した。

　娘の実家をよく知る武官である。

「手間のかかる」

　苦労人、高順は首の後ろをかいた。










終話　宦かん官がんと妓ぎ女じょ







「仕事だよ、行ってきな」

　猫マオ猫マオがやり手婆ばばあにせっつかれ、乗せられたのはずいぶんと立派な馬車である。

　今こ宵よいの仕事はとある貴人の宴うたげらしい。

　都の北の大きな屋敷に連れられて、ため息をつく猫猫だ。

　小姐ねえちゃんたちと、他数名。皆、麗しい衣を着、艶あでやかな化粧を施している。自分もそれと揃いの姿をしていると考えると、なんだか妙に居心地が悪い。

　長い回廊を通り、らせんの階段を上り、広い部屋に通される。天井から灯籠が下がり、赤い房飾りが揺れている。

　赤い毛もう氈せんの敷き詰められた床に、獣の毛皮が幾いく重えにも重ねられ、そこに今宵の客が座していた。

（さすがに大した金持ちだ）

　そこには、五人ほどが横一列に並んでいる。思ったよりも年若い。

　ゆらめく炎に照らされる若人たちを見て、白パイ鈴リン小姐が舌なめずりをする。横の女ジョ華カ小姐が脇腹を小突く。色っぽい小姐は、多少どころでないくらい手が早い。やり手婆も匙さじを投げるほどに。

（もっと早く紹介してくれよ）

　宮廷に仕える高官だという。紹介は李リ白ハクらしい。

　李白の縁とあれば、猫猫の借金も少しは減るはずである。

　まあ、金は思ったよりはずんでもらえたので、身売りするほどでもなく、こうやって短期就労アルバイトですんでいるのでよかったが。

（婆、舌打ちしやがって）

　どうにもやり手婆は、猫猫を妓ぎ女じょにしたいらしい。

　ここ数年、その動きが顕著である。

　薬屋の真似事などやめろと何度も言われたが、それは無理である。自分の興味が、薬学から歌や踊りに変わる可能性など皆無である。

　それにしても、部屋にある酒瓶の一つ一つ、敷物の一枚一枚が目のくらむ品だ。

（調度品の一つも土産にもらっても気付かないだろうな）

　いかんいかんと、首を振る猫猫。

　妓女を屋敷に呼ぶことは妓ぎ楼ろうで宴をするよりも費用がかかる。そのうえ、呼んだのは一晩の酌で一年の銀が消える売れっ子妓女たちだ。

　緑ろく青しょう館かんの三姫こと梅メイ梅メイ、白パイ鈴リン、女ジョ華カをまとめて呼びつけるとは、金とはあるところにはあるものである。

　猫猫は三姫を引き立てるため、連れてこられた数人の一人だ。

　しつけはあらかた受けているが、詩歌も吟ぜず、二に胡こも弾けない。舞踏などもってのほか。せめて客の杯さかずきが空かぬよう、目を配らせることしかできそうにない。

　猫猫は、表情筋に笑みを固定させると、空いた器にゆっくり酒を注いでいく。

　皆、小姐たちの詩歌や踊りに夢中であり、こっちを見ないので楽だった。引き立て役の一人と碁を始める者もいる。

（おや？　つまらないのか？）

　皆が笑いを浮かべ、酒に酔いしれ、演舞を楽しんでいるというのに、一人だけうつむいている者がいる。

　上等の絹の衣を着た若者は、片膝ひざを立てて手酌で酒をあおっていた。

　そこだけ、空気が灰色に濁っている。

（仕事がなくなるじゃないか）

　妙に生真面目なところのある猫猫はたっぷり入った酒瓶を持ち、陰気な男の横に座る。

　つやのある前髪が、顔の上半分を覆っていた。まったく表情が読み取れない。

「一人にしてくれ」

（？）

　はて、聞いたことがあるような。

　考えると同時に猫猫の手が動いていた。

　無礼とか、失礼だとかは頭から抜けていた。

　うつむく男の額に触れぬよう、そっと前髪を上げた。

　麗しい面おもてがあらわになる。

　いじけた顔が、一瞬で驚きに変わる。

「壬ジン氏シさま？」

　きらきらしい笑顔もなく、蜂蜜のような甘さもない声だったが、見慣れた宦かん官がんに違いなかった。壬氏は瞬まばたきを数回する。なんだかじっと見られて、とても落ち着かない。

「おまえ、誰だ？」

「よく言われます」

「化粧で変わるって言われないか？」

「よく言われます」

　なんだか以前も似たような会話があった気がする。つまんだ前髪を元に戻す。すると、壬氏の手が伸びてきて、猫猫の手をつかもうとする。

「なんで逃げる」

　不ふ貞て腐くされた顔でこちらを見る。

「妓女には触れないでください」

　規則なので仕方ない。追加料金をいただくことになる。

「そもそも、なんでそんな恰好をしてるんだ？」

　猫猫は目をそらし、居心地悪そうに答える。

「短期就労アルバイト中です」

「妓楼でか？　……もしかして、おまえ」

　壬氏がなにを言いたいのかわかり、猫猫は半眼でにらむ。

　どうにも人の貞操を疑う性格らしい。

「別に、個人で客をとったりしてませんよ。まだ」

「まだ……」

「……」

　言い返せない。残りの借金を返済する前に、婆が無理やり客を連れてくる可能性はなきにしもあらず。おやじと小姐ねえちゃんたちの抑制で、今のところは事なきを得ているが。

「俺が買ってやろうか？」

「はあ？」

　猫猫はご冗談を、と言いかけてふと頭をなにかがよぎる。

「いいかもしれませんね」

「！」

　壬氏は驚きょう愕がくする。鳩が豆鉄砲食らった顔だ。

　なんだか、今日はきらきらしていないので表情が豊かである。天女の笑みは麗しいが、人間とは思えない表情なのだ。

　たまに、魂こんが二つあり、一つの魄はくにおさまっているのではないかとさえ思う。

「もう一度、後こう宮きゅう勤めも悪くないです」

　壬氏が肩を落とす。

　どうしたのだろう、と猫猫は首を傾げる。

「おまえ、あそこが嫌でやめたんじゃなかったのか？」

「そんなこと、いつ言いました？」

　借金返済のため、続けさせてもらえないかと頼みに行ったのに、解雇したのはそちらのほうである。

　面倒事は多いものの、玉ギョク葉ヨウ妃の侍じ女じょはかなりの好条件だった。毒見役など希少レアな職、なろうと思ってなれるものじゃない。

「気に入らないとすれば、毒実験ができないことくらいで」

「それは、さすがにやめろ」

　壬氏は、立てた膝に顎あごをのせる。呆あきれた顔をしたと思ったら、次は苦笑が浮かんでいる。

「そうだよな、おまえ、そういう奴だよな」

「なんですか。それは」

「言葉が足りないって言われないか？」

「……よく言われます」

　苦笑はだんだんあどけない笑みに変わる。

　今度は猫猫が不機嫌にうつむく。そこに、壬氏の手が伸びる。

「だからなんで逃げる？」

「規則ですから」

　言ったところで、壬氏は伸ばした手を戻そうとしない。

　じっとりと猫猫をにらんでいる。嫌な予感がする。

「少しくらいならいいだろ？」

「だめです」

「減るもんじゃないだろ」

「気力が減ります」

「片手だけ。指先だけならいいだろ」

「……」

　しつこい。そういえばこの男、粘着質であった。

　猫猫は、仕方ないと目を瞑り、深く息を吐いた。

「指先だけですよ」

　言い終わると同時に、唇になにかが押し付けられる。

　まぶたを開けると、壬氏の長い指先に赤い紅がついていた。

　猫猫が呆あっ気けにとられているうちに、壬氏は指先を自分のもとに戻す。そして、あろうことか、己の唇にそっとのせたのだ。

（こいつ）

　二本の指を離すと、ほんのり紅が形よい唇に移っている。

　壬氏は目を細め、さらにあどけない笑みを浮かべる。頬にも紅が移ったかのように、かすかに桜色をしていた。

　猫猫はふるふると肩を揺らしたが、壬氏があまりに幼い笑顔を向けるのでなにも言えず、うつむいて目をそらした。

（うつるじゃないか）

　口をぎざぎざに結んだ猫猫の頬は桜色になっている。頬紅はつけていないはずなのに。

　くすくすと笑い声が聞こえると思ったら、周りでみんながこちらを見ていた。

　小姐たちがにやにやとこちらを見ている。

　後が怖い。

　すこぶる居心地が悪い。

　いつのまにやら現れていた高ガオ順シュンはやれやれと腕組みをしていた。

　ひと仕事終わりましたと言わんばかりだ。

　もうなにがなにやら困ったもので、その後のことはよく覚えていない。

　ただ、小姐たちの追及が、とてもしつこかったのは覚えている。




　〇●〇




　数日後、都の花はな街まちに麗しい貴人が現れる。

　やり手婆も目がくらむ金きん子す、それとなぜか虫から生えた奇妙な草を持ったその男は、一人の娘を所望した。
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